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日本建築協会企画・販売

出版図書一覧

1917年 3 月に創設された日本建築協

会( 当時 ・関西建築JtJJ 会) は、すでに

昭和初期には大阪: i ! Dl l で住割専覧会や

建築講演会ぞ ｾｴ ｬ < 一方、当時は入手し

にくかった建築の情報を図昔ーの出版と

いう形で会員に提供し ていた。

*  

日本建築協会創立60周年記念事業

建築技術選書

田茶室の話

A 5 判 ・130頁ー160頁 発 行:学芸 出 版 社 本 体 価 格 ￥ 1，200- ￥1，400

岡田孝男

回マイコンによる構造設計のすすめ

( 改訂版) 魚木晴夫

回すまいの語録

茶谷正j羊

白書造計画とやさしい力学 l

須賀好富

回建具の知識と意匠

山片三郎
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回石垣と石積壁
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固住宅の家具

光藤俊夫

固設備技術者のための建築再入門

光安義光

国鉄骨構造の話

金多潔 ・甲津功夫 ・西沢英和

国建物と地震災害

竹内吉弘 ・島田耕一

国建築金物の知識

国住宅三備心得帳

立野一 郎

平田純

固住宅のエレクトロニクス

監 修 小 林 郁

国建築塗装の手引き

国建築式典の実際

児島修二

若林嘉i重雄

図建築設計と高齢者 ・身障者

吉田あこ

園田本壁

固身近な耐震設計法

国住宅の照明

山田幸一

前川陽

監 修 大 島 情
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昭和生まれ 関西の建築家50 附 年

A  4 !fl J 企画 ・発行 日 本 建 築 協 会 本 体 価 格1，500内

日本建築協会建築クラブ千月食会300回記念

説糊i演附寅

8 6 判 5 分 {官愉|附甘 企匝幽|ド: B日本主建主築1協f弘b会遜建: 築クラフブ. . . I セ‘ツy沖ト 5丘印'β0∞0∞0円 (消2資r税別)

民I削H削) (旧|四剖会) 迎 合↑協1品L定

工事請負契約約款 A 4  'fl Jのみ取り扱L

工事請負契約書 ・仲裁合意書 ・契約書使用上の留意事項

l 部￥230 ( 消費税合) 送料実費

以後、創立周年記念事業として、その

時代の動きをとらえて単行本を出版 し

ている 。

50周年、 60周年、 70周年、そして 80周

年に、図書の出版が企画され、現泊三も

泌統して発行 ・販売されて いる出版物

は、以下のとおり 。

*  

購入希望者は、他日本建築協 会事務局

(TEL 06 - 6348 - 0635、F A X06-

6348- 0634) まで。

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

TQCから見た建設業

四六判 2 色刷り 発 行 学 芸 出 版 社 本 体価格￥ 1，600- ￥2，500

荒木陸彦

躯体工事富里(J)=f工、yクポイント100
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建築基準法の実際

矢吹茂郎

ニュー組積建築のすすめ

福 島 孝 之 他

建築物の消防法を読みこなすコツ

高木任之

鉄筋工事 ・本音の現場学

荒 川 治 徳

態程革協鱗条文碗広畑コツ

高木任之

工業化住宅 ・考

これからのプレハブ住宅 松 村 秀 一

日本建築協会創立70周年記念事業

選書特装版

鉄骨工事の現場学

建築紛争の実際

石田満商

岡本辰義

仕上工事監理のチ工、〉クポイント

日建設計監理業務研究会

ゼ口災への道

建設現場の安全管理活動 表 一 郎

木造住宅のしくみ

在来L 去の基本と応用浅野平八 ・東敏| 専

コンクリー卜工事のチェックポイント100

加 賀 秀 治

インテリアコーディネー卜のl凹ポイント

町田ひろ子監修/ 松本茂 ・村元俊子著

新版建築基準法を読みこなすコツ

高木{ 壬之

木づくりの常識非常識

上 村 武

建築関連法規を読みこなすコツ

高木{ 壬之

都市計画法読みこなすコツ

高木任之

B 5  !fl J  発行.学芸出版社 本 体{耐l格￥2，800- ￥3，800

構造コストと経済設計 建築デザインのための構造計画

須 賀 好 富 須賀好富

新 ・建築と設備の接点 場所打ち杭の設計と施工

宮 脇 毅 ・南 部 武 阪口 i里

外壁構法チェックリスト

飯l家五郎蔵

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

( 建築篇) r建築漏水J 編集委員会

建築 ・都市 ・住宅 ・土木一情報アクセスブゆ

菊岡倶也

日本建築協会主IJ 立70周年 記 念出版

住宅近代化への歩みと日本建劉窓会 l捌 年

A 4 判 企 画・発行 日本建 築協会 本 体価格1，500同

建築設備の健康診断

牧 野 茂

建築と緑

入門 ・建築積算

漉 光 夫

生島道春

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

〈設備篇) r設備漏水J 編集委員会

日本建築協会商IJ 立75周年記念出版

工高生ラザインコンクールおき作晶集 附!o

A 4 判 企 画 ・発行 日本 建 築 協 会 定価2，000円

日本建築協会意l凶:80周年記念出版

建築を志す人びとヘ

A 5 判 日本建築協会出版委員会編者二 本体価格1，800同
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講演記録集

「話のはなしj 残部

頒布します!

「日本建築協会80年

史1917・1996J

本会図書室にて

ご覧下さい!

日本建築協会

品 位

宮 田

今回は、大徳寺・三玄院にのこる茶室

「筆庵j を見学します。

大徳寺のt蓄預のひとつ三玄院は、天正

17年に春屋宗園が創立したもので、

古田織部や厳内紹智の墓があり 、茶人

とのかかわりの深いお寺です。ここに

のこる茶室「箪庵j は、 「燕庵J 写し

の茶室として知られています。

茶室は、三畳台目で下座床を構え、三

畳敷の客座の一方に中柱を建てた台 目

構えの点前座、他方に襖を境にして相

伴席 G盈い) ー畳が付随した建物です。

この形は 、千利休の高弟 ・吉田織部が

っくりあげたもので、茶室としては武

家好みの代表的形式をもっとされ、織

部が大阪へ出陣の際、薮内紹智に譲ら

れたという燕庵が伝来することによ っ

て、燕庵青匁tとよばれてきたものです。

この機会に、師・利休の茶、草庵のf宅

昭降日47年6月に発足した「建築クラブj

(日本建築協会会員有志の集まり) は、

毎月 1回、大阪市内のホテルに学者や

ジャーナリストをはじめ政界 ・経済界・

文芸界 ・スポーツ ・芸能界など広い分

野から講師をお招きして 、お話を聞く

朝食会を開いております。

1997年、この朝食会の第300回を記念

して、講演速記録を集約し、最終的に

118四分を5冊1セッ ト (1冊平均約320

ページ) の本に編集いたしました「話

のはなし」の講話の内容はとても多彩

で、 「おもしろい話J 1貴重なはなし」

「裏ぱなしJ などがい っぱい詰ま って

います。

残部を建築クラブの格別のご好意によ

り、1セッ ト・ 5，∞0円 (消費税別途)

平成 9 年度から編纂を進め、昨年 7

月末に刊行された00周年託捻事業の「日

本建築協会80年史j は、1年た って、

外国の大学図書館、日本国内の大学

や公立図書館からの引き合いが多く、

献本を重ねて残り少なくなりました。

大正 6 年 3 月30日に関西建築協会と

して誕生した日本建築協会の80年の

歴史を、主催してきた各種事業や委

員会活動を通じて、また、 本会設立

者の片岡安 、武田五一以降現在まで

の会員たちの社会活動を通して知る

ことができる記念誌として、 A4判・

240頁に まとめていま す。

とくに 、協会草創期の大正 ・昭和初

日 時 勾 ∞ 年11 月11 日仕)

13: 30-ー15:30

講 師 中村昌生

京都工芸繊維大学名誉教授

集 合 現 地

京都市北区紫野大徳寺町

* 地下鉄「北大路j 駅より

市バス F大徳寺前J i亭下車

徒歩約 5分

定 員 30人

* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 3，∞0円、一般 4，∞o円

学生1，000円引 * 税込

の性格を緩め、うるわしさや寛ぎを加

味し 、ゆとりと開放感を漂わせる織部

ゆかりの茶室を見ていただきたいと思

います。 ( 福 家 敬)

申 込 11 月 2 日悩 までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名茶室見学会

②氏名

③個人会員目団体会員・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月 6 日(月)に発

送します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1・1-3ぞ100

T EL. 06-6348- 0633 

F，似 06- 6348-0634

干530-0001

主 催 (紛日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 福家敬/ 鉄建建設

66判 5分冊
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でおわけできることになりました。ご

希望のかたは電話またはF AXでお申し

込み下 さい。

. 執筆ワ キンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潟一郎/

植松清志/ 梅宮弘光/ 桐浴邦夫/ 酒井

光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子

/ 和田康由

・80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近稼達夫/ 谷

淳之介/ + 倉毅/ 原見昌志/ 和田康由

/ 吉田悦二

期の片岡安ら協会のメ ンバーと 当時

の大阪市長 ・関ーとの交流を物語る

一文は 、大阪の都市計画史、あるい

は関西の建築人物誌ともな っています。

この 180年史J は非売品ですが、会

員のみなさまが閲覧できるよう 、本

会図書室に備え付けて開架 して おり

ます。 どうぞご一読下さい。

申込先: 日本建築協会事務局

T E L06- 6348-0635 

FAX06-6348- 0634 

A 4判 ・240頁

酬 と 社 会 ・2棚 10 1  
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日 時 2∞0年10月18日附

18: 30ー20: 30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 川 島 克 也

日建設計設計室長

定 員 30人

* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，∞0円、一般 2，∞0円

学生は半額

* 飲物付、税込

申 込 10月11 日制までに、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さい。

D催し名: 梅田ダイビル

②氏名

③偶人会員 ・団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

$ 漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 10月12 日闘 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1・1-3之100

T Eし06- 6348- 0633

F AX.06- 6348- 0634 

〒530- 0001

主 催 (紛日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査. ，土井昇二/ 対 繊

上田淳一/ 野村建設工業

マンガ家で館長の松本零士氏が、「子

どもと未来j のイメ ージで宇宙船が舞

い降りたようなデザインと評し 、展示

計画の構想から具体化までを手掛け、

開館後も子供達に評判がとても良い楽

しい施設です。1992年基本構想委員

会設置の時から坂倉建築研究所大阪事

務所が担当し 、傾斜地の建築だから内

部の展示空間も立体的な構成に、自由

に大胆に計画が進められました。

銀色の大きな円盤と傾いたガラスのタ

ワー 、正三角形と五角形による変形

12面体でデザインした劇場、それら

をガラスの函でつなぎ、閉鎖的な空間

と全面ガラスの開放的な空間との対比

をそれぞれの展示内容にも反映し 、子

どもにと っても意外性のある空間構成

が意図されています。 ( 宮 内 宏)

「梅田ダイビル」は、 5 社からなる投

資家グループが約1.6haのJ R貨物駅跡

地を「建物提案方式」というかたちで

入手し 、100mを超えるオフィス 2 棟

と約6 0 mの病院とホテルの合計 4 棟

を同時に建設するという プロジェ ク卜

「ガーデンシテ ィタワ ーズJ の一酉を

占める超高層オフィスビルです。言十函

を始めた時には既に敷地東側lのブロ ッ

クでは、約100mのオフィスビル 2 f車

と約60 mのホテルの計画が進められ

ており 、最終的には約2. 6haのス ーパ

ーブロ ックに 、800%の容積を有する

高層建物が 7 棟並び建つことになると

いう大阪市内でも他に例を見ない高密

度な計画でした。

「超高密度な開発プログラムの中で、

いかにして都市的で魅力あふれる歩行

者環境を実現するかJ ということを設

計上の一大テーマとし 、ブロ ックを南

北に貫く広場空間、オフィスを大き く

宙に持ち上げたピロティ空間、地下歩

道「ガーデン ・アヴェニューJ との接

続、地下レベルでの通り抜け歩行者空

間、水と緑によ って演出したサンクン

ガーデンなど 、立体的で都市的な歩行

者環境をダイナミ ックな都市景観と共

に創り出しました。

(J II 島克也)

ミ 狩 種 区 -
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太田隆信 ( おおた たかのぷ)

1934年台湾生まれ

58 坂倉増三建築研究所入所

69 板倉湘三建築研究所の発版に1料、

坂. ( i ' 雄策研究所に改称

99 同研究所代点取締役

所l J . J血 ｊＱＡｲ ｬ ￯ｾ 花山台 Ｑ Ｎ ＹＭ Ｑ

t主 築 主 大 阪 府

設 計大阪府建築ＯＺｴｩ ｲｬ ￯ 部公 ｍｬｬｾｾ

城: t 1 ' 雄策研究所大阪事務所

l誌 里p . 大阪府挫投院理協会

板. ( i ' 越築研究所大阪'1'務所

施 工 大 成 三菱 森 本JV

敷地而積 18，510. 71m'  

建築l而積 4. 560. 26m'  

延床1師制 IO，469. 97m'  

構造)')1.峡 RC、一部S、B2.8F ，PI

Ii Wi 荷主 55. 30m 

工 191 1996年 3 Jl - I999年 3 Jl

川島克也 ( かわしま かつや)

1957年京郷市生まれ

79 京邸大学建築学科卒業

81  同大学院修士課程修了

日建設計入 社

現 在 設 計 室 長

主な作品

神戸市新庁舎 (1991神戸市立l ! 築文化'f t他)

基町クレド (1997ひろしま建築文化賞他)

滋賀県立琵笹湖博物館 (2∞0公共也築賞他)

神戸税関本1関 (2収JOBCS賞{山)

所 lf. J血 大阪i I i 北区駒凹3- 3

建 築 主 レールシティ 阿1m発側

般 資 家 ダ イ ピ ル(附

設計監J ! p' レールシティ 凶開発、 日立n，! !日計

施 工 大 林 ! 血ω 竹 中 . j l/.' UV

敷地商品，1 4，528. 42m'  

建築I而叡 1. 鵠0. 85m'

延床面 ｾＱ 42，363. 23m'  

情造)' )1. 模 S' S RC、B3'23F.p3 

1注高高さ 120. 80m 

工 191 1997年10月- 2収均年 5 Jl

日 時 2000年10月27日ω

18: 3ひー20:30

会 場 日本建築協会サロン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 太田隆 信

坂倉建築研究所大阪事務所長

定 員 30人

* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

学生は半額

* 飲物付・税込

申 込 10月20 日ωまで に、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名: ビ y グパン

②氏名

③個人会員 ・団体会員・一般の別

④聡場・学校名

⑤ 参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 10月23 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1-3之100

T EL. 06毛348-0633

FAX. 06- 6348- 0634 

〒530・0001

主 催 (他日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査: ＱＱ 糊ｍｬ ｾ ｾ繊ｾＺＫ

宮内 宏/宮内商会



出版委員会企画

第23回<ブ口のノウハウ>講座

建物の汚れー

トラブル事例と

解決策

( 再掲)

企 画 (社) 日本建築協会

編著者 「建物の汚れj 編集委員会

発行所 (株) 学芸出版社

発行日 2∞o年6 月30日

体 裁 B5 判 168頁

定 価 本 体3，5∞円+ 税
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好評 だった前 2 回の講演会に つづ い

て、 いよいよ吉村講師の指導のもと

に、実技にかかります。講師と同じ

場所で一緒に写真を嫌 ってみまし ょ

う。 ファインダーを覗かしてもら う

のもテクニ ック関根のための一つの

方法ではないでしょうか。

多数の ご参加をお待ちしています。

日 時 2000年10月24日ω

18:  0ひー20 ・00

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅第 3 ビル21階

講 師 大 島 雄 太/ 1建物の汚れJ

編集委員会委員・ (側竹 中 工

務庖大阪本底設計部主任・

技術担当

定 員 30人

受 講 料 会 員 1，800円、一般 2，000円

*税込

テキス卜 『建物の汚れートラブル事

例と解決策j

< 特価3，400円 *税込 >

* 当日持参される方は不要

申 込 本 会 事 業 課 へ ハ ガ キorFAXor

電話でお願いします。

①催し名 ( 1プ口のノウハウ

講座23J )  

②氏名

③個人or団体会員 ・一般の別

④職場名。# 校名

ｾ 受講票の送付先 ・ 電 話番号

をお知らせ下さし、。

先着順で受講棄を送付します。

申込先 干530・0001

大阪市北区梅田1-1ふ 2100

(紛 日本建築協会事業課

T EL. 06- 6348・0633

F AX. 06・6348- 0634

1999年 9 月、2000年 3 月の講演会で

設計者としての建築写真の見方、織り

方、活用の仕方を 、実例スライドを交

えてお言苦ししました。

今回は 、今までの講座の内容を踏まえ

て実地で建築の実務に役立つ写真の媛

り方を皆様と 緒に学んでいきたいと

思います。秋も深まる土曜日の午後、

会場は 、皆様にもなじみ深い神戸 ・ハ

ーバーランドとしました。都市的なス

ケールからディテール空間まで、幅広

くバラエティに富むロケーションです。

海外旅行に出かけたときの嫁影のシミ

ュレーションや、夕暮れのシーンまで

含めた 、撮影のノウハウを体得するチ

ャンスです。愛用のカ メラと三脚持参

でふる ってご参加ください。

(吉村行雄)

建物が汚れる原因はどこにあるのか。

汚れないための対策はどうすればよい

のか。再発防止策はあるのか。…

このような疑問に答えるために編纂さ

れたのがこの一書です。

収録された事例は 、関西でのプロジ ェ

クトにかかわ ってこられたゼネコン 6

社が 、数年にわた って収集してきた資

料をもとに編纂され、写真やイラス ト、

図表によ ってわかりやすく解説されて

います。 また 、外壁の汚れ、関口部の

汚れ、床の汚れなど 、 「汚れ」の発生

状況や原因などが部位別に整理されて

おり 、具体的な問題解決に直面しでも 、

吉村行雄 ( よしむら ゆきお)

1946年大阪市生まれ

1971 武蔵野美術大学造形学部iもII 築学科卒業

竹中工務自入社( 本信設計部)

現在本社広報部長

一級建築士、建築写真家

受賞

1968 新建築住宅設計競技二位

1997 全国のカタログポスタ一段で写真! t が

通並行生沼; 産業局長. n

写真活動

Ｑ ＹＷ Ｑ 年より設計業務に 悦 わる傍ら、ｾ築写真

船影を行う 。1984年より総本間広報の PRJ主

社報等にて建築写真活動. IJi I内各地で倒!必

グループ展、 1998年にニューヨ - 7 で' ヴ真肢

を1m! 出。

大島雄太氏 ( おおしま ゅうた)

1947年東京照生まれ

1971年 横浜国立大学工学部主II 築学科卒業。

同年 側 竹中 工務庖入社、設計部及び， ｾ［ｈ

本部にて、傑血相{上級、際i(fi 図士事の作成及び現

業支援業務に掠わり、現在に3 i る

その糸口を手早く見つけ出せる内容と

なっています。

今回、当書の新刊発行にともない、当

書編集委員会のメンバーとして尽力さ

れた大島雄太氏を講師にお招きし 、建

物に汚れが発生する原因や対策、再 発

防止のための解決策について 、スライ

ドを使いながら具体的に解説いただく

ことにしました。

設計者はもとより 、施工者や建物のメ

ンテナンスにたずさわる方々にはこの

機会にぜひご参加いただき 、 「汚れJ

に強い建物づくりの< ノウハウ > をつ

かんでいただきたいと思います。

日 時 2000年10月28日出

午 後 2 :0かー5:00

会 場 神 戸 ハ ー パ ー ラ ン ド

*J R神戸駅前

講 師 吉 村 行 雄

一級建築士、建築写真家

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般2，000円

学生は半額

申 込 10月20 日悩 までに、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名: 写真媛影会

②氏名

③個人会員・団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

⑤ 参加証郵送先

@ 漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証 を10月23 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区栂回1-1ふ 2100

T EL. 06-6348-0633 

F AX.06-6348- 0634 

〒530-0001

主 催 附 日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査: 酒井重治

3  



三読者と織りなす芸

たjてl糸

よ

』プ

L .  糸 「建築と社会」では、読者の声を誌面づくりに役立てるために、皆綴の

意見と、編集担当者の声を掲載していきます。

. 時代を映し出す「建築と社会J

心の病が原因となった凶悪犯罪が、連日のよ

うにマスコミを賑わしている 。情報化社会の

弊害なのかコミュニティの希薄化の影響なの

か原因は複雑であろうが、 4 月号で特集され

た「こころを癒す環境デザイン J はストレス

に病む現代人の心に踏み込んだ内容で、世相

を反映したタイムリーな特集であった。

こころの癒しが建築の世界でも注目されるよ

うになったのは、今まで心の問題よりも空間

を優先しすぎたツケが廻ってきたという感が

否めない。

現代人は心の癒しを求めて、人々との紳を携

帯電話やE メールなどを使った情報技術に頼ろ

うとしている 。 しかし、これも所詮はバーチ

ャルな人間関係である 。希薄なコミュニティ

の現実を知った際には、人に裏切られた時と

同じような衝撃が待ち構えている 。IT 時代にお

ける人々の紳のありかたが、真剣に問われる

i侍が来たようである 。

1 陛紀近い歴史をもっ 「建築と社会j には、

ごのような時代背景を映し出す特集を今後と

も期待した L、。 ( 大学教員 K' S)  

• I建築」と「社会」のあいだ

Wの頁 rWelcomi ngJ は今、福祉関係の方々へ

の取材を続けています。 8 月号にも有料老人

ホームの運営にかかわる 2 名の女性の興味深

いお話を掲載することができました 。当初は

この企画、建築に携わる女性 ( Woman) を対

象に対談を重ねてきたのですが、家具関係の

方やデザイナーなどその対象を徐々に広げる

うちに、福祉関係へ、そして遂には普段建築

とは接点を持たない老大ホームの真っ只中で

働く女性をお迎えするところにまで至りました。

もちろん建築( この場合は建物あるいは施設

といったほうがよいのかもしれませんが) と

全くかかわりをもたない分野などありえない

はずで、、だ からこそ 「建築と 社会j という誌

名もありうるわけですが、インタピュアーが

建築を主題に話を展開しようとすると、うま

くL、かないことが多いそうです。やはり日頃「建

築j を正面に据えて考える機会の少ない人には、

日々感じている問題や展望などを「建築」と

いう括りの中で意識化するととは難しく、 一

方日々建築に携わる私たちは、かなり限定し

たかたちでしか「建築J をみていない、とい

うことでしょうか。 2 ぺージの小さな連載記

事ですが、案外こんなところに「建築と社会」

が考えるべき、重要な問題がよくあらわれて

し、るのかもしれません。 ( 編集委員 S -T) 

. 師と弟子の< 継>

9 月号の特集企画では、相当数の建築家の師

弟関係が候補にあがった 。その作風から、そ

の脈絡に素直に領いたり、全く逮う作風から、

想像もしていなかった系譜に鴛きもした。

「若手建築家の< 継> の論理J 座談会では、

< 継> の否定 - 肯定のそれぞれの論理の中で、

思考のある 一瞬間、師を相対指標として捉え

ていた乙とが垣間見えた 。 < 継> の肯定はも

ちろんのこと、< 継> の否定でも、師の「わざ、

もの、こころ J をなぜ否定すべきなのかを自

分の中で問い掛け、思考を昇華させているよ

うに見受けら れた 。師弟聞のこの関係の繰り

返しが< 継> の形態なのだと思う 。

以前、著名な建築家が「自分であればこうす

るのにJ と対象物と自分の思考を常に照会し、

シミュレーションの 中で想像力を高め ている、

という話を| 潤いたととがある 。師と弟子の 関

係もこのように照らし合わせる関係のひとつ

なのだと思う 。それは弟子にとっての師の存

在だけでなく、その逆の、師にとっての弟子

もその対象なのだ 、 ということにこの企画の

中で気がついた。 ( 編集委員 T K)  

一 一一一一一一' 切り取り線ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一 一一一

「建築と社会J I  

読者アンケート l

2∞0年 10月号

4  

送付先 :

佃 日本建築協会

「建築と社会J

FAX 06- 6348- 0634 

「建築と社会」では、読者の方々のご意見を参考に 、充実した誌面づくりをめざしております。今月号で 、とくに

ょいと思われた作品、記事、その他についてのご意見を F AXでご送付下さし、。

なお、このご意見は、読者 と選ぶ第1回 『建築と社会賞j の1次選考に反映されます。

口とくに ょいと思われた作品

ょいと思われた理由

口とくにょいと思われた記事

ょいと思われた理由

口 そ の他 、 本 誌 に つ い て の ご 意 見 や 、 取 り 上 げ て ほ し い 内 容 な ど が あ り ま し た ら ご 記 入 下 さ い。

お名前

勤務先

口どな見は、誌I偏に取り上げさせていただくことがありますが、

その場合はイニ シャJ レのみを掲載させていただきます。

1 EL  



今 I1のJ <紙

褒紙デザイン/ 笹村欽也

遇策写真ノ河合止111

・京都次学人文科学研究所

(旧東方文化学院京都研究所)

品1十/ JI湖 川

綾1 : / 1型炉1

所(f. J 也/ Ｉ［ｴｾｲｨ＠ ｊｉ Ｚ ｊ［ｴｲ ｊＨ ｾｴＨ＠ 1111.11i /l 、北町

. Ifi ヨーロ ッパの 附院をイメ ー

ジし ｾｴ ｬＧ 1111にill てられたニの作

品は. 気自11 さを 1:': ちながら、飾

的な雰 ｖｩｬｾＨ を今も派わせている Ｎ

1直 k である i量れたヤ首たちゃ、

削lから学んだものが、凝紡され

た傑刊である 27殺にして、和l

りあげたこの作品を通じての/1¥

会いやｾ脱が、その後の作ＯＢ［の

巡命を決定付けたのではないだ

ろうか ( 笹村)
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1917年創刊 第 鳩 / 通 巻943号

特集・ 時間

. 特集 予 告

11 月号/ 私の空間作法

21世紀の高齢者の居住

環 境

12月号/ 第47固膏年綾術者
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[ 各論1)

榊五!i と時h' n・金多潔

くつかう時 間一 社 会 的 要 詰 か ら み た 建 築 の 持 つ 時間 ー >

出 物 長 舟 命化 の 意 義・樫野紀元

九 ビj レにづ|き継がれてきた時間・稲回遠失

住 宅 の 長 舟 命 化 に 向 け て・小推八箆猛
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i fl 、¥'II HJ と141怨 ・大氏正副

一 設 計 技 術 名 のリフレッシュ l侍 11'，1・久徳敏治

仁 徳 夫 r'. J _ 股がつくられ た 時間 の なl床・林章

定 l踏の 起 似 ー11寺聞を刻む - ・渡i豊品

..0.. 土t

=0コ

茶 室 見 学 会 ⑬ 大 徳 寺 三 玄 院 の 筆 庵 f! 舌のはなし」残部頒布します! . f 日 本 建 築 協 会80

年 史 19 17 - 1996J 本 会 図 書 室 に で ご 覧 下 さ い I 信 組 組 築 を 聞 く ⑮ 毎 回 ダ イ ピ ル 話 題

強 策 を 聞 く @ ビ y グ パ ン 交 流 広 場 2 3回 〈 プ ロ の ノ ウ ハ ウ 〉 鵠 座 ・建 物 の 汚 れ ー ト ラ

ブ ル 事 例 と 解 決 策 - . 1主 計 者 の た め の 写 真 術 パ ー ト 田 E宣 言 十 に 役 立 つ 写 真 撮 影 会 続 者 と

織 り な す た て 糸 よ こ 糸 .

作品作風

建 築 の 眼

神 戸 三 FEI新 阪 急 ホ テ ル

光の情景 (福原直忠) ・赤 木 隆

れ地にみる佳築作品 8 点

ライトの創作の泌密( その 3 ) ・i土 正短ー中景の楽しみ. 宮山育子.

瀬戸大橋・i且松展弘 テイルトア ップ工法・松岡昭吾.

6  

gal l ery 

Sket c h Book  

8

一

m
一
げ

月間の動き

指定1明日必検1 t 機 関 の 設 立・坂中f言隆/ 菓岡由樹

1'}I I判' セrJJl lili )' J線旅客ターミナルビルー桝造 tの 仁 犬 - ・山浦晋弘

ノf イオによる燃料' ; U 池発電・東郷芳孝

実例その 6 ・子紙を読む・山田修

ガスぬjれ火災件報設備・西尾勇

短評 4 組 ・稲木裕子・大谷由紀子 ・高岡伸一 ・塚口明洋

日 本 建 築 総 合 試 験 所 、IS 0 9 0 0 0 sの 認 定 へ . 小 石 原 焼 伝 統 産 業 会 館 、 建 築 士 事 務 所 全 国

大 会 で 作 品 表 彰 2 0 00 年 E ・家 ・暮らし住まいの設計コンテスト HA S S 0 1 0 - 2 0∞ 改 定 鋭 明

会 グeノドペインティングカラー2 0 0 0 北欧の巨匠家具と繁敵なラグ展. 住まいのなるほどセミナ

ー r lN A Xリニューアル事典』希 望 者 へ 東 西 ア ス 協 組 建 築 講 演 会 内 田 繁 一21 世 紀 の デ ザ

イ ン の エ ス キ ー ス 憎 造 力 学 コ ロ キ ュ ー ム 春 秋 鐙 築 塾2 0 0 0年 秋 期 ベ ル リ ン の 変 遷 と パ ウ ハ

ウス海岸通ギャラリーがオープン「壁J 一 神 戸 大 学 建 築 学 部 T UE S 2 0 0 0彫刻l三人展。リュ

y ク・ 9 イマンス展S i nc ere ly .友 回 多 恵 子 展 Ne wL a nds c a pe. r 建 築 の 可 能 態 J . r 大 成 建 設

設 計 部 の 仕 事J 西 山 知 三 と 日 本 の す ま い 展

、le}! 比12"1'- 7  )  1分
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一

一刈

法 令 コ ー ナ ー

構 造 の 頁

設 備 の 頁

基礎諮座A

基礎議座B

Bo o k  St ati on 

i nf ormat i on 
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印 刷 2 0  0  0 年 9 円 25 日

発 行 2 0 0 0 ' 1 ' l o n l 日

発 行 入 社 卜I1法人 11 本 建 築 協 会

発行所社 ｉＧｈ 法人口本主ｾ策協会

Ｎｫ ｬｾ＼＠ di ｾｴ ｬ＾ＨＣＱￍ＠ 111 ト1-3-2100

l 1 l 凶 06- 6348- 0635

&仔n P.li 00910. 9. 39975 

印刷所 Jf 焼 印 刷 妹 式 会 社

11 本データネ y ト椋式会社

定 価 12∞1'1 (本体価絡 1143円〕

迎築と社会 ・2∞0.10 5  
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作 E百・

Eヨ風

言宣言十 ・ 監 理圃

竹 中 工 務 l吉

施 工・

竹 中 工 務 庖

神戸三田新阪急ホテル

三川 市 ウッディタウンのセンチュリーパーク 北端に位位する、1/，13.幻也

は、 ＱＹＹＷ 年 末ｻこ、 ｬ￬Ｇｴ ｬ ､ 刊‘的ｬ￮ｊ 公 ｬ 立 ｉ よりホテル ｊｉｊｊ 也 として必 ｾ ｾされ、 (株)

新阪急ホテルがコン ペにて l収似しました 。 そこに、このほど 130五

の符宅を持つ「リゾート 明コ ミュニティホテル」がオープンしました。

計阿当初 ｪ よ り、 古 ｉ ｉ ｲｬＱ 技術 公 ｆｦｬ とＧｬＧ ｦ 民 一 体 の 協 栄が ｾ ｉ られ 、ホ テルを

とりまく紙の広1境請けり にlえ沢がありました 三 凹の I:EII週j瓜試を北イ

タリアのそれに兇立てて、小，":Jl 、1LI 々や、平谷池緑地の縦水空川 を

取り込んだランドスケーフを ｈ 現すると ｊｾ に、エントランスや 式均

等、カーテンウオールを過して 1m欣感溢れるインテリア空11¥1を生 み

，1.1
1
1さオl ました

また、スタッコ金ゴテ 引 き起こし 11: Ｑ Ｍ Ｎ げｻこよる、建物外壁面の陰 ｪｩｾ

は、 山 而のある形状や予っくりのやさしさと共に、この立J ! 物のデザ

インの ｊ ，ｾ調とな っています 1' 1然にまつわるモチーフをデザインエ

レメントとして全 体 に版ｉＡ ｾ ｉ し、 二 三 川 ､ ￯ のアートガーデン指向に符え

るべく，1lil 町しました。

ホテルは三 rnd1の鎖て・あり、 地 域に1)トlかれ、 di民と j 七に )J主主f 、コミ

ュニティホテ ｪ レの性約だけでなく、日 ｊ ｊｬｬ尚業 ｊｴ ｴＡＡ 設とのにぎわいｦＺ ｉｊｉ ｾ ＱＱＱ

の湖、! 羽辺立地企業、カ ルチャータウンとの的 報交換の場 として、

組々のビジネスチャンスに 即 応してその機能を ｾＺＡｩｈ ｊｾ できるでしょう 。

今後共、このホテルが セ ンチュリーノ f ークのコアとして} 求長するこ

とを JVl侍しております。 (小 林I，k犬 ー林 |経 夫 /竹 中 仁 務J市)

Cむ

配 置 図 ー1階 . 中2階 平 面 図 1 :  1000 

所 在 地 ーーー 兵庫県三田市けやき台1. 11

敷地面積 一一- 4，678. 17rri  

t主銭面積 一一一 3，564. 44rri

延床面積 14，180.05雨

情道規模一一一 R C、6 F、2 P

工 期 一一一 1999年 4 月- 2 0 0 0年 7 月

最 寄 駅 一一一 J R室耳車線新三国駅 (神鉄公園都市線 ウ y ティ 中 央駅 )

郷 軍2 一一ー松村芳治
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8  建築と 社会 ・2∞0.10

光の情景

照明設計

福原直忠

照明が空間にもたらす効果は 、はかり

しれない。

光のイメー ジ を創り出し 、 か た ち 素

材 し か け 等、意図的な要求が光に意

志を与える 。

豊かで快適な却景境は、様々な「情景j

を空間に生み出す。

H U ; ( ; I場1:.1;

福原直忠

1949 大阪府生まれ

1970  なんばデザイナー学院

グラフィ ックデザイ ン科卒業

1997  株式会社ライテ ィン グウ工ル設立

企画編集ー赤 木 隆 (作品作風小委員会)

A

川

川

.  
蝿

」

‘  

③ 



フェニ ッヲス リゾートゴル フウラブ

君主計箆JJI! 小 松 議 博 雄 築 都 市 段富十事務所

@淀む 某 公 園 プロ ジェ 7 ト、イメージスケ y チ

ランドスケープ設計 都 市 ・景 観 段富十

校校1

J茎凶

⑤ 

⑥ 

@  

9  
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10 建築と社会 ・20∞10

2724 小 野 加 東 斎 場 湧 水 苑

設 計 昭 和 設 計

施 工 日 本 国 土 開 発

a. J1 W以小野 di J i J防.Ij一目['j-: '1

'

111 '1
'越

435 - 4  

b. 37，804.0001 

C.  1，928.3701'  

d. 1，861. 9501'  

c. RC、 2F

｛、ド Ｏｬ 長 ＱＰｻＱ Ｇ ｉｏｊｊ ｾ 、 Ｑ Ｇ Ｏ ｳＩＨ ｉｉｻ Ｑ ・ ｉｉｊｉ

この建物は 、人生の終駕の場として

相応しい 、 自然に図まれた環境を司

極的に採り入れ 、せせらぎなどの水

景を用いた修景庭と建築とが一体と

なった施設づくりをめざした。

施設は 2 棟備成で 、火葬棟はアプロ

ー チ よ り 厳 粛 な 空 間 構 成 を 創 造 し 、

諸室は白く静かな空間、炉前ホー J レ

は自然光を微々な手法で混夜させた

空間とした。 待合棟は自由に散策で

きる修景庭と周囲の自然を眺めなが

ら穏やかに過ごせる空間とし 、美し

い夕日が沈む庭方向を眺望できる待

合室なども設けた 。 また 、 これら 2

棟を 、水の上を渡る透明な口ーカで

繋ぐことで 、会葬者の気持ちの切り

主主え装置としている 。

悲しみに沈む会葬者が収骨までの時

間を水辺など思い思いの場所で過ご

すことができる施設としている 。

2725 口一ーレ j レコート芭5可否

設 計 : I AO竹 田 設 計

施 工 : 奥村組・大日本土木共同

企業体 ( 1期)

大日本土木・奥村組共同

企業体 ( ]] 期)

a  大阪府羽曳野I¥i栄町610- 8、620 - 4、

693 - 3  

l/l j il f i III11748- 3、 1754 - 3、

1765 - 5、 2060 - 6、2121- 1、

1765  - 5  

b.  15，129. 8'101 

c. 5，472.3801 

d. 35，474.8101'  

e. RC .  ｓ ｒ ｃ 、 Ｖ ｾ ＱＴｆ 、 日 ｉ ｆ

[  、 Ａ と ｪ 北 ＱＰ ｻ ド Ｕ ｊｉ ｾ 平成 ｉｈ Ｓ ｊｊ

この建物は 、全 体 戸 数313戸 の 集 合

住宅で、近鉄古市検車区の一部跡地

を利用して計画されたものである 。

① 特徴あるイ主戸バリエ ー ション③ ボ

リューム感を押える 3 スケー J レメリ

ッ 卜をいかした強かな外備空間の創

出 等 を 設 計 テ ー ? と し た。建物は

6 棟に分節しており 、各々の棟にi立

ったコンセプトの住戸を計画し 、 ま

た、各様の高さ 、色彩を変えること

で、ボリューム感を押え 、スカイラ

インが遠景の二上 ・葛城・金剛の山

並みとデザイン的に融合されるもの

とした。 また 、敷地の北側は様4 な

樹木・草花を配し、広場や庭、公図、

遊 歩 道、水辺など 、水と緑に包まれ

たオープンスペースとし 、 そこに生

活動線を重複させることにより 、に

ぎわい 、潤いのある空間の演出を目

f旨した。
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2728  

2730 

2727 

2729  

2731  

2726 松 本 市 立 平 田 保 育園

設 計 . 倉橋英太郎建築設計事務所

施 工 : 松本工務庖

a. ｬ ｾ 町民 ｌ 松本市、 ｬＧ 川 以 Ｓ - 10  - 1  

b.  2，063. 00m'  

C. 707.39111 

cI .  609.09m'  

e. RC、 I F

I  平成 ｉｉ ｉ ド Ｓ ｊｉ ｾ 平 成 Ｑ Ｒ ＢＱ Ｇ 1  J  1  

凡例

a. I百Ii ・J由

b  般地而町i

2727 北 海 道 立北 方 四 島 交 流セ ン タ ー

( 愛称 二 ・ホ ー口 )

設 計 : 岡田新一 ・環境設備JV

施 工 : 葵 ・慶木 ・テラ ジマJ V/

渡辺 ・岩清水 ・高橋J V

a. ｾ ｴｩｴｬｩｪｩｈ ｬｬ 宅 ､ｩ 稲荷 ＱＱ Ｐ - 9  

b. 4，999.72m・

c. 1，605. 14m ( 本体)

cI .  2，666.83m (-1ド I{')

e. RC.  - g1ISRC  ( 本体)

[  平成 10"1' Ｗ ｊ ｊ ｾ 平成 ＱＱＢ ド Ｙ ｊｊ

C.  j.s築 liITll'l

d  延l本i節約

e  構造品t品!

i

 

o

 

-
-

2728 松 本市 内 団 体育 館

設 計 : 飯島建築設計事務所

施 工 : アルピコ建設

a. Ｑ 毛 型 ｦｾ ，｜ 松 本 ､ｩ Ｉｃ ｲＺＱ 刈 川 ＷＵＶＭ 1  

b.  3，891. 04m'  

c.  1，100.10，ザ

d. 960.60m'  

e. S、 I F

f.  平成 ｉｉ ｻ ｲ Ｕ ｊ ｊ ｾ 平 成 Ｑ Ｒ Ｂ ド Ｒ J J  

2729 朝 日新 聞北 九 州 工場

設 計 竹中工務庖 九州 一級建築士

事務所

施 工 竹中工務庖九州支庖

a. N，¥I判県北九州 市小 frrHI頁 t 向原 2

11 1  

b. 8，000.00m'  

c.  2，998.43m'  

d. 8，345.7lm'  

c. SRC、- ;11IRC、 4 F、P I F

f. Ｇ Ｑ ＧＺ Ｏ 北 Ｑ ＰＢＱ Ｚ Ｑ Ｒ ｊｊ ｾ 、 Ｑ Ｇ Ｏ 戊 Ｑ Ｒ Ｂ Ｑ ＧＭ 2  J  J  

2730 別 府 市 営 松 原住 宅

設 計 : 組合 法人別府市建築設計協

同組合

施 工・ 菅組三光建設工事共同企業

体

a. ) ( 分以)JIJ Ji :f rli 松J J ; OIl T 1  I時11J

b. 1，<I 23. 00m'  

C.  1. 001. 33m'  

d. 4、440.15m'

c. SRC、 RC、 7 F

[  平成 Ｑ Ｐ Ｂ ＱＧ Ｑ Ｒ ｊｊ ｾ 、ドＯ， ＩＨ Ｑ ＲＢ ド Ｒ J J  

2731 運 輸 省 第 三 港湾 建 設 局 神 戸 港湾

工 事 事務 所 新築

設 計 : 小田設計事務所

施 工 : 東洋建設 ・長柄建設共同企

業

a. J'<I')( Y.¥ plり;di 'i ' * 1ベ小型fi .則 If 7 1fi 

30り

b.  28.704.94 m'  

c. 1. 270.24m 

cI .  3，62797111'  

e.  RC、 3 F、 P卜I

｛ 、 ＱＧ Ｎ Ｏ 戊 Ｑ Ｐ Ｂ Ｑ Ｇ Ｑ Ｒ ｊｊ ｾ 、Ａと ｽ 戊 Ｑ ＲＢ ド Ｓ JJ 

11 
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ライ トの創作の秘密( その3) I  中景 の楽しみ

辻 正矩

文化人類学者のエドワード・ホールは、その著書 Iかくれた

次 元』の中で、ライトが建築家として成功したのは、「人聞が

さまざまな方法で空 間 を休 Ａ ｾｾｴ ることを知 って いたことにある 。

彼が設計した東京の帝国ホテルは、西殴人にとって自分が今、

異なる世界にいる のだということを、視党的に、筋感党的に、

そして ｦ ｱｾＡ 括的 に絶えず、思い起こさせてくれる 。 ｪ と述べている 。

この乙とを如実に示しているのが、 ;給水荘である 。

ピッツパーグから車で、 2 11寺問ほどの森の中にある乙の週早協は、

沌の上にカンティレバーで突き 出したテラスのダイナ ミックな

外観で‘ 有名で、あるが、こ れほど自然の材料を巧みに使った建築

を知らない。狭 い 玄関から 一歩 中に入ると、広びろとしたリビ

ングルームとそれに続くラウンジが見通せる 。 リビングルーム

の西側 には現地 建の砂岩でできた暖炉があり 、床にも同じ砂岩

が敷きつめられている 。

驚いたことに、暖炉の前の床には大きな岩が埋め込まれてい

るではないか。 しかし、それが埋められているのではなくて、

この建物が岩盤のよに建てられており、その一部が床上に誠出

していることを知ると、ライトの発想力のすごさに党l嘆させら

れる 。 その岩に肢を下ろすと、なにかしら自然に包みこまれる

ような気がした。原始人が洞窟の中で感じたものと同じ感J陥か

もしれな L 、。 大阪工業大学建築学科教慢

瀬戸大 橋

遠 松 展 弘

雨にi 1 立む瀬戸内海を鉄道で、J刷新した。 この日は全国的に大雨

で、名古屋、東海地 方で大きな被害がでていた。 いつもは青い

海も J3 も強い雨足のなかで白い霧に霞んだように見通しがまっ

たく 利 かず、そのせいか今更ながら列車騒音の大きさ、凄さに

気がついた。瀬戸大橋の騒音問題は開通当時マスコ ミを賑わせ

たがその後音沙汰なしとなって忘れていた。騒音源がなくなっ

たわけで、はなく、今も周辺住民の方々を悩ましているはずなの

だが、列車の采ー客として 、瀬戸内の美しい景色を愉しむことに

心を奪 われ、この問題を忘れていた。長色が見えず、楽しめな

かったが放にー大切なことに気がついた、つまり見えないが故に

見えたとも言 える 。列車の乗客として加害者の側 にいるとも言

えるのだが、 地球環境の問題でも見られるように私たちは知ら

ず知らず、の中に加害者のiJlI lに立っている。いつもなら楽しめる、

恩恵に被れると思っていたものが与えられなかった時、その向

こうにあった物も見えることがある 。気にはなったが何かが出

来る訳もなく、その日の天候のように、 何 となく穆々とする日

であった。

設計と 言 う仕事はすばらしい仕事だと信じているが時には知

ってか知らず、か加答者の側 に立っていることもある仕事である。

白戒せねばと言 い聞かせつつ、帰りの新幹線が全面不通にもか

かわらず新大阪まで運行していた「ひかり」に飛び乗ることが

でき、満員立mr ; の中コンパー トメ ン 卜席に座れた幸運に喜ぶ自

分の軽さに恥じ入る次第である 。 日建設計取締役大阪本社副代表

12 控震と社会 ・2000.10

富山 育 子

京音1Iの都心のIIIJ J i l l りを歩くときの祝党的な楽しみのひとつに、

通りの正面に見え隠れする遠景として 山の稜線、京都らしさを

印象づける近来としての III J家 建 築 に加 えて、通りの指椋となる

中j立をあげた L 、。

実は、 町並みの写真を整理するとき、どこを撮ったか混乱す

ることが度々ある 。 目印 になる 中景を一緒に写し込むと、これ

を|釣ぐだけでなく写真としてもカッコよくなる 。 目的が異なる

写: J ' 1にな ってしまうとお っ しゃる方には、前後に、位置を示す

一枚を柿人することをおすすめしたい。写真の構図の練習にも

なる 。

事秒IJ をあげると、御所の緑や門 、二条城の石垣や角嶋、本願

寺や東寺の門 、大屈服、; 熔などが代表的であるが、洋館、酒蔵、

洞、地蔵堂、 路路の門 など、通りを印象づける身近な魅力ある

長物 は多数見ら れる 。間報誌などから察すると、 111] 歩きの楽し

みはこれらを発見することにシフ卜しているように思われる 。

それも、持ち主や地域のみなさんが大切に育んでこられた賜

物であるので、節度をも って感性を磨いて- 等々こころ して，':1:' ，

会いたいものである 。

京都市都市計画局建築指導部審査課

テイル トア ップ工法

松岡 昭 吾

アメリカ、特に西海岸側 でおはコンク リー 卜・テイルトア ップ

と呼ばれる工法が大変普及しています。簡単に言 えば一階のコ

ンクリー卜床をまず仕上、それをベッドにして水平而でコンク

リー ト壁を打ち 、クレーンで持ち上げ( テイル卜ア ップ) 垂直

時にする工法です。

この工法はコンクリート打設のための型枠がいらないことや

配筋などの作業が全て床の上の水平面で出来るため作業性が良

く、足場が不安で安全なことなど多くの利 点、があります。一種

の現場PC工法ですが、 構造上の耐震壁にもなりますし工夫を

すれば結桝変化 に富んだコンクリー ト壁も作れます。従来はこ

の墜に稿用材の梁をかけ、ベニアの野地 板 を張っていましたが、

今はワシントン州 でフクロウ保諮のため森林伐採が規制され、

木材コストが高騰しているため、鉄骨梁とメタルデッキがそれ

に変わりつつあります。最 高12 mぐらいの壁を立てられますの

で、 Ｑ ＡＡ ｾｲ Ｎｩｬｬをすれば Ｓ 階建てま で可 能ですし、 工 期が 短くコス ト

も安いので、工業団地の工場や倉庫、ビジネスパークの低用事

務所のほとんどがこの工法で建設されています。

残念ながらこの工法はアメ リカのように広い敷地に低層の建

物を建てる場合に適しており、日本での採用は難しそうです。

鹿島建設側建築設計部長

建築の眼
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インターネットを第三次情報革命と H乎ぶことがある 。その論によれ

ば、 一次は言葉の発明、 二次は印刷技術だ。社会の急激な変化 とと

もに、建築を巡る状況も激変している 。 しかし、変化する時代だか

らこそ 、私たち建築に携わる 者が「時間」というものをどのように

主体的に捉え、どのように利用していくのかが、問われているので

という多岐にわたる指

特集企画担当 岩永速典/ 大氏正嗣/ 金田興烈/ 河野隆史/ 木下隆嗣/ 岸本一裁/ 佐治明志/ 園田|径一/ 悶辺太一 / 陶器浩一/ 松村和夫

はないだろうか 。今回の特集では、 111寺間」

標を取り上げたい。( 構造分科会)



総 論

構造と時間

金 多 潔

悠久の時を経てきた歴史的建築物は、そのすべてが構造体である

とい っても過言ではない。

建築には意匠デザインと建築設備が不可欠だが、デザイン ( 様式)

は時代によ って流行があり、建築設備は新陳代謝が著しい。一つの

建築物の内外装が替えられようとも、最後までその建物と運命を共

にするのは構造である 。構造に欠陥があ ったり 、弱点を生ずれば、

意匠や設備がいかに優秀で、あっても建築物にたちまち不具合を生じ、

短命に終わる 。建物が生き残るためには構造体が常に健全であらね

ばならず、人々はその創造と保全のために営々と努力を重ねてきた。

構造体の形式は時代の要求に応じ、用途や意匠、建築計画に合わ

せたものである。また、その地域の人口、経済、産業、交通、 宗教、

文化を背景とした社会の影響を受けて多様化している 。

古代の建築構造

世界四大文明の歴史は優に5∞0年を超える。メソポタミアでは人

類史上初めて農耕が行われ、人々が定住し生活を営む都市が出現し

た。ここは、チグ リス河、ユーフラテス河の流域に拡がる極めて平

坦な地域であるが、建築に用いられる良質な木材が少なく、初期に

は単に泥を練った練土が用いられた。次に採用されたのが、現在で

もなお使われている日乾燥瓦で、住宅から大きな構築物まで広く利

用され、さらに焼成煉瓦も使用されるようにな った。このように、

世界で最も古い建築は 「土の構造J であるといえよう 。

これに対して 「石の構造J は、エジプトのピラミ ッドの時代から

始ま った とされている。エジプトでも建築材料はもともと日乾煉瓦

であり、住宅などに多用されたが、モニユメンタルな建物、例えば

王墓や王宮などの大構築物は石造で建てられるようになり、石灰岩、

花尚岩、砂岩などが用いられた。緋造的には、柱を 立て梁を渡す

「まぐさ構造J が採用され、梁も石材なのでスパンが短く、柱の林

立する空間となっている 。

ナイルi可の河口付近、ギザにある第四王朝の三つのピラミ ッドは

最も著名であり、内部は石灰岩、表面の仕上げは白色石灰岩である。

巨大なヴォ リュームに比べて内部空間はすこぶる小さい。

パルテノン神殿と時間

古代エジプトの神殿建築の影響を受けつつ独自の歩みを始めたギ

リシャでは、東方のペルシャとの戦争に勝利を収め、政治的に安定

した頃、建築も絶頂期を迎え、アテネのアクロポリスにその具現し

た姿を見せた。パルテノンネ111殿 ( B C  5 世紀) はギリシャ人が永ら

く追い求めてきた建築美をようやく完成させた傑作で、あった。

この判l殿は大理石を建築材料とし、円筒形のブロ ック( 鼓胴) を

14 建築と社会 ・20∞10

パルテノン西正面

積み重ねて柱を造り、壁は直方体の大理石ブロックを積み上げてい

る。臥梁は、 芸術的なレリーフが施された大理石の短梁 ( まぐさ )

を柱聞に架け渡し、 天 井と小 屋 組に 巨大な 木組みを用いた 。 ｾ賞梨材

が石や木材であ ったから、大きな張聞をも った空間を創出すること

はできなかったが、荘厳で美 しい建築を造ることに成功している。

しかし、このパルテノン神殿も、これまでに火災、地震、改築、

転用、爆破など数々のアクシデントに遭遇した。

西暦267年、ヨ ーロッパの北部からギリシャに南下してきたヘル

リア族によ って神殿に火が放たれ、 天井の巨大な木組みが炎上落下

した。その際に内陣の壁と柱が高熱のために膨張、収縮した結果、

架構のひずみと大理石のひびわれが生じた。

また、 6世紀にはキリスト教徒によ ってサンタ ・マリア教会に改

造された。その際、側壁の上部に孔が若手たれ、 2連ア ーチ形の窓が

設けられた。* 側壁の大部分もこのとき取り壊された。創建以来、

しばしば発生した地震によって各部の大理石ブロ ックが欠けたり、

回転変形を起こしたことも 指摘されている。

1687年、オスマン ・トルコ 軍とベネチア箪の交戦の際には、ネI1I殿

の内陣に貯蔵されていた弾薬が爆倣され、ネI1I殿の中核部分を吹き飛

ばしてしま った。さらに、 1750年からアクロポリスを軍事用の砦と

して駐屯中のト lレコ軍が、地上に散在していたや1I殿の大理石ブロ ッ

クを小さく切断して砦の壁の修理に転用するなど大いに破壊し、ひ

どい廃嘘にしてしま った。

パルテノン神殿の修復

1820年代の独立戦争の勝利によ ってアク ロポリスは、長年のオス

マン ・トルコ帝国の支配からギリシャ人の手に戻り 、彼らは、祖先

が創ったパルテノン神殿が自分たちの精神の線幹をなすものと考え



て修復に踏み切った。

無惨な廃雄と化していたパルテノン神殿の修復のための第一歩と

して、ギリシャ王室評議会のメンバーで‘ あるドイツ人建築家が1834

年にアクロポリスを訪れ、遺跡の発掘と修復計画を策定した。そし

て、 ドイツ人考古学者らに よって 1842年から l 担4年にかけて行われ

た部分修理で大理石ブロックの接合部に問題があると指摘された。

大理石を繋ぎ止めている後などの鉄金物が錆びて膨張し石を破域し

ているというのである。

1894年の地震を契機に、 1898年から 1933年の1M] に大規模な修復工事

が 2 期にわたって行われた。その結果、パルテノン神殿は私たちに

親しみのある現在の姿にまで修復された。 しかし、この工事には反

省すべき点があった。 2 回の修復工事を担当した主任技術者は、鈷

の危険性について暫告を受けていたにもかかわらず、鎚に通常の鉄

を使い続けた。工場で大立生産されるおi しい鉄製品は、人々の手で

鍛錬して生産さ れていた古代の鉄製品に比べて、錆びる速度が温か

に速いため、この修復工事は満足すべき結果を得ることはなかった。

1981年 2 月のアテネ 7'1]を 震源地としたマグニチュード6.7の地震

による災害を契機として、抜本的なパルテノン神殿の修復が、ほか

のアクロポリス文化財の修復と併せてギリシャの国家的プロジ.エ ク

トとして、主として国家予算で1備われてきた。1983年か らは当時の

欧州共同体が加わって巨額な財政援助がなされた。

この修復の目的は、パルテノン布11殿の構造全体の保存、大理石表

面の保存、装飾彫刻の最大限の保護であり、過去の修復工事でなさ

れなかった大理石ブロ ックの鉄金物の取り替えとブロ ックが誤って

積まれたのを元の正しい位置に戻すことであ った。このようにして

神殿は25∞年前に創建されたときの姿を最も正しく想像できるよう

な形に修復された。鎚なとなの鉄製品はチタン合金に取り替えられた。

アーチ構造の時代

中央イタリアの先住民であるエトルリア人がイタリア半島に定住

したのは紀元前千年以前であるが、彼らは早くからアーチやヴオー

ル卜構造を建築に使用し、また城塞、橋梁、水道、寺院などに優れ

た構造的才能を示したといわれている。

ローマの建築はこのエトルリアのアーチ構造を発展させ、それに

ギリシャの 「まぐさ J 式構法のオーダーを加飢i したものである。ま

た、ローマの建築でもう 一つの工法的特色といえるのは、地中海東

部沿岸地から学んだとされるコンクリートを使用したことである。

このコンクリートは火山灰、石灰、砂、砂利を混ぜたものであ った

から、どこでも入手しやすく、広大なローマ帝国の領土の至る所で

工事を進めるのが非常に容易になった。その結果、ローマ建築がギ

コロセウム

リシャ建築と 著しく異なってきた点は、

(1) アーチ構造、ヴ オールト構造が発達して、建築が大規模になっ

た。

(2) 施工が容易なので、 ドームも広く用いられた。

Ｈ Ｓ Ｉ 壁 や天 ｾ Ｚ ｉ Ｚ の表面仕上げの方法が発展変化した 。 煉瓦下地にスタ

ッコの浮き彫りを施した り、美しい板石を張り付ける工法などが実

施された。

ローマ建築の代表作の一つであるコロセウム (Col osseum) は、

西暦 ＸＲ 年に竣工した桁円形平面の大闘技場であった 。 台 ｛ｊｾ された頃、

内部の構造体は凝灰岩とコンクリートだが、外装にトラパーチン、

内装に大理石を J! 占り、目を見張るほどの美しさであったという 。外

観は 4 層で、第 1 J冒にタスカン式、第 2層にイオニア式、第 3J 百に

コリント式のオー ダーを用い、 第 4 層には壁が巡らされ、コ リント

式の片葦柱がつけられ、 1張問おきに正方形の窓が設けられている。

また、この建築に初めて交叉ヴオ ールト (cross vault ) 椛造を用

いてその有利さをま[ [ ｾ、以後多くの建物に広く Ｉ Ｚ ｆｊ いられるようにな

った。

中世からルネ ッサンスのl時代に、コロセウムの緬体の石材が強奪

された。ローマ市内のヴエネチア宮殿や議員会館、 リペッタ門はコ

ロセウムから持ち出した石材を部分的に使って建設された。石材の

略奪は、 17叩年代に法王ベネデイクト 14世がそれを禁止するまで続

いた。

コロセウムは、 5 世紀から 19世紀に至るまで、ほぽ400年ないし

500年の間隔で発生した地震に よって大小の構造的被害を受け、そ

の都度、修理がなされたが、とくに19世紀の地震では外周部の連続

アーチに大きな破壊が生じ、梨構全体の安定性が危倶されたとの こ

とで、イタリア政府は1893
i
l
oから外周の壁の終端部に煉瓦壁を付加

して補修した。また、コロセウムの地下部分の考古学的発掘も開始

された。

コロセウムは比較的低地にあり、地盤があまり良好でないために、

遺構全体に不同沈下やひずみを生じている。近年、その傾向が著し

くなったので、現在、ローマ銀行からの資金援助も符て、合理的な

保存修復を行うための基本調査が行われている。

15  



ロマネスク建築かうゴシック建築へ

カール大帝の死後のカロリング帝国の分裂とノルマン人、スラブ

人、アラブ人など諸民族の侵入による混乱でヨーロ ッパが最も悲惨

な時期を迎えたのちに、地方の自治と独立の時代がやってくる 。紀

元千年を迎えた建築家たちの主な仕事は、荒廃した町や村を復興し、

磁波された教会堂を再建することだ‘ った。

ドイツ、フランス、イタリア、スペインなどという広い西ヨーロ

ッパ各国で、「至福千年j の思想のもと百花綴乱の ごとくに建てら

れたロマネスクの教会建築の構造は、古代ローマの石造建築の工法

を研究し、石材の優れた組積工法に多少の改良を加えたもので‘ あっ

た。

割石や煉瓦を積層に積み上げて、ずんぐりしたプロポーションの

分厚い壁に、上部がアーチの小さな窓や出入り口を聞け、柱や壁を

石造のアーチやヴオールトで連結した。側壁の天井は組積造ヴオ ー

ルト構造を採用した。十字型平面の教会堂では、クロスヴオールト

天井がよく用いられた。

また、ロマネスク建築の特色といわれるロンパルデイア帯は、刺

の出を支えるための小ア 一チが干帯背状に連な つたもので、構造美を醸

し出している。

教会建築は崇高な、天井の高い、そしてなるべく多くの信者を収

容できる広い空間を必要とする 。12世紀中期の北フランスは、かつ

て類例を見ないほとε の大聖堂建築熱に襲われていた。 ゴシ ック建築

は、この時代、パリを中心に形成された新しい建築様式であった。

ロマネスク教会が地方都市に発展し、その地の信者や巡礼者のた

めのもので、あったのと異なり、ゴシック寺院は人口密度の高い都会

における司教や教会幹部のための建築で、あった。

ゴシック建築で最も目立つ要素は、尖頭アーチ、リブ ・ヴオール

トおよびフライイング ・パットレスである。尖頭アーチは人々の視

線を上へ上へと誘導し、垂直性の強調に有効で、あるばかりでなく、

円弧で造られた半円ア ーチに比べると推力 ( 械に 聞こうとする力)

が小さいという構造力学的な利点をもっている。

リブ ・ヴオールトは、視線が辿り若くところを幽玄に優美に飾り

立てる構造要素である。そしてフライイング ・パットレスは、外側

からの突っかえ様のようにして身廊側壁を支える構造体である。

このフライイング・パットレスの採用によってステンド ・グラス

の大きな窓が可能になった。こうして、構造体そのものが美しいゴ

シック様式は、 12世紀後半から 16世紀の中頃まで長期間にわたって

ヨーロ ッパ諸国に広 まっていった。

16  

木構造と時間

古代西洋の建築物と対比される東洋建築とくに日本の歴史的建築

物は、木の建築であるといわれている 。わが国固有の風土から、古

来、建築用木材が豊富で、逆に、良質な大理石や砂岩に恵まれなか

ったために、針葉樹を材料とした柱 ・梁構造が発達していた。 7 世

紀頃から朝鮮半島を経由して、中国大陸の文化が輸入され、瓦屋根

や石造基壇をもった寺院建築が、それまでの日本建築の{11'll I' J に加わ

った。

わが国の木構造は、降雨、積雪、台風、地震など天然災害の多い

日本列島の自然条件にうまく対応するように、様々な工夫が加えら

れた。その結果、類似の構造でありながら、中国や朝mヰュ半島の建築

とはデザインを異にする点が多々認められる。

例えば建物外周の柱と 土壁をなるべく雨に濡らさないように配慮

して、屋棟の軒先の出( 寸法) を大きくしている。 7 、 8 世紀の飛

鳥、奈良時代の寺院建築の一つである法隆寺の金堂は上府、下層の

屋棋の垂木が屋根瓦や茸土の重量に耐えかねて携みを生じ、持ち出

しの大きい凹隅の部分では控え柱を挿入して垂下を防いだ。この控

え柱は金堂のデザインからいえば不要な存在であるから、構造の改

良がその後の工匠たちによって精力的に行われたであろう 。

薬師寺東塔 (730年) や唐招提寺金堂 (759年) になると、柱上の

組物に改良が加えられ、 ij ! l 先の丸桁( がんぎょう) を支えるのに柱

から斗( ます) と肘木( 片持ち梁) を 1段、 2段、 3段に延ばして

ゆく方法( 三手先) が定着し、斗の数が増して軒裏が賑やかになり、

尾垂木に反りが出来、支輸が設けられて軒裏の処理が巧妙になり 、

鬼斗が使用されて隅の組物に無理がなくなるなど、 一層整備された。

法隆寺西院金堂



鎌倉H寺代 (11世紀) に再建され、現存する東大寺南大門は、僧重

初、が新たに宋の建築様式の一派を輸入し、その構造様式で建設され

た 。 それは柱から直接持ち出される挿Ｉｊ ｾｊ 木に特色のある天竺様であ

る。また同H寺代に伝来した禅宗は、その教義と 一緒に宋の別の建築

様式をも伝えた。これを唐様と呼び、鎌倉の円覚寺舎利殿などに広

く使われている。

屋根の小屋組内に 「はねぎ」 と称する大きな部材を挿入して車f先

の垂下iif を小さくする方法や、柱の頂部を繋ぐ頭貰( かしらぬき ) 、

壁の中間に入れて柱同士を連結する内法貫 ( うちのりぬき ) など

柱 ・ 梁構造の構面の面内問 ｉｊ 性を向 上させる工夫も室 ＱＱ ＸＭＱ 時代 Ｈ ＱＴｾ 16 

世紀) 以降に次々と考案され、実用化されていった。

江戸時代に入ると桂離宮 (1620年着工) 、清水寺金堂 (1633年) 、

日光東照宮 (1635年) 、東寺 (教王護国寺) の五重塔 (1644年、高

さ約55.6 m) などの優れた建築が生まれるが、どの構造的手法を見

ても木の特色を十分に生かし、比類なく均衡のとれた美しい作品を

残しており、見事なものである。

城と館

いつの世ーにも戦争は絶えない。太古から音1I 族や民族の存亡を賭け

て、また時には宗教上の争いから戦火が拡がった。

戦争に備えて城が築かれる。城壁に固まれた減塞都市も多い。敵

の激しい攻撃から守る楯として、難攻不落の構築物が造られた。城

には居住空間もあり、小さな教会堂さえ設けられているが、建築の

目的上、構造が何よりも優先される。

しかし万里の長城や、ヨーロッパの古城、エーゲ海に浮かぶロ

ー ドス島の城塞、そして日本各地に今なお見られる江戸時代からの

城郭建築など、 i淡いに備えた建築物の姿は何とも美しい。

領主や貴族が支配した封建時代にも城や館が数多く建てられた。

例えばフランスのロワール川| の畔に点在するシャトーにも、力強い

構造の美意識が脈々と流れている。

古代から近世に至る長い l時期、 「建築家= 構造家」であり、現代

のような職能の分化はまだ無く、優れた建築家は同時に優れた構造

家でもあった。

産業革命時代の構造

人類の文明に鉄が出現して久しいが、手工業的に作られた鉄は建

築に関しては副次的な役目しか果たしてこなかった。

1820年代に産業革命が起こり、工業技術が進歩し、鉄やガラスが

大量生産されるようになり、建築に大きな影響をもたらした。1850

年頃から材料の強度を把握し、構造計算が始まったと思われる 。こ

の頃から構造専門の技師が出現する。

鉄はまず多くの橋や工場建築に使用された。その後、英国の水晶

宮( 1851年) やフランスのエ ッフェル塔 (1890年) が建設され、米

国では1854年に I 形断面の錬鉄を用いた鉄骨造のビル建築が建てら

れ、現代にまで続く高層建築の魁となった。

動力機関の発明により鉄道と自動車が普及し、エレベーターの発

明は建築物の高さを限りないものにしてゆく 。

ポルトランドセメントの特許は1824年に得られていたが、いわゆ

る鉄筋コンクリートの考案は1850年にフランスで始まり、わが国最

初の R C構造の建築物は、 l卯4年の佐世保ドックのポンプ室と機関

室であった。

「空白の時間」

本稿で言及してきた歴史的建築物には、明日音が感じられる 。齢

25∞年のギリシャの神殿は、その生涯で何度か他民族や異教徒の手

で破壊されて廃嘘と化した。やj I 殿にとって「空白の時間」での出来

事である。ローマ のコロセウムにも中世からルネッ サンスの時代に

「空白の時間j があった。一方、法灯の消えることがなかった法隆

寺金堂をはじめとする歴史的建築物は、火災に弱い木造であり、や

はり幾度の焼失による 「杢白の時間」を経験している。

*  

優れた建築を創るには建築主と建築家、工匠や職人たちの良き協

力体制が必要で、あるが、その建築が長寿を保ち、 一つの文化を形造

る役割を担うことが可能なためには、 一般市民の「その建物を残そ

うj という意志と支援が不可欠である。

私たちは、貴重な歴史的建築物に永遠の時を祈って、次の世代に

パトン・タッチしたいと思っている。必要な保存対策が適切な時機

に講じられるならば、これらの建築物の構造寿命は半永久的となり、

建築史、構造史上、極めて有用な知見と教訓を未来に向かつて発信

し続けることであろう 。

一方、私たちが生まれ育った20世紀、そしてこれからの近未来の

名建築も、永く保存 ・活用されることを望みたい。 また、環境保全

の立場からも私たちに身近なH百和 ・平成の建物に永い寿命を保たせ

fこし、。

悠久の時間の中で、日本の現代建築も、将来、世界的な歴史的建

築物のリストに数多く加えられることを夢見て、堂々たる構造美の

創造を期待している。

(かねた きよし京都大学名誉教授・工学博士)

t l ; ) 写t :o.' 片は、 『世界建築全集j ( 平凡社、 1961年) より引用。
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各論 l っかう時間

建物長寿命化の意義

樫 野 紀 元

建物の長寿命化は、今日避けては通れない課題である。建物を長

寿命化することにより、社会的にいろいろな効果が発生する 。建築

上の効果もある 。“ 風吹けば桶屋が儲かる" 的な話になるかもしれ

ないが、いくつか思いつくところを述べさせていただく 。

社会的な効果

これまで、住宅は2 5 - 4 0年で、オフィスビルは大体 35 年で解体

されてきた。建物解体事由の調査 (者11市部) に よれば、立地上の問

題、オ ーナーの都合や使い勝手の問題、| 銀! 腐化などで壊されること

が多く、材料 ・音11材の老朽化により解体されたものは、全体からす

ればごく少数である (1社会資本総プロ J ) 。戦後復興期から経済の

高度成長期にかけて、建てては壊しの繰り返しが行われていた こと

は否めない。

図 1 は、最近の統計を基にした、住宅スト ック更新周期の国| 努比

較を示すものである 。 日本の場合、欧米諸国に比べてその周期が非

常に短いことがわかる。

イギリス ( 91 年) 困

アメリ力 ( 91 年) 困

フランス ( 90年) 岡

ド イ ツ ( 87年) 圃一一一一一一

日 本 ( 93年) 凶・・・・・3 0

o  5 0  

注) ・出典総務庁調査

86 

7 9  

96 

100 

141 

150 

年

Annual  Bull etin of Housing and Bui ldi ng for  Europe ( 国連)

図 1 住宅スト ック更新周期の国際比較*

経済の低成長路線が継続し、少子化・ 高齢化が進むと、生産性の

低下、購買力の低下、投資余力の減退傾向がより顕著になり、建設

投資額の縮小が見られるようになることは論を待たない。建物の長

寿命化は、こうした傾向下では必然であろう 。

既存の建物に対する維持保全業務や、新築n寺にあらかじめ維持保

全や改修を容易とした設計とする例は、今後大幅に増加するものと

思われる。大学や高専などにおける建築教育の中で、維持保全にか

かわる講義や実習が広く行われよう 。 こうした中にあ って、人々の

物を長く大切に使おうという気質や感性が、かつてのように培われ

るものと思われる。

何よ りも大きな社会的効果は、環境保全とのかかわりに関するも

のであろう 。資源の枯渇化や砂漠化が進み、 二酸化炭素の排出立が

増大して温暖化が進むなど、地球環境問題はますます深刻化してい

る。大気や河川 ・海水汚濁が進み、大量に発生する廃棄物の処理に

苦慮するなど、いろいろなレベルで環境改善への取り組みが急務と

されている。

18  建築と社会 ・20∞10

建物をつくる際には、使用する材料 ・部材の製造と合わせて膨大

な資源 ・エネルギーを消費する 。建物の解体時には、大量の廃棄物

が発生する。

表 1は、資源利用量、廃棄物量に占める建設産業の割合を示すも

のである。 これによれば、総資源量の約半分を建設分野で消費して

いる 。他方、廃棄物最終処分量の44%が建設分野からである。不法

投棄i止においては、実に約叩% が建設分野からである。

表 1 資源利用量、廃棄物量に占める建設産業の割合・

資源利用品

廃業物i E

不法般棄E- -

全産業 建設産業 lll iJ 合

241:怠 '〆 111忍ト J 46% 

4{怠トン
0.821:忌 ~ 21%  

3.11意トJ

0.45f:巴~ 15%  

0.84f !j'  ， 0.37f; i! :ん 44%  

39万ト〆 34万 トン 87% 

注) ・，' l l 典。建設省、環境庁、厚生省調査

“ 不法t金書Eiii は平成 5 - 7 年度における年平均値

1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年

・ 木 造 ロ 非 木 造

注Ｉ・ ， ｾ Ｚ ｈ 典解体 リサイクル ｉ ｬ ｩｉｊｊ ｾ研究 会報告 Ｑ 鈎 Ｙ

図 2 建物解体による廃棄物発生量の将来予測 ( ，都 8 県) .  

図 2 は、首都圏を中心としたエリアにおける建物解体に伴って排

出される廃棄物量の予測である 。 ここでは、 5 年後に廃棄物量が今

日の約1 . 5倍に至ると計辞されている。以降、増加の傾向であること

が予iJ! lj されている。

今日、 H百和40年代の建物が更新期にある。建設廃棄物のリサイク

ル率は低く、現在のところ約40%である。 これまでのように解体を

続けると、 この一両年で最終処分場が飽和状態になると言われてい

る。

建物の長寿命化は、こうした問題を解決する上で大きな柱になる

ものと位置づけられよう 。税法をはじめ関連する制度を見直すきっ

かけにもなろう 。

一つの試算であるが、建物の寿命を 100年とすることによ って、



資源消費量を約20- 40%削減で、き、建物ライフサイクル全般におけ

る二酸化炭素初出量を約10%削減できるとのことである。建物その

ものの更新周期が長くなることにより、当然のことながら、廃棄物

の発生を大幅に抑IlllJ できる。言い換えれば、建物そのものが資源、の

備蓄ということになる。

さて、建物の長寿命化は、建物の中古市場を拡大する。優良な賃

貸物件が増加すれば、移り住みの自由度はますます高まるであろう 。

子どもがいる問は大きな家に住み、夫婦二人になったら小さな家に

住むなど、世帯に合った住宅への移り住みもより広く行われるよう

になると思われる 。住宅を幾度も替えているうちに、 一般ユーザー

の建物に対する知識は、あたかも家電製品や車の性能に通じるよう

に豊富になるであろう 。

そして、ユーザーニーズがより確かなものになれば、供給者はそ

れに対応する建物を供給するよう努めるようになる 。不誠実な業者

は淘汰される 。建物の質が向上し、それを J構成する材料 ・吉11材の品

質が向上すれば、総じて、建築部門における国際競争力も増すであ

ろう 。

建築上の効果

柱や梁、耐力壁など建物の躯体骨組み (スケルトン、サポート )

を長期間メンテナンスフリーとし得るくらい高耐久にっくり 、内外

装や間仕切り、建具、設備機器類 (インフィル) を適宜更新する仕

組み ( S 1建築、オープンビ Jレデ ィング) は、建物を長寿命化する

ための一つの基本である 。

インフィルとして用いる材料 ・音11材の部品化が広く行われてい

る。材料 ・部材の部品化は、施工の程度に左右されない一定の品質

の碍保、設計 ・施工の合理化、 リノ ベーション (改善改修) 工事の

容易化、建設コストの削減、災害時における短期復興、市場の国際

化などに資すると考えられる 。

建物の長寿命化は、これらに関連する技術の開発を促進する効果

表 2 長寿命の建物をつ くるための検討項目 e

・建物のスケール計画・.

(敷地に対する建築物の配世計画、建築物の荷積 |精高などの設定)

. ill 物のス ペース 計画“

(平而計画における居室、 通路 ・サニタリィ、設備機器類 ・その他のレイアウト)

・使川材料 自11材の部品化 H ・

( リサイクルやリース 化を容易とする部材の導入、ジ ョイン卜部の単純

化、ユニバーサル型のインターフェイスの導入)

注) Ｎ ｬｈ￟ｾ＠ :舵' Il f紀元 「初学者のための建築材料入|叶」鹿島 /l' ，}仮会

日CIBW70などで定義づけがなされ、今日広く使われている用語。

設備機昔1i !I'J iの更新のための搬出入空間を惟保 しておくこと、 PS ピットの

スペースに余怖をもたせること、消綿 ・点検のためのスペースを卜分に設

けることなども合まれる。

H ・ill 呉ー配管の1圭も含めて、モテ・ュラーコーディネーションが課題。

表 3 建物の長寿命化を考える上で必要な検討項目

個の安定

「技」

生理 - 行動 感性・気質“

他への配階、

「志J

義 務 協 力

〈シェ j レター 〉 〈インキュベーター・・・) :  <ニューマレイタ_ . . . . )  

- 耐久性 ・機能性好感性… ・ !  - 景観性

・快適性・安全性・高齢者対応 ・親地球・環境性

ノ、ードからハートへ ノ、ートからハードへ

(社嘆の性能・機能を個々 人が享受) (j国々 人と建築がGi ve&百 keの関係)

「居は気をうっすJ :  r衣食足って礼節を知る」

〈人絡の陶冶) :  <世界に貢献〉

注) ・出典 ー鹿野紀元 「快適すまいの感性学J ｾ国社

・・感性 まわりの刺激に応じた感受性、感覚に伴う感情 欲望

気質一後天的に生じる感情傾向

日・原立は培養告書、。 ｾｩ 卵器をいう 。 ここでは“精神の酒義Ｂの怠で用いている 。

“ 原意は、分子、計算する人を t 寸。ここでは自然・環境( 分母) の中のー

建築( 分子) の怠で用いている。

・・・・・心のやすらぎ性、心のさ さえ性、心のゆとり性などを指す言葉として設定。

( 詳細は「快適すまいの感性学J ( 彩国社) を参照)

があると思われる。

建物の使い勝手が悪い、陳腐化したとい う理由で解体される例が

多いが、建築機能をいつの時代においても享受できる造りとするた

めには、 言い換えれば、リノベーションを容易とした造りとするた

めには、建物のスペース計画やスケ ール計画を、ある程度余裕を持

って行う ことが基本である (i 初学者のための建築材料入門」鹿島

出版会)。 この要点を表 2 に示す。

基本設計の段階で長寿命化について考える こと( 表 3 ) は、こう

したことについて検討するきっかけになろう 。また、建物のライフ

サイクルマネージメントや、土地を含めた不動産マネ ージメントに

関する考察のきっかけになろう 。

建物の長寿命化は、 あらためて、建築とは何か、どこにその価値

を見いだすか、その「原点」について考えるきっかけを与えるもの

と思われる。それらは、建てては壊しを繰り返していた聞に失われ

たものである。

( かしの のりもと 建設省建築研究所第二研究部部長、工学博士)
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各論 l っかう時間

丸ビルに引き継がれてきた時間

稲 田 達 夫

平成 7 年 1 月17日に起こった阪和11 . 淡路大震災が契機となって、

旧丸ビルの耐震診断調査が行われたが、その結果は、近い将来起こ

るであろう東京大地震には到底耐えることはできないというもので

あった。耐震性を高める補強方、法が種々検討されたが、いずれも建

物の機能を著しく損ない、事業用ビルとしては使いものにはならな

いとの判断から、ついに平成 9年、旧丸ピルは取り壊されることと

なった。

ここでは、取り壊しに際して行われた I1日丸ピルの技術調査 けJ

の結果を踏 まえ、旧丸ビルの生涯 と、わが国の建築構造の歴史の一

端を振り返る。

着工から取り壊しまで

旧丸ビルの着工は大正 9 年 7 月、意匠設計は三菱合資会社技師長

の桜井小太郎で、構造設計は施工を担当した米国のフラ一社で、あっ

た。契約工期は30ヵ月であり 、何事もなければ大正11年秋には竣工

するはずで、あったが、大正11年 4 月26日、浦賀水道付近を震源とす

る大きな地震 ( MＶＮＸＩ が東京を襲い、旧丸ビルは ＱｾＵ 階の内外

壁に大きな亀裂が生じるという被害を受けた。

当初の旧丸ビルの構造形式は、地下及び l 階の鉄骨柱は鉄筋 コン

クリートで包むが、 2 階以上は鉄骨柱を煉瓦で包む鉄骨煉瓦造と称

する純ラーメンの構造形式であった。地震の被害を目の当たりにし

て不安を抱いた三菱の技術| 尊は、この機会を捉えて大幅な耐震補強

を笑施した 。 その主な内容は、 ① Ｑ ｾＵ 階 外柱の内側半分を鉄筋コ

ンク リートで覆う、 ② 2 ｾ＠ 71浩の内柱を鉄筋コンクリートで包む、

① 1  ｾ＠ 5 階の内柱の柱頭に鉄筋 コンクリートの持ち送りを付ける、

④ Ｑ ｾＸ 階にアングルまたは 丸鋼のブレースを新設する、というも

のであった。この補強により旧丸ピルの耐震性は大 111高に向上し、結

果として翌年起こる関東大震災で倒壊を免れることになる。

大正12年 2 月20日、 旧丸 ビルは予定より数ヵ月遅れで竣工した。

この巨大なピルの出現はたちまち日本中の評判となり、 旧丸ビルは

新たな観光名所として名を馳せることになった。

ところが、半年後の同年 9 月 1 日に東京を襲った関東大震災 ( M

7.9 ) により、旧丸ビ lレはまたしても大きな被害を受けた。外壁に

は大きな亀裂が走り、浦賀沖地震で増設したブレースの多くは破断

あるいは座屈を起こし、内壁が各所で崩落した。

復旧及ひ、補強設計は三菱の技術陣により直ちに着手されたが、そ

の主な内容は、 ①座屈 ・破断したブレースを取り替える、 ①外壁面

の煉瓦、鉄筋 コンクリートをすべて取 り去り 、新たに鉄筋コンク リ

ー卜で剛強なベアリン グウオールを構築する、 ①鉄筋コンクリ ート

の耐震壁を新設する、 ④ Ｑ ｾＸ 階の内柱を鉄筋コンクリ ートで包む、
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というものであった。復旧 ・補強工事は、フラーを排し、大阪の大

林組が担当した。

その後、昭和30年代後半に耐震壁が一部撤去され、それを補完す

る形で鉄骨ア ーチの補強が施される 。また昭和印年代に入って、耐

震性確保のため、 一部H型鋼に よるブレース補強が施されるが、阪

干111 . 淡路大震災を契機についに解体に至るのは冒頭で述べた通りで

ある。

以上が、 「旧丸ビル技術調査報告」で述べられている 、旧丸 ピル

の着工から取り壊しまでの顛末である。

丸ビルの耐震設計と柔剛論争

旧丸 ピ、ルの当初の構造は上述したように、鉄骨

ものであつた。この構造は米国の東海岸でで、発達 した方法で、すでに

大正 2 年にこの構造により高さ 234mの超高層ビルが建てられるな

ど、マンハッタンはすでに高層ビルが林立しており、当時の米国の

鉄骨'造の建設技術の成熟は目を見張るものがあった。

さて、 このような米図式の構造を、わが国の当時の構造技術者た

ちは必ずしも盲目的に受け入れていたわけではない。丸ビルの構造

について、 三菱合資地所部にいた山下寿郎が以下のように回顧 2) し

ている。

「丸ビルがわが国事務所建築として、従来その比を見ないほどの

巨大な各階床面積を持つものである ところか ら、 地震動に よる建物

各部位の振動が一様ではあり得ない ことを憂慮して、 当時の京都大

学日 比忠彦の地震動による建物各部位の応力計算法を適用 して演算

を試みた。採用した震度は0.15で、 これによって生じた応力が鉄骨

格造の破壊強度に達するも 止むを得ないという仮定のもとに、試算

して得た数値に基づく構造図を 、詳細図に作成、さらに試算の要領

書を添えてフラーのニ ューヨー ク本社に交渉におもむく桜井技師長

に、アメ リカ似1) に提示されるよう手配したが、こ の説明書と詳細l図

とは、ついにアメリカ側に示される こと はなかった」。

また、同時代の代表的な耐震工学者である内藤多仲は当時の風潮

について、以下のように回顧 3) している。

「第 l 次世界大戦で漁夫の利を占めた日本は非常な好景気を 11手ん

だが、 ドイツを敵にしたためヨ ーロッパとの交易が とまり、その余

波からアメリカとの交易が盛んになって、アメリカ 一辺倒の傾向が

強まったといえよう 。建築界もその例にもれず、日本の技術は遅れ

ているということから、丸ピル、郵船ピ Jレ、日石ビルをはじめ多く

の建築を相次いでアメ リカに注文した。いずれも設計、施工ともに

完全なアメ リカまかせで、 ジョ ージ ・フラ 一会社などが進出してア

メリカ人のセールス ・エン ジ、ニアが活躍し、アメリカ式建築が一世



を風腕した観があったのである。私も丸ビルの工事現場をよく見に

行ったが、 (省略) 鉄骨を組んで、あれよあれよといううちに 2 階、

3 階と建っていく 。その速さはまるで手品のようであった。いわば

速さと経済と簡単さをモ ッ トーにしたもので、注文した側はそれみ

ろ、アメリカに頼めばざっとこのとおりと必高々で、ああいうふう

にしなければいかんというのが当時の風潮というか常識になってし

まった。 こうしたアメリカ 万能の空気の中で、私は大正10年から 11

年にかけて日本興業銀行、歌舞伎座の構造設計をした。これがどル

らしいビルを作った初めである 。私は設計に当たって全面的に自分

の方式を主張したが、なかなか容れられず、結局アメリカ式と半々

で、妥協したが、 I耐震壁をいれる j ことと I鉄骨のまわりは必ずコ

ンクリ ー トで包むj ことを絶対条件とした」。

以上、山下と内藤の回顧を見ると、当時すでに実践経験を十分に

積んだアメリカ式建築に対し、不足する経験を自らの信じる理論で

補うことにより 立ち 向かう、 当時の第一線の日本人構造技術者の姿

が、まざまざと目に浮かぶのである。

しかし、大正12年に発生した関東地震は、 これらアメリカ式建築

の弱点をさらけ出す こと になる 。旧丸 ビルも、致命的な被害は免れ

たものの、多くのブレースが破断 ・座屈するなど、被害は甚大で、あ

った。 一方、 内藤多仰の設計した日本興業銀行、歌舞伎座等は被害

は軽微であり、耐 震壁を適切に設置した剛構造の優位性が浮き彫り

にされたのである 。その後、関東地震を契機として持ち上がった

「柔剛論争」では、 内藤らの主張する適 切に耐震壁等を設置した剛

な構造が多くの建築技術者の支持を集め、長くわが国の耐震建築の

主流となった。その底流には第 l 次大戦後、一世ーを風鹿したアメリ

カ式建築に対する批判精神があったことは間違いないだろう 。

旧丸ビル建設かう今日までの時間の意昧

さて、私に与えられたテ ーマは、「社会的要請からみた建築の持

つ時間J ということであった。 ここ では旧丸ビル建設から今日まで

の時間の推移の意味について考察を試みる。

この80年の社会の変化を象徴する統計資料として、鋼材の生産量

の推移，) がある。図 1は、 1901年から 1933年までの鋼材の生産量の

推移を表したグラフである 。丸ピルが竣工した大正12年 (1923年)

は、鋼材の囲内生産量が75万トン、第 l 次大戦以降の好景気も追い

風となって、大変に活気のある時代で・あったはずである。関東地震

がなければ、当時すでに高層ビルが林立していたマンハッタンに対

抗して、超高層ビルの建設に挑戦する気運も高まっていたかもしれ

ない。

わが国が超高層ビルの建設に本格的に取り組むのは、鋼材の生産

ton 

3. 000. 000 
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図 1 戦前の鋼材の生産量の推移

量が大正l時代の40倍の3∞0万トンに達した19印年代に入ってからで

ある。極厚の H型鋼の生産ラインが整備され、本格的な超高層ビル

の巨大な刺l力を支える柱部材の供給が容易に行われるようになった

ことが、引き 金になったと思われる 。 しかし、米国の H型鋼を模し

て始まった超高層の柱形式は、l時を経ずして B O X コラムへと変貌

する。製作手間、溶接の*lf 度は捕すが、平面 2方向の剛性 ・強度の

確保を重視した、わが国の外国技術の批判的摂取と独自技術への こ

だわりの伝統が、ここでも頭をf室げることになる。

現在の鋼材の生産量は年 l 億トンであり、 旧丸ビルが竣工した大

正12年当H寺の約130倍に 当たる 。それに伴う 仰i値観の変化は計り知

れず、結果としてオフィスへの機能的要求も大きな変貌を遂げたと

思われる 。 しかしその問、変わらなか ったものもある 。「速さと経

済と簡単さ 」に押し流されることなく理論に対する忠実性を重んじ

る、外国技術の批判的摂取と独自技術へのこだわりの伝統である。

建物の生涯は長く、その聞には社会の価値観は大きく変化する 。

しかしその底流には、過去から変わらずに脈々と引き継がれてきた

精神がある。鉄骨の構造技術はそのような精神を背景として培われ

てきたものであり 、組織化された生産施設と高度な熟練技術を要し、

その構築には長い年月が必要である 。 また、それがいったん失われ

たら再構築することはほとんど不可能である。「旧丸ピルの技術調

査」に携わる中で私が得た ことは、構造技術の歴史の根底を貰くそ

のような技術の蓄積の重みと、それを培う批判精神の重要性で、あっ

た。

新しい丸ビ lレはいよいよ鉄骨が建ち始め、その全貌を表すのも間

もなくである。

参考文献

1  ) 三菱地所編・メLノ内ピルヂング技術調査報告書、 1998年
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4 ) 鉄鋼統計委員会編. 資料 日本の鉄鋼統計I∞年、船日本鉄鋼連盟、 am調材倶

楽部、 1973年

( ¥、なだ たつお 三菱地所株式会社丸の内設計部、工学博士)
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各論 1 っか う時間

住宅の長寿命化に向けて

小椎八重 猛

住宅の長寿命化への動き

工業化住宅がこの 111: に登場して40年になるが、その問、技術開発

の動きは、大量生産や外観 . 1M] 取りの多様化など時代の要請に合わ

せて、いく つかの波を形づ くってきた。

その中で近年「住宅の長寿命化j というテーマが大きな流れにな

ってきている。 日本の住宅の平均寿命は26年と 言われ、 30年も経た

ないうちに建て替えられる場合が多い。さらに、中古住宅市場ーでは

ＱＰ ｾ ＱＵ 年経過した住 宅 の値打ちは限りなくゼロに近く、その住宅の

価値は土地の仰i値で、決まるというようなことも起こ っている 。その

ような中で、解体後に出される廃棄ー物をはじめとする地球環境への

影響や資初、の有効利用という背景 もあ って、いくつかのメーカーに

おいては長寿命住宅を標務した住宅が販売され、いつまで、も永く住

み続けても らえる住宅、古くな っても住宅としての価値を失わない

住宅を目指して技術開発が行われている。

何年持っかかう何年持たせたいかへ

100 ハウスは何年持つの ? ｊ とよ く 聞かれる 。 Ｕ ｾ Ｖ 年前なら

「建築され る場所の環境によ って違いますし、 一概には言えませ

ん。 x x 王|三ぐらいじ ゃないでしょうかj と答えるのが正解に近い対

応であ った。遠い先の話には責任が持てないし、その住宅がどのよ

うに劣化するか予測がつかなかったからである 。

しかし今は、 「海岸地など特別な環境を除いてムム年持つように

設計されています」と答えるようにしている 。 ここ数年の聞に、耐

久性に関する知見の集約が進み、住宅の耐用年数に対する考え方が

かなり 具体的になり、 「耐用設計」という考え方が』在立してきたから

である 。その住宅を取り巻く自然環境や使われ方 (手入れの仕方)

などによる成り行きの結果として何年持っかではなく、何年持つ住

宅にしたいか、そしてそのためにはどのように材料を選択し、どの

ように手入れをするかを意図して、防錆設計や防腐設計ができる時

代にな ったのである。

長寿命住宅への取り組み:C.H.S

住宅の耐用性向上への取り組みはずいぶん古くから行われてい

た。なかでも 「センチ ュリー ・ハウジング ・シス テム= C. H. S Jが建

設省・通産省の共同プロジ、エ クトの成果として提唱されたのは15年

ぐらい前になる。名前のとおり 「一世紀にわた って使用に耐えうる

住宅を 実現する仕組み」づ くりという 意味合いを有し、その狙いは

「より長期にわた って快適な居住に耐えうる住宅の設計手法の開発」

にあ った。
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f へ ( ハ
C.H.S. 6つのルール

1  可愛性のlレ lレ

2 寸法のルール

3 接続のj レール

4 独立分離のj レール

5 耐久性ランク分けのルール

6 保守点検のルーj レ

センチュ リーハウジング認定事業 I-IPより

C.H.S住宅は可変性のルールや寸」法のルールなど 6つのルール

によ ってつ くられる。当時は、マンションなど大型の共同住宅に l刻

しては耐久性に関する技術開発や S 1  的な考え方がある程度確立 し

つつあ ったが、 戸建住宅については情報も少なく 、また技術的な対

応も難しく、それ以上に長寿命化の必要性についてもそれほど認識

されていなかったように思う 。そのため 6つのルールの具体化への

手法等についても確立さ れたものはなく、 C.H.Sの中身も 長寿命住

宅に閲するシステム づく りや考え方の整理に重点がおかれ、 実際に

長寿命住宅を普及させるところまでは到達 していなかった。

しかし、そのような状況においても、住宅を構成する 要 素 ( 部品

群) を適切に分割し、各部品群ごとに適切な耐用年数を設定する耐

久性ランク分けのルー lレ(C.H. S耐用年数基準) は現在においても、

耐用設計を行う上で拠りどころになるひとつの基準として強く 意識

されている。

住宅の長寿命化へのポイン卜

住宅の長寿命化を考える上で重要なポイントとなるのは、 「耐用

設計+ 住まい手の意識改革」ということである。住宅の耐用年数を決

定する要因としては、 「物理的耐用年数」 と「社会的 (機能的) 耐用

年数」がある 。「物理的耐用年数」 とは、住宅を構成する音1¥材群の耐

久性から決定される要因で、部材の劣化により構造的あるいは美観

的に必要とする '性能を失っ た状態のことである 。一方、「社会的耐

用年数」とは、 家族構成や家族の身体的条件、あるいは生活様式の

変化などから快適な生活を送ることができなくな った状態や、設備

や性能 (断熱性能や遮音性能など) の陳腐化により快適性を 失い、

社会的にも無駄なランニングコストを必要 とするなど、時代遅れに

なった状態を言 う。

この二つの切り口か ら、住宅の長寿命化に必要な条件を見つける

ことができる 。特に、物理的耐用年数を長いものにするためには、

住宅を構成する個 々の部材の必要耐用年数を見つけ出すことが重要



になってくる 。そのためには次の三つの視点から部材の耐用年数を

設定していくことが手がかりになる 。

①長い耐用年数を必要とする部分 (完成後に見えなくなる部分)

と耐用年数が短くてもよい部分の整理 ・分類

c mft 持管理のための補修 (メンテナンス) がしやすい部分 と、し

にくい部分の整理! ・分類

①適切な耐用年数を有する材料が、適切なコストで、 必要な時期

に入手できるか否かの整理 ・分類

苦闘の長寿命化

住宅の寿命は、長期にわた って住宅を支える躯体の構造的な耐周

年数で決ま ってしまうところがある 。 しかも、 一般的に構造獅体は

外壁や内壁仕上げに覆われており、そのままでは見ること のできな

いものである。 したがって劣化の状況もわからないし、メンテナン

スのしょうもない。そこで、住宅の長寿命化のためには、構造(j[面体

はメンテナンスなしで十分な長寿命を有するように設計されるべき

である。たとえば、あるメーカ ーの軽量鉄骨造住宅の場合には、錆

に弱いという欠点を補うために亜鉛め っきにカチオン電着塗装など

住宅の長寿命化にとって何が必要か

メンテナンスを考えた住宅

= 部材別耐周年数+ 長期修繕計画

Ex 構造躯体の耐周年数 [ 60型]

注Ｉこの長 ｊｕｉ 修綿 ｊ ｉ Ｇｾ ｬｩｪ は、イ メ ージ ｬ ス ｼ であり、実際とは述っている Ｎ
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防錆塗装をしっかりと行うことによって長期にわたる耐久性を確保

している 。さいわい、このような鉄骨構造躯体の耐用年数について

は建設大臣官房技術調査室監修の 「鉄骨造建築物の耐久性向上技術」

の中に計算方法が示されており、 必要な耐用年数に合わせて防錆仕

様を選択することも可能になった。この場合の構造躯体のIDi 1用年数

を ｃ Ｎ ｈ Ｎ ｓ の ｩ 耐用 年数基準の区分 で見ると ＱＶ Ｐ 型 ＨＵＰｾ 100年の耐用

年数を有する )J に設定される こと になる。

住宅にとって防水機能は、雨露を防ぐという住宅本来の目的から

言って、構造的強度の次に重要で、ある。防水機能の劣化は、構造躯

体の材料はもちろん、仕上げ材ーなど各部位に使用されている材料に

も腐食や腐れなどの悪影響を与え、住宅の寿命を低下させる要因と

もなる。一般的に、防水機能は屋根や外壁に求められることが多く、

最も外部に位置するものであり、厳しい自然環境に| 爆されると ころ

でもある。 しかも、メンテナンスなしで長期にわたって変化 しない

防水性能を有するような材料は、存在しないと 言っ てもよい。そこ

で、防水機能の維持については、劣化診断と取り替え補修が欠かせ

ない。あるメーカーの場合、入居後数年を経た時期に劣化診断を行

い、劣化状況を把握し、場合によ っては打ち替えや張り替えな どの

処置を行うことを住まい手にアドバイスしている 。このような理由

により、防水機能の耐周年数を C . H.  S の区分にあてはめると

130型j に設定され、住宅の生涯に一度だけ造り替えら れることに

なる。

外壁は住宅の美観を維持し、構造躯体を自然環境から保護する上

で、重要な役割を演じる。 どのような建物であれ、外壁を構成する

基材は塗装によって守られている 。 したがって、適切な時期に維持

管理のための塗装を計画的に行うことは、住宅の性能を維持する上

で重要である。昨今で、は塗JJ真の耐候性についてのま11識や情報もずい

ぶんと蓄積され、あらかじめメンテナンスに関する情報や費用を提

示することも可能になってきた。あるメ ーカーでは外壁塗装の耐用

年数を 115型J に設定し、設計i時点で住まい手にその旨を説明して

いる。

住まし1手の意識改革

住宅の長寿命化にあたっては、住まい手が住宅の維持管理の重要

性を認識し、維持管理のための行動を起 こすことが非常に大事であ

る。

工業化住宅の発展に伴う住宅供給システムの合理化、住宅の商品

化、 技術の発展に伴う各種の材料の登場などにより、旧来の日本住

宅ではあたりまえであった「手入れ」の感覚が希薄になったように

感じられる 。 もちろん、外壁材料や内装材料などに木質以外の各種
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材料が使用され、 手入れが非常に難しく、 専門知識を要する作業に

なってきたことは否めない。 また、設計H寺点で 「手入れの必要性」

というわずらわしい作業についてはほとんど無視した状態で、打ち

合わせが行われる こと もまれではない。

しかし、より長期にわたって快適な居住を維持するためには、手

入れをはじめとする補修や取り替えなどのメンテナンスが不可欠で、

ある 。そのために、あるメーカ ーでは建物の引き渡し時点で「住ま

いのしおり」など手入れのマニュアルを渡すほか、引き渡し後も長

期間にわたる住宅診断やアドバイスなどを通じて、メンテナンスに

関する住まい手の意識や関心を高めてもらうような仕掛けを行って

いる。 さらに、別のメ ーカーでは「長期修繕計画」やライフサイク

ルコスト (住宅の新築から補修、取り替え、解体までに要する費用

の総合計) を設計時点で提示しながら、安くて寿命の短い住宅を建

てるより、高くても寿命の長い住宅を建てるほうがト ータルのコス

トでは結果的に安くなることを説明し、住まい手にメンテナンスの

必要性、 長寿命住宅のメリッ 卜などを理解してもらう試みを行 って

いる。

社会的耐周年数と腕環境

住宅の長寿命化にとって、前述した社会的耐用年数という視点で

の対応も欠かせない。そのためには、多様に変化する家族柄成やラ

イフステージ、ライフスタイルに合わせる ことができる可変性や柔

軟性を持たせること、家族の身体機能低下に備えるためのバリアフ

リー化などが不可欠である 。さらに、設備の更新やメンテナンスの

ための取り替えやすさなどについて考癒する 必要がある 。 また、設

備や断熱性能などを時代に合 った適 切なものに切り替えることは、

地球環境や社会に与える負荷を小さくすることでもあり、住まい手

にとって [いつも今が快適] と 言える住宅は、地球にとっても [快

適な住宅] になりうる。

長く住み続けたくなる住宅を目指して

さて、住宅の長寿命化にとって何が最も必要かとなると、行き着

くところ「その家に長く住み続けたいj と思う 心と いうことになる。

言い換えれば「住宅を大切にする気持ちJ 1住宅に対する思い入れJ

が、たとえ古くなった住宅でも手を入れて50年、100年と住み続け

る原動力になる。そのためには、美しい街並みに育まれたコミュニ

ティの中で、住む人の心や生活を |決し出すものとして住宅がつくら

れる必要がある。住む人が大切に大事に手入れして、子供、孫の代

まで住み継がれる住宅、それが長寿命住宅の第一条件である。

( こしばえ たけし 絞水ハウス株式会社技術部技術推進グループ謀長)



各論 2 つくる時間

職人技能の伝承について考える

奥 田 辰 雄

まさに「時は金なり j の言葉どおりに、手間j ひまがかかる職人

の仕事が姿を消しつつある 。他方、わが国の伝統的な素材や工法

は再評価されつつある 。ただこのような傾向はまだ非常に特殊な

ケースであり、 一般的にはより安く、より早いものが求められて

いる 。はたして今後] 搬入の技能が本当に必要なのか、また技能を

必要とする社会が存在するのかについて、考えてみたいと思う 。

「技」を活かせる場

昨年、子供を対象としたアンケ ー ト調査で、将来どのような職

業に就きたいかとの聞いに、「大工さんJ と答えた子供が多く、 l  

位の座を獲得していた。今年の調査でも 10位まで、に入っていたこ

とを記憶している 。 どのような理由で子供たちが「大工さん」と

答えたかを想像すると、「実際に自分自身で家が建てられること」

「いろいろな職種のリ ーダー的な存在になれること」が主な理由で

あろう 。現笑には、どちらの理由も特殊なケースではまだ存在し

うるが、今日の建築を取り巻く環境を考えると、子供たちに「今

の棟梁はそんなに偉くないんだよ j と弁解しなくてはならない。

実際、高学歴社会になり、社会の大多数が大学を目指し、小学校

を含め中学・高校の教育は、どこをとっても職人を目指すカリキ

ユラムなど存在しない。工業高校もどちらかといえば少し意味が

追うであろうし・・…・。中学や高校の進路指導の場で「職人になり

たいのですが」と相談を持ちかけられた教師も、また建築関係以

外の職種に従事している親を持つ子供も、笑|際どうすれば良いか

分からないのが現実である 。 また、終身雇用という雇用形態が激

減する中で「手に臓をJ という理由で、ホワイトカラー志向から

ｾｪ 能人志向へと多少ではあるが、職業の選択基準が変わっていると

感じられる。では、どのような教育を考えれば職人を養成できる

か、現状ではそのような教育の場は非常に少数である。

数年前より京都府左官専修学院で講師を務めている。学院生は、

家業が左官業のものが大半で、カ リキュラムの大半は実習に向け

られている 。実習内容は、伝統的な左官の技能だけではなく、現

代的な材料の扱い方、タイルの貼り方もが加えられている 。伝統

的な技能として高級な塗りのある大津磨き壁や水こね緊楽など今

日なかなか使われない仕事も含まれており、多 11皮にわたる 。傍目

で見ていると伝統的な仕上げは材料 ・担ね方 . 7J <の量 ・塗り方ど

れをとっても感覚的であり、今日的な仕様書に明記されるような

量的な問題ではなく、これが技能だと思えるところがある 。以前

はこのようなことは日常的に現場で覚えられる機会があったとは、

校長先生の話である 。左官の仕事も現代では社寺や数寄屋といっ

た特殊なケースは別として、 一般的には非常に仕事の内容が狭め

られている 。 とくに高級仕上げである磨き壁や楽楽壁にいたって

は、学院で教育を受けない| 浪り巡り合うこと自体難しい仕事にな

っている 。逆に言 うと、いくらすく》れた技能を持っていてもその

「技」を使える場面がなくなってきていることが問題である 。

平成 9 年から 2 年間、京都市交通局が所有している「鳴滝寮」

の修復の仕事に従事していた。昭和14年と記された棟札が小屋豪

から見つかり、おそらく昭和15年に竣工したと思われる延べ面積

約8∞rri の木造建築である 。修復の内容の大半が壁の塗り替えであ

り、できる限り当初の材料での修復を心がけた。設計にあたる前

に建物の仕上げ材料等を調査してみると、前記の大津磨き壁 ・水

控ね緊楽等の現代ではまれな仕上げになっており、仕様書を作成

するのに大変苦労した。また実|僚に現代でもそのような仕事が可

能であるかが不安で、左官学院の校長先生に幾度も話をうかがい、

工事に臨んだ。7 J < 裡ね緊楽については] 搬入も 比較的経験を多くつ

んでいたが、大津j洛き壁にいたっては、 「何十年ぶり 」 とのこと 。

また施工場所が階段回りのよく目立つ場所で 1枚の壁の面積も非

常に大きく、 I[j成人にと ってはプレッシヤーが大きかった。興味深

く仕事を見ていたが、たしかに手間のかかる仕事であることと、

力の要る仕事であることは迎解でき、手間のかかった分、仕上が

った壁は大変魅力的で評判も上々とのこと 。数寄屋の壁などは俗

に「枯れた手」と表現されるように、老齢な] 搬入の技によって塗

り上げられるが、大津磨き壁は体力勝負のところがあるようだ。

どうも年を加えるごとに「技J がさえると思っていたが、そうで

もない「技j もあるらしい。同じ現場で、数寄屋風なしつらえの

部分で丸太の加工を必要とする大工仕事があり、 加工の出来具合

を見ながら練梁と話をしていると、丸太の仕仁l等若い] 俄人にいろ

いろと教えようと思ってはいるが、そのような手間のかかる仕事

を教えても使う場面がないと 言っ ていたことを思い 出す。|百j じよ

うな言葉は電気の職人にも聞いた。何事によらず、使われる; 場面

があってこそ「技能」の存在意義があるのではと思えた。

技能の伝承は、比較的若年層から行われていた。数寄屋普請や

315室の仕事を全国的に請け負っている京都の有名な工務庖の副社

長は、高学歴社会となり大工職の見習いに入社してくる人材が早

くて高卒、極端な例では建築系大学の大学院卒というケースまで

あり、総じて若年層とは言い離い。 ところが大工] 俄の養成には、

「高校の3年間がもったいない」と嘆いておられた。徒弟制度は昔

から比べると比較的個人の自由度は増し、多少今日的にな ってい

るとはいえ、社会の自由度から比べると窮屈なところがあり、挫

折するものも多い。

いずれの場合においても、 一人前の職人に育てることに時間が
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かかることは同じである。

「技」と「性能」

今日的な建物の性能は、数量的な捉え方が主流とな っている 。

仕様書を作成するにいた っては、数字の裏付けが重要な要素にな

っており、経験のあるなしにかかわらず、明記した 内容が非常に

合理的にまた明快に想定した諸性能を得ることができる 。他方、

技能は感覚的である上、十分な経験を経なければ理解できない部

分も多く、明石正に説明できない事柄も多い。こと木造建築を例に

すると、今日 的な在来11ill l組み工法や枠組み壁工法は比較的簡単に

構造特性を把握できるが、伝統的な木造建築は現在の計算方法を

もってしでも構造特性を把握できるにいた っていない。だからと

いって伝統的な木造建築が構造的に脆弱で、あるとは計kもが思 って

いない。 また、短絡的に伝統的な木造は強いとも 言えないところ

がある 。なぜ強いか、どこが弱いかが分かっていない。 また、手

仕事は、個人差があり地域差 もあり、同じ仕事でも J[i成人おのおの

で性能の差が生じ、数字的に性能を表すことは不可能に近い。建

築基準法の改正で、より明石正に建物の性能を表すことを義務化 さ

れたとき、数量的な押さえができない 「技能」は、非常に肩身の

狭いところに追いやられることになりかねない。

今日 一般的な住宅建設において、木材の加工はプ レカッ トによ

る機械加工が主流になり、 手作業による 「きざみJ などは珍しい

ケースになりつつある 。木材も 天然材の強度のばらつき、乾燥の

不完全 さ等の理由によ り集成材が使用 されることが多くなり、左

官仕事も工期の短縮 ・コストの低減等の理由で、乾式工法に取って

替わられ、仕事量が非常に少ない状況にな っている 。構工法が合

理化され、どの職種もどんどん単純なれ2業となり、非常日こ狭い範

囲での「技能」だけが伝えられる 状況になりつつある 。はたして

このような状況下で各職の 「技能」のどんな部分が伝承されるの

であろうか。今 日のように効率追求型の社会で、は 「広範」な技能

の伝承はできず、使われない 「技J は消滅するであろう 。

木構造と木造文化の再構築を目指して

ライフサイクルが短い木造住宅のスクラ ップアンドピル ト等に

よる多量の建築廃材が生活や自然環境に及ぼす影響や建築材料 の

身体に及ぼす影響が社会問題となり、伝統的材料を用いた木造建

築にまた光があたりつつある 。伝統的な木構造は、木材が自然素

材であるがゆえの強度のばらつき、経年変化に対する強度の変化

等構造特性を 明硲にしていくために必要であろう様々なデータが

決定的に不足しており 、同様に、左官仕事についての土壁( 荒壁)
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にいた っては、強度を把握するための実験方法すら確立していな

い状況である 。ただ、社会の木造建築に対する需要は、より現代

的な性能を求めつつある 。折しも阪神淡路大震災での木造住宅の

甚大な被害は、木造建築に対する認識を大きく変え 、木造建築の

特性をより今目的な尺度で明確にしていこうという気運が、 研究

者 ・設計者だけではなく大工職人までもに生 まれ、 震災以降の建

築学会に木造についての研究発表が増えてきている こともひとつ

の現れとして捉えられよう 。木造建築の歴史は非常に長いが、や

っと木構造についての広範な研究が始ま ったばかりである。 とく

に伝統的な木構造につ いての構造理論の確立は、わが国の財産で

もある歴史的な建築物を地震などの自然災害から守る上で不可欠

な技術であり 、それを支える技能も同様で、ある。

住宅建設においても同様に、より長寿命で、ライフスタイル変

化に対応できるフレキシブルな空間が求められている 。このよう

な次位代の木造建築を確立していく上でも、伝統に根差 した職人

の技能が不可欠なのは言 うまでもない。伝統的な職人の技能は、

歴史的建築物や数寄屋普請 ・茶室 というような世界だけで閉じる

ことなく、より広範に 「技能J を活用できる場をつくり出すこと

を心がけねばならない。そのためにも、 「技」の数値的な把握は

不可欠である 。優れた職人の技能をより洗練された技能として次

世ー代に伝承していくためには、歴史的な観点だけで職人の技能を

評価するのではなく、将来を視野に入れた、工学的な視点をも含

めた取り組みが求められている。

技能の社会的評価方法も検討されるべきで、評価については資

格認定制度のような公的な認定が必要である 。職人の技能を社会

的に位置づけ、] 織能を保証するようなシステムが完備されなけれ

ばならない。

伝承の意昧

法隆寺 を例に出すまでもなく、わが国の気候風土を考慮、した木

造建築が非常に長寿命である ことは経験的に分かっている 。木の

性質を熟知し、木材 の乾燥程度にあった加工精度を考え 、かっ木

の弱点でもある腐朽に対しては部材の交換で対処する 、メンテナ

ンスをも考慮した世界に誇れる 「木の文化J を支えたのは大工職

をはじめ、職人の広範な技能であり技であった。今 日、わが国の

木造建築は、将来的な展望も見られず、経済効率と利便性のみが

評価の基準とな っている。機械や電気産業でさえ、先進' 性を失っ

てきている。わが国が世界に 「技」で挑んでいた時代は何であっ

たか、 物づくりとは何かをもう 一度考える時期にきている 。

(おくだ た つ お 木 四 郎 建 築 設 計室主宰)



各論 l っかう時間

工期- 現場における時間との戦い-

辻 本 哲 也

民関連合工事請負契約約款第30条に「乙 ( 請負者) の賀に帰すべき

理由により、契約期間内に契約の目的物を引き渡すことができない

ときは、別に特約のない限り、 ｉ ｾ Ｚｉ (発注者) は、 …… 違約金を請求す

ることができる 」 という契約条項がある。われわれゼネコンで現場

を担当する者にとって、重い 1行である。

請負契約で設定される工期は、よほどの理由が発生しない限り延

長されることはない。 まさに竣工 日は施工者にと って、決して違え

ることがあってはいけない“ 神聖なもの" である。

近年の建設事情では、激しい受注競争のなかで工期が短縮さ れる

状況が慢性化しており、今までの手法では対応に限界がある 。すな

わち、現在の労働環境に l呼応した新たな・スピード施工" スタイ Jレ

が必要とされることになる 。ここではその一端を紹介し、低成長期

における“ 時間" への取り組み方について述べたい。

時間割り出しの基本要素

工事の若手に当たっては、その現場の敷地状況、交通事情、近隣

環境とい ったものを勘案して、適正な資機材の配置及び作業人員の

計画を立案して工程を組み立てる 。広い埋立地での工場建設と閑静

な住宅地でのマンション建設とでは、工事のl時IJ11 も使う 重機 も全 く

条件が異なる。

いずれの場合も、工事内容と立地条件を照査し、合理的な手順を

検討した上で作業能率 としての歩掛かりを想定し、各工程ごとに工

事期間を割り出し、作業のネットワークを鮮明にしながら全体工程

を組み立てる。

求めるスピードと弊害のある時間削減

受注競争のうえで、スピード施工への技術開発や工事経費削減の

観点での工期短縮は、施工者が常に求めていかなければならないも

のである 。 しかし、品質と安全の確保を最優先させ、 作業効率の上

がる手法で圧縮する ことが重要なポイントである 。

例えば、現場固有の条件を無視した資機材配置 と人員投入量を計

画しても、 机上検討のようには進まず、いろいろな問題が発生し、

時間削減の無理が弊害となる ことも多い。

(1) 工種の錯綜

建設工事は多数の工種の分業と連携によ って構成されているわけ

であるから、単純に工期を詰めてしまえば各工種が同じ作業場所に

重複し、実質的には作業性が低下してしまう 。

(2) 資材の集中

建設資材の供給はクレーンや工事用エレベーターで行う 。これら

機材の設置台数は建物規模や敷地の大小で規定されるので、 I時間当

たりの資材搬入量に限界が生じる 。特に敷地が狭い;場合は資材の搬

入をいかに効率良く行うかが、工期短縮を考えるうえでの重要な課

題である。

(3) コスト・品質とのバランス

工事管理の要素を品質 ・コスト ・工期に限定して考えたとき、適正

な範囲を超えていわゆる突貫体制に入札人民や資機材 を過剰に投

入すると作業ロスからコストアップにつながる 。また、施工を過度

に早めると強度発現や精度保持の面でマイナスとなり、最終的には

品質の低下をもたらす可能性が高くなる。

コスト高い
晶質高い

ｾ＠

工期早い 工期早い

図1 工事管理要素の一般傾向

新たな“スピード施工"スタイル

ローコスト、 短工期で良い品質の建物を供給するために、種々の

方向での開発が進められている 。ここでは施工期間の短縮を図ると

いう観点で、 一般化されてきた工法の例を紹介する。

(1) 逆打ち工法

大規模な地下を有した大型工事に適用されることが多い。

通常の工法( J II目打ち工法) では、仮設資材で山留めを行いながら地

下室部の掘削を最初に行い、その後、地下最下階から順次上方へと

躯体を構築してゆく 。これに比 し、逆打ち工法では、まず 11)皆の床

Ｈ ト ップスラブと ＱＱ 手ぶ Ｉ を構築してから、下部の掘 ￬ ｾ Ｑｪ を開始する 。 こ

の トップスラブは下部の掘削工事を後で、行 っても 梢造的に大丈夫な

よう に、杭施工I時にあらかじめ杭頭部に差 し込んでおいた構真柱と

呼ばれる仮設柱で支持しておく 。こうしてトップスラブを先行施工

する ことによって地上部と 地下部を施工的にセパレ ー トすることが

可能となり 、地上階では鉄骨建方を 、また地下|絡では掘削及び躯体

工事を 同時に進捗させることができる 。すなわち、地下工事を全体

工程のクリテイカルパスから外すことによって、工期短縮を実現す

るわけで、ある。施工上は杭施工時の椛真柱建込精度の確保、 トップ

スラブ上での作業動線の整備など克服すべき課題もあるが、相当数

の実績があり 、もはや、地下工法の一手法として定着 しているもの

である 。 この工法であれば、最初から 11暗に作業構台が確保できる

ので、狭隆な敷地で、は小規模なケースでも適用される ことがある。
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地下工事

図2 逆打ち工法の概念図

(2) 乾式工法、P C a 化

躯体工事においては、鉄筋・型枠・コンクリートのいずれを取って

も、労働集約的な作業が主体で、工期短縮を行うには人海戦術に頼

らざるを得ない。そこでコンクリートの各ラーメン部材をプレキャ

スト (PC  a ) 化して工場製作し、現場での工数を大幅に低減して、

躯体工程の短縮を図る工法が開発されている。

今までスラフ守や梁音[1分のハーフ P C a 化により型枠工事の削減を

図る工法は使われてきたが、近年の R C造高層マンションでは、柱

や梁部材までフル P C a 化することが可能になっており、現場で打

設するコンクリートはスラブと柱・梁 P C a 材の接合部のみといっ

た合理化工法が採用されている。

最近の例では大型重機との組み合わせにより、 l フロアの躯体を

3 日サイクルで施工した事例もすでに出現しており、割引木工期が飛

躍的に短縮されている。

図 3 P Ca材による架構組み立て
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現場運宮の見直し( 情報化、CALS/ECの流れ)

これまで工期を短縮するための工法改善の例を述べたが、これら

ハー ド面での方策だけでは限界があり、変化する建設市場に対応す

るには、現在の情報革命に追従して現場運営というソフト面でも新

たな改善が不可欠である。

すでにアクションプログラムはスタートしているが、 2∞4年度に

は、いよいよ建設省直轄工事のすべてにおいて C A L S / E Cが適

用される 。ここでは敢えて C A L S / E Cの内容についてまでは言

及しないが、現場での情報の電子化も l時代の流れとともに確実に進

んでおり、現場管理そのもののスタイルも徐々に変わりつつある。

C A D図面のやり取りによる設計図から施工図への変換、躯体情

報の入力による積算システムの自動化、 3次元 C A Dへの展開によ

る施工要素検討のデータベース化など、先行している図面の電子化

についてはその応用範囲は爆発的に広がり出しており、「標準仕稼

の統一J など、むしろその利用に関して今後はもっと体系化 される

べきレベルにまで達している分野がある。

また、現場内での日常業務においても、工種別作業内容を管理す

るデータベース、資材の搬出入を管理するプログラム、作業員の入

退場管理システム、工事写真( デジカメ ) 管理システムなど、パソ

コンを中心とした種々の電子機器が入り込み、もはやこれらのサポ

ー トなくしては現場の情報管理はパンクしてしまうと 言っても過言

ではない。

また、現場と管理部門、あるいは専門業者や設計者まで広がるネ

ッ トワーク化は、情報の伝達速度を飛躍的に高め、会議のあり方、

承認手続き 、検査確認、記録報告といった作業そのものの省力化を

もたらした。情報の電子化は、業務の効率化を実現するとともに、

現場運営管理の方法まで変えようとしている。

おわりに

建築業を取り巻く環境は、投資の停滞、厳格な競争原理、多様 ・

多変 ・大量のニーズへの対応など、内外からの緊張が長く継続され、

試練の時と 言える。 しかし、現在進んでいる情報革命は、形だけで

はなく施工システムの変革としてハー ドとソフトの両面から建設業

の業務形態を変化させつつあるのではなかろうか。そしてやがては、

この情報技術が時間との戦いを制し、新たな飛躍を遂げさせるもの

と信ずる。

(つじもと てつや 鹿島建設株式会社三井不動産新中之島ピルJ V工事長)



各 論 3 かんがえる時間

コンビューターと考える時間

内田 直 樹

腕時に膨大なiEの計算とデータ処理をする機能に加えて、' I i ' i 報の

収集 ・発信をするコミュニケーションの機能を併せもつようになっ

たコンピューターは、 l時| 日! と空間の概念を一変しようとしている。

今世紀の人間の故大の発明日lで・あるこの道具と、来世紀、人| 日j はど

のようにして共存してゆくのであろうか。

コンビューターと時間

. 150億年前の字宙の誕生から

150億年前の宇宙の誕生から現代に宅るまで、気の泣くなるよう

な ｈ 寺問の流れを遡って、自然と人 ｈ ｜ｊをｦｩｊｔＨ， ｉｾｊ しようとする自然科学

者 ・松井孝典のコンピューター論は極めて示唆に富んでいる。

地球という惑星は一つのシステムであり、それを構成するサブシ

ステムの 「生物園」に属する種の一つで、あった人間は、出羽1: 生前を

始めることにより生物固から抜け出し、約 1万年前に 「人11¥j 1巷U と

いう新しいサブシステムをつくりあげ、文明が誕生した。

この人間闘拡大までの歴史の過程で、人間は生物としても ってい

た能力を 一つずつ退化させてきたことになる 。走力、視力、聴力、

温度変化の適応性等々 。人H¥J はそれらの能力の退化をすべて迫H の

発達によって111き換えてきた。その結果、もの凄いスピードで移動

したり、字情の果てや極微の世界を見ることが可能になった。 l 年

を過して一定範囲の杭皮下で過ごせるようになり、人間は地球上の

スーパ一生物になったのである。

しかし、人 11 ¥] の脳は、生物としての' 1 1 ' ; 報処理能力に限界がある 。

人間のｊｊ￬ｾは、 JI呼l呼予|吸肢やl脈l脈H伯|向司を支配する l脳j脳説削l1幹 ;

があり、さらにその外似IJ に状況判断を下したり、理性的に環境に過

した判断を下す脳が重昭構造で構成されている。 これは生命の進化

にともなう歴史がそのまま脳のrl -'に帯和されていて、いわば本能1' 10

な部分をつかさどる植物的・動物的な脳とともに、理性的な判断を

下す人間的な脳が同居していることになる。それなのに人間的な脳

だけに沢山の情報を集中して処理させると、オ ーバーフローしてし

まう 。 それが植物的・動物的な脳に影響を与えないはずがなく、Ａｊ ￬ｾ

に限らず人間の体はすべてが調和 1:1りに働くような仕組みがあり、

音1¥がこわれるとその影響が全体に及ぶ ことになる 。 ましてや、コン

ピューターのように一部の脳の機能の代わりになるような道Hの登

場は、これまでの身体的 ・肉体的な能力だけを道具に置き換えてき

たH寺代に較べれば、究極の姿である。

人間圏が 巨大 化し、ある ｦｩｦｩ の ｬ［ｬｾｗ に迷しているのが現代であるが、

人1mそのものも生物として辺化の極みに達してのいるかもしれない

と考える 。そして、今話題のコンピュ ーター ・ネットワ ーク社会の

未来論については、動物的な肉体は全部人工臓器に置き換えて、人

間には脳だけ、精神だけあればよいという J極端な発想は非常に危険

な考え方であり、やはり肉体と精神がともにバランスがとれていて

こそ健全な人間であると説いている。

・未来のタイ ム・ ホライスン

20世紀の故後を生きる私たちは、 21世紀の予言ができないのでは

ないかと不安な気持ちになったと、宇宙物理学者・池内了は 7 )=J  11 

11付朝] u 新聞紙上で述べている。

その理由の一つは、現在の技術が無原則に発展し、大企生産 ・大

lヰ消費 ・大量廃棄の生活スタイルを続ければいつか環境からしっぺ

返しに遭うから、必然的に生活スタイ Jレを改めざるを符ないと考え

る。それが21世紀の人類の大きな課題であるが、いつ、どのように

それが果たされるのか予想できないからである。

他の一つの:f.il lLl :1は、私たち自身、せいぜい 5年くらい先のことし

か考えずに、 100:(1: 先の未来を自分の責任範聞と考える判事を失って

いるのではないかということである 。地上で泣くを眺めたとき、地

平線( あるいは水平線、ホライズン) までしか見えない。地球が丸

く光が直進するため、ある 一定の距離( 約 4 キロメ ートル) までし

か比通せないのである。

この空間の地平線と同じように、 H引-hUにも地平線があるのではな

いかと考える。それは、私たちの想像力と社会の変化の速さで決ま

る、未来を見通す時 II ¥J のことであり、これを 「タイム ・ホライズン」

とH千んでいる。技術の進展によって私たちの生前はより便利でより

効率的になったが、それはH寺11¥] の流れをどんどん))11速していること

を立l床している。技術に強く依存する企業のタイム ・ホライズンは

3 - 5 "1: と言- われている 。今年のパソコンの新商1111は、 米年はrl' 古

品になり、再来年には、廃棄物になっている。そんな企業社会に生

きる私たちも、たかだか数年先のことしか考えられない、考えない、

という{ 本質になってしまったと指J商している。

しかし、ここで立ち止ま って よく考えてみると、人 II ¥J のま11の営み

は、技術のように加速度的に進展するものではなしゆ ったりと流

れる H寺!日j こそがま[ 1 の創造に不可欠なのであると説いている 。本来、

道具が効率的になれば、考える! 侍r : りをより長く雌保できるはずであ

った。 ところが実際には、私たちはより忙しくなっただけではない

のか。効率性が手段ではなく目的となってしまい、兵に創造的な知

の営みに割く H引I¥J は、むしろ短くなっている 。そのあ同占、私たちの

タイム・ホライスンは短くなってしまったのだと考える。

*  

このような警鈍を待つまでもなく、コンビューターに代表される

今世紀後半の技術の著しい進歩は認めるものの、その情報処理をす
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る時間は人間の能力の限界を超えるほど飛躍的に短縮されてしま っ

たと 言えよう 。これから、人聞は、コンピュ ーターとどのように付

き合ってゆけばよいのであろうか。人間性を噂重した科学技術の進

歩のあり方を議論すべき時期が来ていると思われる。

コンビューターと構造設計

圃計算尺からコンビューターヘ

19印年代の前半に学生時代を過ごした筆者は、 1966年に建築設計

事務所に入社して初めて、技術計算用言語F ORT RANの講習をうけ、

その年の後半は、せん断型弾性地震応答解析の直接積分によるプロ

グラミングに専念した。先輩たちは、応力計算や断面検討をコンピ

ューターに行わせる構造計算書作成システムの開発に取り組んでい

た。実務設計レベルでは、まだ計算尺の時代で、コンピュータ一利

用の揺鑑期であった。

初めて与えられた仕事は、大架構で計画された事務所建築の応力

変形解析と計算書の作成で、あった。せん断変形、剛域に加えて柱の

軸伸縮も考慮して梁にも部材角が生じるため、撰角法の係数を求め

たのち、対称条件を入れて、節点方程式11、層方程式 8 、梁の部材

角に関する方程式 3 の、 22元連立 l 次方程式をコンピューターで解

く仕事であ った。当時は、コンピューターが東京に設置されていた

ので、東京へ郵送して結果が返ってくるまでに 1週間くらいを要し

たためか、その準備段階の方程式の作成にもデータの記入にも相当

気を使ったものである 。地震荷重を半分で入れてしまったり、初歩

的なミスも何回か繰り返したが、実はこの 1週間が極めて有効な時

間であ った。やっと求められた節点回転角と部材角を携角法の基本

式に入れて、各部材端の応力を求め、応力図を作って先輩に報告す

ると、その先輩はやおらポケ ットから一枚の紙を取り出して広げて

みせたのである 。そこには先輩の予測したフリ ーハンドの応力図が

画かれていて、それで私の求めたコンピュータ ーの計算結果をチェ

ックしていたのである 。結局、設計しようとする架橋の応力に閲す

る構想 ・予見を確かめる道具が、コンビューターであるということ

を学ぶ機会にもなった。

鋼構造の実験に明け暮れていた 19印年代前半の学生時代にも、現

在のようにコンビュ ーターで処理できなかったので、載荷の間隔に

I時間がかかり、今から思うと貴重な時間を過ごすことができた。試

験体の歪は一人が手動のワイヤー ・ストレインメ ーターでアナログ

量の目盛りを読み、一人が鉛筆で記録するのであるが、時には数十

点を担当するとそれだけで相当な時間を要した。ダイアルゲージに

しても、載荷が終わるたびにのぞき込んでは記録をとることになる。

主要な部分の変位や歪は、それをもとに平均値を求めたりして、大
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きなグラフに荷重一変形関数のグラフを描いてい った。それらの結

果と当初の予測ラインを見ながら、しばし試験体を観察して、次の

載荷でどのような現象が起こるのか、 主要な変形がどこまで進展す

るのか互いに予測をし、議論したものであ った。実験は、少なくと

もその実験条件の下では真実の挙動を示すのであるから、計画| 時の

予測と異なる場合は、自らの至 らなさを黙って教えてくれたのであ

る。

ここに紹介したのは ＳＰｾＴＰ 年前のコンピューターがまだ普及して

いない、あるいは演算時間も極めて遅い時代には、よく考えて使用

しないと 1週間ほど待たなければならなかったり、 高層ビルの応力

変形解析を外部に依頼して、ミスをするとボーナスが飛んでしまう

と冗談半分に言われたほど高価なものであ ったので、考えて使用せ

ざるを得なかったし、待ち時間はかなり緊張して、結果に備えたも

のであ った。

やがて機種が次々と更新されて、 当社の場合、 1966年の入社時か

ら比べるとホストコンビューターの演算速度は800倍、記憶容量は

4000倍とな っている。単純に換算すれば、 一晩かかったものが 1分

程度で演算が可能にな ったのである。

. コンビューターと構造設計

さて、現在の建築の構造設計におけるコンピューターの利用法は、

二つに大別される。一つは設計業務の中のルーチンワークである構

造計算ないし構造計算書の作成をコンピューターに行わせるもので

あり、他の一つは、人間の手計算では時間的にも容量的にも不可能

に近い計算を、精度よくコンピューターに行わせようとするもので

ある。前者については、構造設計者は、ルーチンワークか ら解放さ

れて、本来の設計に専念しようとするのが主旨で、あったはずである

が、池内了の指摘するように、構造設計という創造的な知の営みに

どれほど時間を割いているか胸に手をあてて考えると心もとない。

これは、私たち構造設計者のアビールが足りないためか、コンビュ

ーターがあるから構造設計にはそれほど時間を要しないであろうと

一般に誤って受けとめられている節もあろう 。後者の利用法につい

ては、コンピューターのソフトもことごとく開発されて、いかなる

梨構も解けないものはないほど恵まれていると 言っ ても過言ではな

し、。

複雑な架構の応力変形解析にしても、限られた条件のもとでの特

殊解を、極めて簡単な入力方法で極めて短時間に、極めて多くの桁

数のデジタル量あるいは図形により手に入れることができる。一見、

現在の構造設計者は恵まれた環境で良い建物を設計することが可能

にな ったと考えられる。結果として、設計の質は向上しているのか、

表面はそう見えても懸念されることが多数挙げられる。容易に入力



できるということは、とりあえず入れてみれば都合の悪い所はすぐ

訂正できるので、自身の構想や思策をめぐらすことなく試みていな

いか。不必要な桁数を打ち出すことにより、工学的に意味のある有

効数字の感覚を忘れてはいないか。図形の表現にしても、紙面にち

ょうど収まるようにきれいにレイアウトはされていても、関連事項

の比較検討がしやすいように、例えば相互のグラフの単位長さが整

理されているか・・ 。これらの危倶は、得られるものが特解とあっ

て、対象とする架構の性状を系統だ、って理解し、身につけることが

極めて困難な状況にもなり得ることを意味している 。このような恵

まれた時代に、コンピュ ーターに安易に流されずに、構造設計の技

術を修得するためには、各自の設計思想と強固な信念が不可欠であ

ると思われる。

コンビューターと考える時間

構造設計家・川口衡が、計算と構造設計の関係について、以下の

ように解説しているのを目にしたことがある。

構造計算手段の進歩をもって構造技術全体の発展と考えるなら、

それは全く危険な勘違いである 。元来、計算は構造設計の中で、決

定的な役割を果たしてはいない。 もしも計算が優れた建築にとって

不可欠の条件であるならば、古来、名建築 (特に大規模な) などは

できなかったはずである 。そして構造設計にとって、計算以上に大

切なことを知るために、計算が 「正しく」行われたにもかかわらず、

大きな失敗を招いた例として、 1980年の西ベルリンのコングレスホ

ールと、 1985年のミラノのスポーツホールの事故を紹介して、この

問題を考えている 。ここで事故の詳細lを紹介する余裕はないが、 2  

例とも計算を「正確に」行うだけでは、安全な構造物は設計できな

いことを教示しているとし、第一の例から、基本設計段階での構造

的判断の重要性、構造物の基本性状を把握することの大切さ、第二

の例から、行うべき計算の種類の選択の肝要さを挙げ、いずれの例

も、設計意図にマッチした質の高い構造ディテ ールが常に不可欠で

あると述べている。

そして、コンピューターの能力の増加により、計算業務から解放

された構造エンジニアは、この時間こそ、構造設計のより基本的な

部分に振り向けられるべきであるとしている 。それは、自らが設計

しようとする構造物の性状についての、正しい理解、的硲な判断、

優れた予見であり、これらのことが着笑に行える資質こそ、これか

らの構造エンジニアに不可欠で、あると結んでいる。

25年前、そして今

言語によって論理的に表現できる仕事についてのみ、命令どおり

に、 }II 買を追って、大量にかつ短時間に実行するコンピュ ーターは、

構造設計の道具としては極めて貴重なものである。

人間の脳の仕組みを解明して、このような現在一般的に使用され

ているフォン ・ノイマン型のコンピュ ーターの限界をブレークスル

ーしようと、例えば並列型のコンピュ ータ一等が開発されはじめて

ているようである。

少なくとも 、人間の脳の働きには、論理的に表現できないが人間

だけがもっている多数の機能があるはずであり、設計はそれらを脳

で計画し、判断し、総合化する創造的な行為であろう 。そのために、

バランスよく時間を費やすことが設計には不可欠なものと思われ

る。

構造設計の世界にも本格的にコンピュ ータ一時代が到来した約25

年前、筆者は“ 青年技術者のことば" として「建築と社会」誌に次

のような記事を寄せたことがある。

「近年、建築構造の各専門分野における学問 ・研究の著しい進歩

は、誰しも認めるところです。また、コンピュ ーターの普及とそれ

に伴なう種々の計算手法の開発も、確実に私達の設計作業の貴重な

手段となりつつあります。私達はこれらの豊富な研究成果を吸収し

総合する能力と、誤りない手段を設計に適用するための判断力とを

養いながら、将来の構造設計 ・計画の道を私達自身で切り開いてゆ

かなければならないと思いますj 。

この課題に対する答えは、今もってもち合わせていないことを、

本稿を引きうけた機会に、はしなくも気付いた次第である。
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各論 3 かんがえ る時間

設計者の「学び・考える J時間

金 箱 温 春

設計者にとっての学ぶこと、考えるとと

設計の仕事の特徴的なことのひとつに、時間の際限のなさがある

と思う 。|時聞があればあったで、いろいろなことを考え、調べ、検

討し続け、どこかで見切らない限り、時間がいくらあっても足りな

い。現実としては、締め切り時聞が来ると設計を終えるとい った よ

うな状況に近いのかもしれない。さらにややこしいことに、出来上

がった建物を見ても、どれだけの時間が費やされて設計されたもの

かは、厳密には分からないということもある 。極端な例を考えてみ

ると、いくつもの可能性を検討しである案を決定した場合と、最初

から素晴らしい案がひらめき、思いついた場合があったとする 。最

終案が似たようなものだとしたら、明らかに前者の場合は、検討の

過程で、消えていった案の構築に余分な時聞を費やしているわけであ

る。費やした時間と設計の成果が単純に関係しないことにも設計の

難しさがある。

しかし確かなことがあるとすれば、費やす時聞が長いほど、 実

現される案は洗練されたものになる可能性が高いということであ

る。 とりあえずいいい案が出来たと感じた場合でも、さらに考えを

詰めていくと、もっとよい案が出来るのではないかという気になる。

このことが設計にかける時間の際限のなさと結びつく 。

考える

図 1 i考える」ことと「学ぶ」 こと

設計行為とはさまざまな条件から最適解を導くための行為であ

る。図 1 に示すように、設言|者は諸条件や諸要求を input として「考

え」、具体的な設計内容をou旬ut として導き出すわけだが、これはコ

ンピュータ処理の図式と類似している 。 しかし、コンピュータはソ

フトを入れ替えない限り input とoutput は一対ーの対応で、あるが、人

間の場合にはある input が発生したとき、それに解決するための情報

の取得を行いながらoutput を作る、つまりソフト可変機構が常に働

いている 。この情報のやり取りがいわゆる 「学ぶ」 という行為であ

り、学ぶことを土台として考えることが成立しているともいえる 。

しかし、学ぶことと考えることの関係は一方的ではなく、「考える」

ことから逆に 「学ぶ」べ き内容が見つかる場合も出てくる。つまり、

学ぶことと考えることは一体化した思考の行為と思われる。「学ぶ」

ことはこのように、ある mputが動機とな って行われる場合もあるが、
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それと無関係に、 主体的にそれ自体を目的として行う場合もある 。

将来のinput に備えて考えの l隔を広げたり、あるいは基準や技術の変

化に対応するなどというようなせっぱ詰ま った目的の場合もあろ

つ。

時間とは

時間は、物理的には不変に同じ速さで経過していくものと考えら

れる 。 もちろん、アインシュタインの相対性理論によれば、ｾ ・聞や

空間はイrjl び縮みが可能なものであり、光速に近い世界ではその影響

が顕著に現れてくることが知られている 。 しかし、日常的な生活の

中ではやはり、物理的時間は不変と考えてよいだろう 。 ところが、

人間にとって感覚的に感じる時間 ( 時の経過) は一定ではなく、伸

縮されうるものと考えられる。ある作業を行っているときに、時間

の割にはかどることもあり、時間ばかりが経って少しも進んでいな

いこともある。 また、時間が長いと感じるときもあり、逆に時間が

あっという聞に過ぎてしまったと感じることもある 。作業がはかど

るということは、 言い換えれば実質的な時間が延びたということで

ある。

したがって、時間を上手に使うことは、時間を必要な活動にどの

ように割り当てるかということと、時間を効率よく使うことで、感

覚的な時間をいかに号 |き延ばすかという こつの行為があると考えら

れる。

時間の割り当て

1 日、 1週間、あるいは 1 ヵ月をどのように使うかという計画を

立てる ことは、きわめて当たり前のことである 。私が特に意識して

いることは、いつまでに何をやるかという時間管理と優先順位によ

り、日々の目標を決めるという、単純なことである。 日常的にやら

なければならないことは、仕事はもとより、事務所の経営的な雑務、

あるいは学会、協会の活動もあり、また原稿を書いたり、さらには

最新知識を仕入れることも必要である 。 もちろん家族との時間や、

リフレ ッシュのための時間も 必要なわけである 。毎朝、その日のう

ちに何をどこまでやらなければいけないかということを確認し、 一

日の目標を定める 。当然締め切り間近のものからかたづけねばなら

ないので、長期的な計画の中での優先順位をつける必要がある 。こ

れを効率的に行うには手帳を活用し、ある時期にやらなくてはいけ

ないと思われる項目をその日付のチェックリストに挙げていく 。新

しい知識を得る、つまり勉強の予定も、「何々について調べる」と

チェックリストにどんどん書き 加えていく 。このチェ ック リストは、

厳密にその日にやるというより、その日まであるいはその日の前後



でやればよいことを書 き込んでいる。書 き込まれた日より早く出来

てしまうものもあり、逆に多少遅れるものもあり、その程度の自由

度は持たせて、逐次調整していく 。

これとは異な った視点で意識していることに、すきま時間の活用

ということがある。すきま時間とは、 主要な行動の聞に生じる時間

で、具体的には移動時間、待ち時間、 気分転換の時間などである。

仕事がら移動l時間は多く、それも電車、タクシーによる近隣の移動

や、新幹線、飛行機を利用した遠距離移動もある 。遠距離移動とも

なると、その時間は無駄にできないほど長く、これを積極的に活用

しない手はない。すきま時間の活用には小道具 も必要である 。 どこ

でもアイデアを書 きとめておける、ポケ ットに入る程度の小型のメ

モ帳が放せない。長距離移動のときにはB5 サイズのノ ー トパソコ

ンを携行し、 主にメールのやり取りと原稿を書 くことに使っている。

A 4 では重 くて持ち運びがお っくうだし、これより小さいと使いに

くい。

もう 一つ心がけていることに、思考を潜在意識の中で継続させる

方法というのがあり、本の題名は忘れたが、何かで読んでから実践

している 。「仕事は完成途中で中断せよ 」 というようなことが書い

てあ った。つまり、そうすることで意識の中では思考が停止するが、

潜在意識の中では思考は継続し、次に意識を持って思考を開始した

ときに新たな展開が期待できるものであるということである 。これ

を自分なりに応用して実践している。つまり、問題はたくさん頭の

中に入れておき、その場で解決しなくても 気にせずi留めていく 。そ

のうちに、それをすきま時間にふと思い出したなら、そこで考えを

展開する 。解決するヒントが得られることもあるかも知れないから

である。

感覚的な時聞を引き延ばす方法

この方法とは、やるべきことに対していかに集中するかというこ

とにつきる。具体的に私が心がけていることは、せっぱ詰ま った気

分でやることと、その時の気分でやりたいと思うことをやるという

こつのことである。

せっぱ詰ま ってやるといっても、何の準備もなしでぎりぎりの時

期にやるということではない。せっぱ詰ま った状況に自らを追い込

むということである。これには時間的に追い込むことと、必要性を

つく って追い込むこととがある 。時間的なことでいえば、本来の締

め切りとは別に、途中段階も含めて自分でいくつかの締め切りを小

刻みに設定し、その締め切りに追われる勢いで作業する 。そんなあ

せった状況ではうまくいかないと思われるかも知れないが、自分の

性格にはこれがよく合っている 。今 日はこれが終わらないと帰れな

い、 11民れないというような状況に追い込むと、何事もかなり集中で

きる。

必要性をつくる追い込みとは、時間的な制約が少ないようなもの、

具体的には何かを勉強するようなときには効果が大きい。単なる勉

強というのは効率が悪く、対照的に、実際に使わざるを得ない情報

を調べることや発表するために何かを調べることというのは、実に

効率がよいものである 。新しい技術情報をいくら読んでみてもしっ

くりとこないが、それを用いて具体的に設計をしてみると、その技

術の長所、ｾｉｄｩ庁や適用可能性などがよく分かる 。 つまり、情報を効

率的に得るためにはすぐに使うための情報を得ることがよく、そう

いう意味で、せっぱ詰ま った状況が必要なのである 。そのようにす

ると、学ぶことと考える ことも 一体化される。 もちろん、 一般的な

勉強も否定するものではないが、深く学ぼうとしても時間の割には

効率が悪く、広く浅い知識でよいと気楽に考えることにしている。

次に、やりたいことをやるとはどういうことかというと、同じ時

期にやらなければならないことは複数あり、その時の環境、気分に

従いやることを決めることである 。その時の気分に合ったものが一

番集中できるはずだからである 。 日常的にやる ことは多く、 書類を

作る、建物の基本構想、を練る、ディテールのスケッチを作る、スタ

ッフの仕事内容をチェ ックする、原稿を書 く、新着雑誌に目を通す、

資料を整理する、などがあり、また設計の仕事 も常にいくつかが動

いているわけで= ある。これらをいかに効率よくこなしていくかとい

う工夫が必要である。例えば、 事務所への通勤途上で、あるプロジ

ェクトの計画上のアイデアが浮かぶことがあ ったとすると、事務所

に着 くやいなや、まず設計の基本構想、の仕事を始める 。環境が変わ

っても脳の思考は継続しているから集中できる 。 しばらく進めたと

ころで、思考回路が鈍ってきたと感じたらこの仕事はやめる 。気分

を変え、半ば機械的に出来る書類の作成や資料の整理をする。 しば

らくして、また計画案の続きをや ってみて、新たな展開が生まれそ

うだったら続けるし、効果なさそうだ、ったら別のことをやる 。今週

中に計画案の確定をするというようなせっぱ詰まった状況であれ

ば、潜在意識は常に活動しており、 他のことをやりながらも計画案

は練り上げられていく 。 このようにして結局、いろいろなことを

次々にやっていくことになる 。人によっては一つひとつきちんと片

付けていかないと 気がすまないという人もいるかもしれないが、こ

れも個人差の問題であるが、いろいろなことをその時の気分に応じ

てや っていくというのが自分の性格によく合っている。

原稿も 一気に書 くということはほとんどなく、 書 きたいと感じた

ときにとりあえずどんどん書 きなぐっているという感じである 。 し

たがって、何度も構成を変えたり 書 きなおしたりとなるが、結果的
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にはこのほうが効率がよい。このようなやり方を出来るようになっ

たのもワ ープロのおかげといえる 。以前、手で書いていたときは大

変で、あった。

時間と情報にどうつきあうか

これからの時代を考えてみると、時間と上手に付き合うとい うこ

とは、情報と上手に付き合うことと 言い換えてもよいかもしれない。

設計においては単純な作業に割り当てる時間は滅り、考え、学ぶ こ

とが中心となり、そのための情報収集は欠かせない。おびただしい

量の情報が身の回りにあふれでおり 、情報収集やその整理を真剣に

考えると時聞がいくらあっても足りない。情報との付き合い方をう

まくすることが、時間を上手に使うことにつながる。これに対処す

るには、すべての情報を身に付けることは不可能でかつ意味もなく、

必要なのは物事の本質を見抜き考える力を養うことである という根

本的な認識を持つことである 。これは信念といってよいかもしれな

い。細かい知識は必要とな った状況においてから収集しても十分に

間に合い、むしろ情報のありかを知 っておく こと、それを得る方法

を持 っている こと、情報の重要度を見抜くことがより大切である 。

図 l に示したように、自分が考えるという主体の行為があってはじ

めて、情報が意味を持つからである。

終わりに

上手な時間の使い方として自分が心がけていることを書いてみた

が、せっぱ詰まった状況に追い込むという方法では、ぎすぎすとし

た毎日になってしまうと思われるかもしれない。 しかし、目標を達

してしまえばのんびりとした時間を持つこともあり、要するに、同

じ目的をいかに効率よく遂行するかということの手段であり、自分

では苦痛でもなんともない。いろいろな人に出会って話をする こと

も、いろいろな建物を見ることも大切で、これらも設計者にとって

の 「学ぶJ ことだと思っている。

(かねばこ よしはる 金箱構造設計事務所代表取締役)
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コラム

「時間J と思想

大氏正嗣

「時」 という存在 ( ? ) は遠い過去から、人間を悩まし続けてき

た。「時j とは、 「時間」とは一体何なのだろう 。

ここでは、科学 ・哲学の両面から、 「時」の存在を簡単に探って

みたし、。

時間と科学

・ 「時」を認識する (工学的アプローチ)

「時」を計測することは、 「時j と人聞がかかわるもっとも基本的

な方法である 。滋賀県の近江神宮は時計博物館を併設している 。こ

れは、天智天皇が発明したとされる時計に由来している 。 日本にお

ける最初の公式時計は、水時計であった。水や砂を流すことは、定

量的な「時間j の言| 測を可能とする。

また、 「時」の経過を認識させる最も基本的な存在は太陽である 。

その方向・高度を見ることで、正確性はともかくとして、大まかな

11時間J は理解できたであろうし、そのおおざっぱな認識でも生活

に支障を与えることはなかっただろう 。

IP時J を青j-iJl IJ できる 」 と私たちは信じている。確かに計測してい

る。 しかし、それは時の流れを見ているだけであって、それに直接

かかわることはできない。「時間」の流れを操作することは私たち

にはできないのだ。人生のやり直しはきかないし、 一度壊れたもの

を元通りにすることもできない。

H守とは、もっとも客観的な指標であり、かつ不可侵の領域に存在

する。

・ 「時」を渡る

IA寺問」を巡る哲学的議論について唯一雄かなことは、その議論

が果てしないということである 。そこで、物理的に「時間j の存在

を検証しようとした人は多い。ただ、物理的事実から言えることは、

「時間」は一方通行である という当然の事実でしかない。 しかも、

それは理論的に導かれるものではなく、経験により認知されたもの

である。

ニュートンの運動法則は、身近な落下運動から、惑星の運動 まで

ありとあらゆる運動に適用可能であるが、残念ながらそれによれば

「時間」の不可逆性を説明することはできない。

「うらしま効果j という 言葉を聞いた ことがあるだろうか。ある

いは 「双子のパラドックス」 と理解しているかも知れない。

アインシュタインは、相対性理論を生み出した。相対論は、 「時

間」 という概念が 「空間」を構成する 13 次元」と同じ「次元」を

構成していることを明磯にしている 。そして、「時間」の経過が絶

対的なものではなく、観測者の運動に相対的なものであることを示

した。すなわち、「空間j の移動と同様に「時間j の移動も可能で

あるということになる。

「双子のパラドックス」とは、双子のうちの一人が光速に近い速

度で旅行した場合に、 二人の「時間」の経ち方が異なる( 地球に残

った者が10年の時を経ていても、旅行した方の時計は 6 年しか経過

していない) ということを示す例である 。そして、相対論によれば

光速で、移動する物体においては「時間」は経過しない。すなわち、

光速よりも速いものは存在しない。

これは、運動と 「時間」の相対性を考えたとき、「時間J が逆転

することはあり得ないことを間接的に示している。

時間と哲学

・「時J を認識する (哲学的アプローチ)

計測できる「時間」ではあるが、私たち人聞が感じる「時間j は

往々にして物理的計液IJ 結果と異なる 。こうした事実は、過去から哲

学者に 「時」とは何かという問題を与え続けてきた。

人生を振り返るとき、「一瞬のことのようであった」と認識する 。

あるいは、つらい場面に出くわしたときに感じる「遅々として時聞

が進まない」という認識。人間の主観の中で、「時間」はゆがめら

れるのだろうか。

相対論にあるのと同様に、私たちの感覚の中でも「時間」や「空

間」が伸びたり縮んだりするようだ。

では、私たちは IH寺問」を何によって認識することができるのだ

ろう 。ベルクソンは、私たちが「時間」を空開化することにより認

識していると 言う。

時計が「ボン、ボン、ボン」と鐘を突いたとき、私たちが音の数

を数えようとすれば「ボン」と「ボン」の聞にスペース( 空間) を

認識している 。一方、漠然と音を聞いているときには、「ボン」と
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いう音と、スペースは淳書長一体とな って認識される。

私たちが 「 時 ＱＱＱ リを認識するということは、私たちに ￭ｉ 時Ａ日 ｉｾ ｊ を

認識させる事象が、杢IIIJ 的に位i丘を持つという訳だ。簡単に言えば、

i I時間J を流れのように理解するということになる。

例えば、へーゲlレは ir空間j とは n時II¥Jj の弛緩したtlll 象的な

形態に過ぎない」 としている。「空r: ¥JJ においては可逆が可能であ

るが、 i ll時寺引|Um川i日川lリJJ という迎続性には前後|凶則係が存在する 。すなわち、

ｩｾ 空左ｼ 川 ｩ日川 ｬリｊｊ という: : ; }点l

そして、 「現在」 という点の後ろの点集令が 「過去」であり、前の

}. ' : i :集合が 「未来」であるという訳だ。'1 '):μ まこれを 「現在本物論者」

と呼んでいる。

方、シ ェリングやハイデガーを、何ごとかの到来を待ち望んで

いる (あるいは怯えている) という 「未来本物論者j と名付けてい

る。 どちらにしても、本物のi I 時間」は 「過去」にはないというこ

とである。

しかし 「過去」は本当に流れなのだろうか。i ll 寺III1J を一本の流

れで認識することが正しいのだろうか。

. 建築にと っての 「時」とは

確かに、 「過去」はもはや過ぎてしま った 「時間j である 。すな

わち、どこにも存在しない。それでは、私たちが理解する 「時 (時

間)J という概念が、現在や未来にしか存在しないのだろうか。 し

かし、この考え方は、私たちの認識と令致しない。

私たちは、建築の経る 「時間」をどこから感じ取るのか。おそら

く、 「現在」でも 「未来J でもなく、 「過去j にMもH寺聞を感じるの

であろう 。

私たちが認識する i ll 寺rliJ J は決して符倒的な概念などではなく、
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認識された主観的な概念であると 言える 。Jl I l 論上、最も客観的であ

るはずの 「時間」 も、人IIIJ に認識されない| 浪り 具現化しない。そし

て、その具現化に際しては、人 IIIJ の主観という尺度でしか現れるこ

とはないのだ。

歴史ある建築物を 「美 しいj と感じるとき、私たちは建築の経て

きた￭ｉ時ｲＺ ｜￮ ｊ を経験や知識から想像し、芯ｾ 1床を理解し、そして心動

かされる。

この 「時l:¥j J は決して単なる流れなどではなく、 )'11床を持ってい

る。さらに、その意味は接する人によ って異な っている。

私たちが、建築の設言| において 「時間」 を埋め込もうとしても、

人の認識がなければその iI 時nl¥J J は顕花化しない。そして、建物の

経た 「時間J は、誰かに認識されたときに初めて経過する 。 i l時J

を設計するということは、 i lP.HIJ J の経過をデザインすることでは

なく、建築と人の山合いを111起することに集約される。
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トピックス l

一設計技術者のリフレッシュ時間

久 徳 敏 治

生きるということは退屈で、始まり、孤独で、終わる。それゆえ、人

が生きるためには何事かを考え出し、退屈しのぎのために諸々のシ

ステムをつくり出してきた。これは生を持続させるための基本条件

であり、生の持続は未来への期待を栄養としている。

今

それでは、人は何ゆえにリフレッシュを必要とするのでしょうか。

分かりきった話、それは生き生きとした生の持続の基本条件を満た

すための一手段になるとの考えに至るからでしょう 。その上、リフ

レッシュ に勤しむ現在も、また楽しかった過去も、 ーに生き生きし

た将来を処理するための光明を求めるがため。こう 考えるとき、矢

のように過ぎ去った過去の思い出に耽り、今また l侍の経つのも忘れ、

いろいろの趣味をリフレ ッシュの手段として勤しむのも、終局の目

的は、希望ある将来への期待に支えられている生を持続したいとい

う本能のなせる業でしょう 。この刀、l床で、過去と現在とは私たちに

とっては手段であり、まだ見ぬ将来だけが私たちの生の目的と内感

しているためでしょう 。 とかく| 時間とは不可解なものです。お硬い

前置きはこれぐらいで、退屈。

令

所詮は虚しいリフレ ッシュとなるが、今を生きなければ未来は寄

ってこない。それでは日常事としてリフレ ッシュは具体的に日常の

ルーチン ・ワークからの超越。 こと梢造設計に勤しむ技術者にと っ

ては、数字の遊びと図面からの逃避。人はそれぞれ持ち前の価値観

にしがみついて生きている。そのため、各人それぞれのリフレッシ

ュの仕方やその手段も大いに異なる。一般に手段は趣味という異名

でH千ばれ、各人、時の経つのも忘れるほど熱中する趣味の一つや一

つは持 っている 。例えばゴルフ、 ドライブ、絵に音楽、囲碁将棋、

俳話、来ては草花の成長を愛でる 一時と、日常世界が変わる| 瞬間。

Aug.1998. セントルイス・ ミズーリにて。後部席は朋友・向井久夫さん

昨今ではパソコンも、結椛l時の流れを忘れさせるほどに趣味の範暗

に参画しつつあります。

さて私はと言えば、リフレッシュの手段として下手ながらアコ ー

デイオンの手引きで古い歌謡1111を楽しみ、 J横好きの tlll絵を H普み、虚

しく| 時間を過去にたれ流し。余り深く反省もせず、気楽に過ごす こ

とに専念する昨今であります。

毎年アニュアル ・テーマを設定。今年2∞0年は “今、一 日に生き

る" を目標に、全く 1!!ti ' I 任な日々をリフレッシュのみに埋没してい

る生活です。

しかし人には持ち前のfl l I i 値観があると申しましたが、夜、はあまり

人のしないことに生き Fp斐を感じる骨人。気分転換の一例、たまに

は折り 畳み式のカヌー持参でセーヌ川に遊び、ミシシ ッピ川に浮か

び、目線を変えて心の洗濯( リフレッシュ) も試みます。 また海外

旅行も生きる粧の多くを提供する線源。旅は過去のH寺問記憶に空白

域をつくります。それをおしとどめるために紀行文を残そうとの発

想。紀行文を書 くということはとごういうことか。まずはメモありき 。

メモをとるためには、目耳を大きく聞き 、穴のあくほど見問。毎晩

その 日の感想、を反劉、記載。写真一つ撮るにしても横撮りを死守。

紀行文を校正する段階でもう 一度旅を満悦。お気に入りの写真を再

び旅を回想しながら油絵に落とす。 これで、やっとひとときの旅の完

結です。年に二 ・三回、海外に出れば、 気持ちはいつもリフレ ッシ

ュ。体力と 気力の栄養中i I i 給に大いに役立っています。

令

ここで一つ弱音の告白。少しトーンが落ちますが 。新しい分野

への挑戦として昨年 (満66歳) 、初めて運11反免許を取得、新車( ヴ

イツツ ) も購入しました。行動範囲が飛躍的に拡大し、未来が広く

開けると思い、リフレ ッシュの一手段として大きな期待。若葉と落

ち葉のツイン ・マークを付けて'Inに入 っているのはいいとして。 し

かし目下、裏目に出ています。老域に入り、体力も気力も衰えがち。

傍目ほど運転は楽なものではないことを痛感。 目はかすみ、 肩はこ

り、足は引きつり、緊張の述続。 日に lOOkmも運転すれば、翌日は

ぐったり 。車も生き物。絶えず、乗っていなければとせっつかれ、 気

の重たい日々を経験。 これではアンチ ・リフレ ッシュの悪夢に悩ま

される昨今です。老いてからの挑戦のむつかしさを痛いほど体験し

ています。

それでも夢は持ちつづけること、未来に生きるための夢を。いず

れ数年のうちにレンタ ・カーでローマからパリまで走破しようと胸

を膨らませて。

( ひきとく としはる 株式会社竹' 1 ' 工務応顧問J )
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トピックス 2

仁徳天皇陵がつくられた時聞の意味

林 章

古代文明に共通する巨大建造物

かつて世界史上、各地で共通するように“ E 大さ. を指向した建

造物がつくられている。地球上のそれぞれの地で、古代の| 羽が薄れ、

文明の明るみがさしはじめた時、忽然と巨大な建造物が現れるので

ある。あたかも、そんなビッグプロジ、ェクトが、新しい 11寺代を生み

おとしたかのように。

それはあのエジプ卜の巨大ピラミッド 1であり、古代中国の秦の

始皇帝陵や万里の長城刊であり、中米はマヤ文明の最大のや11殿ピラ

ミッド H であり、地球上のあらゆる古代文明の雌立期に同様の現れ

方をするのである。

そして、このことは日本でも例外で、はなかった。 日本という国が

誕生しようとする動乱の 5 世紀に仁徳天皇陵・ 1が建設されているの

である。一一これはいったい何事であるのだろうか。

日11 *  1  紀元前2ぽ均年はじめ、上ナイルと下ナイルを初めて一つに統合したジュセ

ル王のために最初Jのピラミッドは築かれた。

*  Ｒ それまで六 ｬ 到に分かれて対立していた ＧＱ ＧＱ ｝Ｈ Ｑ で、 ｾｊ ニ 初めて 一 同に統 ー した

4告の始皇帝によって、最初j の長減が建設された。

*  3最大のものは、あの文IYI を聞いたク ック= モ初代王のために 5 世紀につく

られている。

*  4大山，. Iitfi 。第卜六代仁徳天皇の境と伝えられ、大阪府堺市東郊の百舌μ 古

墳 llt に今もある。

仁徳天皇陵とは

この巨大な前方後円墳は、世界ーの規模を誇るという 。直径245

Ｑｺ の円墳音 ＱＱ の頂きは高さ ＳＰｾ［［Ｚ 、主 ｩｍｉ の長さは ＴＷＵｾ ［［Ｚ に達し、 三 重の

捺に囲まれて、底面fi't 10万3410平方はという壮大なスケールは確か

に先のピラミッドや秦の始皇帝| 凌を凌ぐ。

私どもの試算・ 5では、全土量は140万6000立方はにものぼり、圧

倒的である・ 6。築造されたのが 5 世紀。 まだこの| 時代のことはほと

んとや分かつておらず、“ 謎の世紀" と専門家も呼ぶ| 時代である 。 日

本側にほとんど記録が残されていない反而、中匡|や朝鮮半島側の文

献などにさかんに登場し、さらにこの古墳のような驚くべき存在が

厳然とあって、分からないことばかりなのである 。 しかし、 この折

に日本が事笑上の統ーを見たとする見解は多い。

往時、世界史レベルではほとんど顧みられることもない、極東の

一島艇に、世界水準の規模のとんでもないものがちゃんとあるので

ある 。このことが何を意味するのか、いわばこのような巨大古墳が

なぜつくられたのか、仮説の域を出ないが、建設を知る者の立場か

ら見解を述べてみたい。それは歴史を争うものではなく、建設とい

註1 *  Ｕ 各他は、宮内庁ｾＺ陵部所包の笑ｩｊｬ ｬｊ 図より採 っ た 。

*  6羽曳野市にある仁徳帝の父である応布1I 天皇のl凌は手而般において若干狭い

が、おきがさらに向く全土s143万4(別 立 方tz であり、さらに大きいとも

いえる。
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う業にいま携わる者から見たら、この仁徳天皇| 凌がどのように見え

るかという視点なのである。

工期 15年8力月

その工事は、きわめて周到な平而計画やtJI 水計画そして叡智のも

とになされたことは自明であるが、状況や経緯の詳細は省かせても

らい結論を述べると、この墳墓を築くのに工期が15年8 ヵ月を要し、

作業員の延べ員数は6807] 7000人にのぼったと試算できる 。 ピーク

H寺の作業員数は2C別人/ 日にもなったはずである。

さらに埴輪などの製作に参加した技工者なども 500人は必要であ

ったはずだ。 さらにさらに鋤や鍬や天秤棒、モッコ等々をつくり、

直し、補給する人間も必要で、あっただろう 。また、技術指導や専門

技能者も相当員数いたと考えてよい。それらも含めるとこの建設全

体で参加者は3C削人近くにもなっただろう 。

そればかりではない。これら大集団に食事を供給しなければなら

ない。これほどの員数の食粉となると、膨大な量や種類が安定的に

確保され、搬送 ・集荷され、調理され配給されなければならない。

すなわち 、こ の墳墓を造る工事に参加したのは3000人であるが、

それを支える" 後備え" としてほぼ同じほどの人々もまたここに居

たはずである 。 結局 こ の場所に 一 時に Ｕ ＰＰＰ ｾＶ Ｐ ∞ 人もが滞在し、 Ｑ Ｕ

年 8 ヵ月という時間をかけてはじめてこれだけの巨大な建造物が完

成するのである。

1日に5000人の労働力

これらおびただしいエネルギーの投入をみて、それが古代の無知

が生み出した膨大な浪費と思う人がいても無理からぬことであり、

またある人は、ご く少数の支配者のために無事の奴姉たちが鞭打た

れながら過酷な労働を強いられたという古代のイメ ージを持つかも

しれない。ーーはたして、そうだろうか。

1 日に5∞0人。現代の工事現場の所長でも頭をかかえてしまうほ

どの大員数である 。1wi 秩序に1nf，計画にこれだけの人々を働かせるの

は不可能である。そこにはすでにシステム 化された組織工学の芽が

できていたとも想定できる。 しかし、これだけの員数を、 一部の集

落から集めたら 、当時すでに農相ーが始まっていたから、ただちにそ

の村々の経営は成り立たなくなる。 いくら古代でも 、生産性を無視

したと考えるのは不自然だろう 。

だからここでは、当時に仁徳天皇の勢力の及ぶ限りの版図から、

少しずつ人が集められたと考えられる。相当の人々を集めることが

可能であったろう 。それは兵員たちで、あったかもしれない。

古代に統一国家が形成される前は、どこの社会でもいくつかの部
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む1三極天皇陵。金工期は15年 8 ヵ月にわた る

族集団に分かれ、互いに戦っていたものだ。それがいったん統ーさ

れると、突然に平和がやってくる。 もともと戦争ができたというこ

とは、それに消費するだけの余剰側値があったということに外なら

ない。その余剰が、平和になると途端に労働力や生産物として余っ

てくる。その余ったエネルギーが、このような巨大建設に向けられ

たと考えられるのである 。

全国かう集まる人びと

i J j :せて、ここで考えざるを得ないのは、仁徳天皇が、自分がこの

国を統ー したあるいはこの国の大王であることを、どうやって全国

の人々にま[1らせたのかということである 。新聞もテレビももちろん

ｾｈｦ ｩ い 判 。 数限りの兵隊を版図中に派遣してま｛Ｑらせても、兵隊が去っ

てしまえば、人々は忘れてしまう 。恒常的かつ平面的に全国に分散

する人々に周知させ、戦うことを止めさせ、税のたぐいを自分の下

へ集めるようにするために、当時できることは多くない。

すなわち、税の一種として、各集落に人口に比例して労働力を出

させたと仮説できる 。15、 6 から35、 6 歳までくらいの男子だろう

か、 北は関東から 、南は壱11皮・対馬の烏昔日を含む九州各地までの勢

力の及んだ限りの村々から人を集め、2∞0人から5∞o人に達するの

はむつかしくない。

速く地方から来る者が働き手であれば、妻や子、老いた父母も連

れてきたかもしれない。人が集まるから物売りや食べ物も商われた

だろう 。博打打ちの ようなたぐいも来るだろう 。人や物が、さらに

人や物を 11手ぶのは今も昔も同じである 。このようにして、この地に

は築造関係者に倍する 人が集まったとも想定できるのである。

ｾ￬ ｬ＠ *  7後代の江戸期、悪法として名ZEJj かった" 生類憐れみの令 "(1685)は、五代

将軍綱吉が没すると阿 l時に廃止されたが、その後 5年たっても周知せず、

地方ではなおこの法に従って、捕縛されたり、処{iil される者が後をたたな

かっ たといわれる。

大交流する人と物と新思想

そこではどういう事態が発生するだろうか。

九州の阿蘇の山沿いに生まれ育った者が、富士山の麓から来た者

と出会い、火を噴く 山の自慢話をし合ったかもしれない。土佐の浜

辺から来た男が、汐を吹く 小山のような魚の話をすれば、日本ア ル

プスの山襲から出て来た男は、村・ごと埋め尽くす大雪の話をしたり 。

本来なら出会う ことのない人間どうしが出会い、知りえない情報と

出合う 。それが、初めて一つの固に統合されたことの、最初の姿で

あるだろう 。

当時のあらゆる階層や職掌の人間や大量で各種の物資が、かつて

ないほどここに集まったにちがいない。そこでは相まみえるはずの

なかった思想や価値観、行動様式が出合い、新しい思想を醸成した

とも考えられる 。北| 径の人間も、関東も、四国や九州の人1 I.¥j も、み

んな同じ図の人 1/ 1 ] である、と 。それ以上に大事なことも発生する 。

ここで数年似Jいた若者が、信濃で織られた布、新潟で加工された玉

を土産に、例えば九州のー| 料へ持ち帰る。もちろん逆の流れもある。

こうして珍しい文物、ひいては思想や無形のものが交流する。全国

から集ま ったものが、 全国へ散っていく 。

さらに想像をふくらませれば、ここへ来て働くことが、地方の若

者のあこがれとなったかもしれない。ここ で数年働いてまた自分の

村へもどっていく 。さまざまな習俗や知識、さらにこの造営で身に

つけた当H寺最新の技術とともに。それらは、当 11寺の最先端の常識や

テクノロジーとして各地に定着し、以後に引き継がれていく 。斜面

の角度のつけ方や土を掘り、水を御す技術や道具が、- * 固からブL1十|

にいたるまで、 全国同ーのものとして持ち帰られる 。越の国で掘る

構と同じ掘り方が、 吉備lで、も種子島でも行われるのである。

時代を転回させる装置

人と 物と知識が大潮流のように集中し、交じり合い、拡散し続け

た15年余で、あ っただろう 。

このことは、 他のどんな方法をもってするよりも、強力に、円滑

に、確実に、それまで平面的かつ分散的であ った各地域の人的、物

的関係を一つ に統合し、いわゆる国家的構造へ変質させ、再構築を

可能にしたはずである 。平安期に入っても、まだ地方へ離れれば、

個人や地域を一つのまとま った国家単位の 1:1" へ組み入れる思想はま

だまだ、希薄で、あ ったが、それよりずっと 以前の時代なのである。

すなわち、このような巨大工事をともなうものは、 一方的な収奪

ではなく、かつてない範囲から人々を集め、かつてない長い時間を

かけざるを符なかったからこそ、それまで、なかなか失われずにいた

部族連合体としての立識を、 一挙に確固たる統一国家としての民衆

の意識へi低回させる役割を果たしたと考えられるのである。

一一これが、古代に世界中に巨大建造物が等 しく出現するメカニ

ズムの本質であると考える。それは、相対 的に巨大であ ったばかり

でなく、 時代 を大きく 回転させるためになくてはならない装置と

して、巨大であったのだ。この仁徳天皇陵の壮大な日みを仰 ぎ見た

往時の人たちは、さらに巨大なものも同時に見ていたのである。

参考図性脚立林組 P R誌 『剰 IJ 大林J Na20  r王陵j

(はやし あきら株式会社大林組l広報宅部長)
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トピックス 3

定礎の起源一時聞を刻む-

渡 j昼

わが国で、は、木造の建築に「練中LJ が、鉄骨椛造や鉄筋コンクリ

ート椛造の建築に 「定礎J が、それぞれ儀式を ともなって取り付け

られ、その建築が il 時間を刻むJ 始点を明示するものとなっている。

「棟札」の起源は、先学の研究によ って明らかにされている山が、

「定礎」の起源について研究されたものは、あまり目にしない。

わが国における「定閲

「定礎J と漢字で表記することばが、いつごろから出現している

のか、日本の中世文書を中心に建築生産史の研究を精力的に展開し

ている建築史研究者に聞いたところ、 「中世文{立では見たことがな

い。近世文告にもないのではないかJ との返事で・あった。

「定礎」に| 刻しては、建築儀式のひとつである 「定礎式」の説明

の中に記載される場合が多い Jt. l 。花筒岩などに 「定礎」の文字と年

号( あるいは西暦年) を刻み、ビルの玄関付近などに埋め込む儀式

が「定礎式」であり、埋め込むものが 「定礎」である 。日本の近代

建築を長年研究してきた建築史研究者に聞いたところ、このような

「定礎」を「明治建築では見たことがない」との返事で、あっ た山。

以上より、わが国における「定礎J の起源は、 20世紀前半ごろと

考えられる制。

ヨーロッパにおける"Corner-stone"

ヨーロ ッパにおけるがR瓦造建築や石造建築の工事では、基準とな

る基礎石を附に据えることが、工程上、重要な意味をもっ。この基

準となる石を“ Corner-stone" ( 附石) あるいは“ The head of the 

corner" (かしら石) という 。この石を据える儀式が “Corner-stone

laying ceremony" で、聖書な どのキリスト教文献やゲーテの著作な

どに記述されている証5 0

この儀式を、日本の文献で 「定礎式j と訳している 。ただ、この

場合の「定礎 ｪ にあたる ｩ ｬ ｉｉｊｾ 石 」ゃ「 かしら石 」 に、西暦年などが

刻まれているのか、刻まれているとすれば最古のものはいつか等々、

ヨーロ ッパにおける「定礎J の起源も 、現時点では不明である韮6。

ヨ一口ッ八建築の源流における「定礎式」

ヨーロ ッパ建築の源流のひとつであるエジプ トにおいては、 「定

礎式j の古い記録として、第 2 王朝時代 ・ヒエラコンポリスの花樹

岩製布11嗣の外壁に捕かれた浮き彫りがあり、それと同じ描写を末期

王朝時代にな っても見る ことができる並7。

約48∞年前の「定礎式j は、次のように行われた。

①夜間、王はトト布11の指示通り、星の助けによって、科l殿の四 |羽

( 建築の方位) を定める 。②セシャト女神の助けの下に、「杭打ち」

40 迎援と社会 ・20∞10

E I  

日日

や「純張り」によって、和Ilt或を定める。①王が、基礎を据えるため

の穴を掘る「鍬入れ式j を行い、そこに清浄の象徴である白い砂を

詰める。 @これから建てられるや11殿の四闘に、| 偶石の犠牲を供物と

共に埋める。①ナイルの泥に乳香を混ぜて煉瓦をつくり、基礎の凶

|特に置く (このが11瓦は、エジプ卜の煉瓦造建築の古い時代から伝わ

る慣習が残ったものとれられる ) 0 !円 Il *'93，100舗 の 基

これらの 「定礎式J の後に、基礎石 1/1 JI  I  I  準を定める道具

が据えられた制。

この事例によ って、 エジプト ・第 2

占 ii 現時代には、かなり整備された形式

の「定礎式j が行われていたことを知

ることができる 。ここで据えられた隅左より

(ヱジプト )

I  r技術の歴史第 2巻』

石を「定礎」と考えるなら起源は、約垂直を定める道具( サゲフリ)

水平を定める道具( ミズハカリ)

4叙均年前までさかのぼることになる n9。 紅角を定める道具( カネ)

定礎は建築の始まりとともに

石造よりも古い起源をもっ煉瓦造の建築まで含めると、建築の方

位や基礎部分の水平を定める定礎式にあたる儀式は、数千年前のメ

ソポタミアやエジプトで行われていたと推定される。

「定礎の起源J は建築の始まりとともにある、ということができ

るのではないだろうか。

31 1:文I猷( 1) 旬明書平左エ門 『建築の儀式j 彰国社、 1959年

設2文献 (2) 若林嘉津雄 『建築式典の実際j 学芸出版社、1982年

註 3 根拠は示されていないが、「明治末年頃」と記述した文献もある。文献 (2)

註 4 わが国における「練中U の，包淑は、 12 m紀にさかのぼる。文献( 1) 。現存

遺構を対象に 「定礎J の起源を明確にし、その出現の背景や意義を考察す

ることは、建築史研究の ｩｬｬｾ なテーマと考えられる 。

注 5 文献 (3) 滝沢真弓 u山鎖祭 定礎式J r建築もののはじめ考j 大阪建設業

協会、 1973年

J:}: 6 ドイツやフランスなどに多く残る伝統的木造建築では、正而入口上方の桁

材などに西暦年が京1) まれた仲1)が多く見られる。これも、それぞれの建築の

111寺|問を刻む」始点を表示したものということができる。

註 7 文献 ( 4) シートン ロイド、ハンス・ヴオルフガング ・ミュラー( 繍内消

治訳) rエジプト・メソポタミア建築/ 図説世界建築史・第 2巻』本の友

社、 1997年

註 8主体梢造部の材質が何であれ、一定規模以上の建造物の場合、基礎部分の

水平を定めることをはじめ、垂直や直角などの基準を定める道具は、不可

欠であ ったと考えられる( 上図参! ! 日) 、文献 (5) 。約150年前のイギリスにお

ける 「定礎式j でも、恭準を定める道具を用いて儀式が行われた。文献 (3) 。

文献 (5) シートン ・ロイド( 小林文次訳) ["煉瓦造りと石造の建物J r技術

の歴史・第 2巻j f刈禁3 房、 1978年

設9 ヨーロッパ建築のいまひとつの糠流、メソポタミアの建築の場合、約49∞

年前のカフジャ桁円神殿において、深さ 7m以上の砂地業をした上に、基

礎がつくられた事例がある。文献 (6) 。

文献 (6) 小林文次 『建築の誕生ーメソポヲミアにおける古拙建築の成立と

展開- J 相模百万i、1959年

(わたなべ あきら 財団法人竹中大工道具館学芸課長、 工学問士)
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大正 6年 3月に誕生した日本主tt 築協会

( 当時 ・関西建築協会) の、機関誌は

大正 6年 9 1' 1に「関西正l ! 築協会事fi 誌J

と題して創刊された。大正 8年に 「日

本鐙築協会雑誌J 、さらに l 年後には

m築と社会」と 改題し、今日に至っ

ている 。

取り上げてきた特集テーマは下記のと

おりで、パックナンパー購入希望は、

日本ill 築協会事務局 ( TEL 06- 6348-

0635、 FAX 06- 6348- 0634) まで。

販売価絡は12∞円( 送料 ・消費税含) 。
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指定確認検査機関の開設

栗岡由樹

樹榊戸市防災安全公社建築事務課長

坂中信隆

尉!大阪市建築妓術協会確認検査課主査
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l 確認検査業務の実施状況

大阪市の指定確認検査機関

「建築確認検査センタ- J

確認の実施状況は上表のとおりである 。

確認の処理日数( 消防同意に要する日数を含む) は、法第 6条第

l 号~第 3 号によるものについては平均9.2日 ( 5階以上のものに

ついては平均17.1日) 、第 4 号によるものについては平均4.5日と、

迅速な業務遂行に努めている 。

また、当 センターへ申請されるものについては事前相談等に応じ

ており、その結果、申訪時にはより迅速に確認できている 。

中間 ・完了検査については、当センターで確認したものについて

のみ行うものとしているため、 8 月16日現在では対象となる物件は

ない。

平成10年 6月、建築基準法の大改正が行われ、行政と民間との役

割分担が大きく見直されることになった。つまり、建築確認検査業

務の民11. i l l J f I欣である。このことにより、通常の確認検査業務は民IIll

に任せ、行政は、啓発誘導 - 監察など法の実効性の確保に重点を

世くことで、より効率的・効果的な執行体lhllの雌立が可能となった。

財団法人大阪 ｲｬ￯ｾ 築技術協 会は、大阪 市及び大阪市ｼ業胞団体の施

設の挫ｾ ｩＱ ｪｪ 呆 全、好ましい 市民生活環境の形成、市民の利便惟進を医

るほか、建築技術向上に必要な諸事業を行うことにより、 i'l' i民福祉

の判的進に寄与することを目的として、昭和56年 7 月に設立された大

阪市の外郭団体である 。

当協会は、建築確認検査業務が自 らのもつ建築知識 - 技術・中三

公平性、さらには市民福祉の増進という設立目的に沿ったものであ

ると判断し、平成12年 6 月29日より業務を IJ 似合した。

法

令

コ

ー

ナ

ー

業務を I}日始したばかりで、 問題点、課題を多く抱えているが、今

後とも京IJ 意工夫 ・業務改善の努力はもとより、市民 ・業界関係者か

らの信頼を得るためにも公平中立の立場を賞き、的確 ・親切 ・スピ

ーディな業務遂行に努めていく思いである 。

また、この建築確認検査業務を通じて、建築基準法という建築ル

ールの社会へのより - Jf1の浸透や、「安全で安心なまちづくり J と

L 、うフレーズもあるように、消費者が安心して購入 ・売買 ・生活で

きる建築社会 ・ま ちづくりに貢献できれば幸いである 。

最後に、関係団体 ・業界のみなさまからのご指導、ご鞭控をお願

いして、建築確認検査センターの紹介をおわりたい。

( さかなかのぶたか)

l 今後の課題と目標

確認受付件数については、まだまだ不十分であるものの、少しず

つ上向いてきており、対象建築物の拡大も検討している 。 しかし、

検査、とりわけ中間検査は現H寺点では未知である 。

大阪市では今年の 5 月から中閲検査申11度が実施されているが、工

事監理の不十分さが問題視されており、 「建築と社会J 2000年 7 月

号「指定確認検査機関の運蛍状況と今後の諜題j 中でも多くの指定

確認検査機関がこの点について指摘している 。

常に採算性が追求される民問機関としては、手直し検査で二度、

三度と現場に足を運ばなければならないことになれば大きな問題で

ある 。

今後は行政に妥諮・協力しながら、工事監理の重要性について普

及啓発活動を行うなど、全体的な建築技術を向上させる取り組みが

必要で、あろう 。

また、今年秋より新築住宅の性能評価制度が開始されようとして

いるが、当協会においても指定性能評価機関 としての指定を受ける

ことについて、今後検討していきた L、。

l おわりに

l 業務概要

対象住築物Jや業務範囲等は、次のとおりである 。

{業務区域〉大阪市内全域

{業務範囲〉

①建築確認、中間検査及び完了

検査

②住宅金融公庫融資住宅の設言|

審査、現場審査

〈対象辿築物等〉

( 1 ) 挫錠物( 高さ 31m以下で、次に示すもの)

①共同住宅

a 公庫融資及び大| 奴rl1融資等の共同住宅( 他用途併用を含む)

b. 500m'を超え 5000m'以下の共同住宅( ワンルーム協議対象を除く、

11絡部分の他用途併用を含む)

c 工業化認定等の共同住宅

d. 500111' をA忍える分譲の共同住宅( ワンルーム協議対象を除く、 他

用途f)f.J刊を含む)

②戸建て住宅、長屋住宅

a. 公庫融資及び大阪市融資等の戸建て住宅及び長居住宅 (4号を含む)

b.法第 6条第 2号、第 3号の工業化認定等の住宅

C. 2階佳ての非木造の住宅

③住宅以外の 4号建築物

(2) 上記建築物に設置される昇降機、

{ 業務を行う場所・時間〉

場所/ G柑d仮市建築技術協会

大阪市中央区北浜 3丁目 2- 24

作物

建築確認検査センター

北沢ビル 51街

T EL. 06- 4707- 1188 FAX. 06- 4707- 0088 

時間/ 午前 9 時一午後 5H寺30分( 受付は 4 時まで)

休日 / 土眼目. 1: 111程日及び祝休日、 12月29日~翌年の l 丹3 日

〈手数料〉 大阪市と同額

也築と社会 ・2000.1042 
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神戸市の指定確認検査機関

「神戸市すまいの安心支援センター」
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l 執行体制( 指定機関業務)

指定機関業務は、建築事務謀、審査謀、検査謀、性能評価諜の 4

5県休日jll で、常勤職員は、担当理事以下、神戸市からの派遣臓員、そ

の他職員合計 15名で行う 。

非常勤職員は、 一級建築士で、5年以上の実務経験を有する者を一

般公募し、選考試験により検査補助員として採用した。検査補助員

は、通常は建築事務所等で業務を行いながら、センターからの指示

に応じて検査補助業務を行う 。

センターでは、検査補助員を、建築基準適合判定資格者として養

成していく役割も担って Lミく 。

l サービス展開について

指定機関業務の立ち上がり段階においては、住宅系を中心とした

業務を進める 。特に、 「住情報関連部門」 と連携しながら、住宅性

能表示制度や住宅性能保証制度の趣旨や内容について、セミナーを

開催するなど、広く市民への広報に努める必要があると考えている 。

また、現在のところ、神戸市では対象となっていない木造 2階建

住宅の中間検査についても、施主等に自主的な検査を促し、任意の

中間検査1J j 1J / 亙として、安心できるすまいづくりを支援していきた L ミ。

さらに、建築確認の事前申請等についても、センターで一括受け

付ーけするなど、申請者の負担をできる |喫り軽減するとともに、審

査 ・検査のスピードアップを図り、 利用しやすいセンターとしたい。

以上、安全で安心できるすまいづくりは、被災都市としての責務

であり、センターとしても、神戸のまちに、良質な住宅ストックが

形成されるよう支援していきた L、 よしき )

現地調査のための専門家派遣

②情報提供

・4歩ryfLIニ情報や行政情報の侃供

- 市民が建築士 ・建設業者を選択する際の参考資料の提供

③普及 - 啓発

・セミナーやイベントの開催

・ホームページ・ライブラリー等、すまいに関する知識の普及

①業務場所/ サンパル 41指- 神戸市中央区雲井通 5 - 3 - 1

②業務|時間/ 午前 9 11寺~午後 5 11寺

③休日/ 日眼目、祝日、年末年始

@TEL 078- 291- 1119  

震災では多くの住宅が滅失し、尊い命が失われた。被害を大きく

した要因として、構造上の欠陥、無計画な増改築や違法建築などが

指摘され、住宅の安全性向上と適正な維持管理の重要性が再認識さ

れた。

また、国レベルでは、震災後、建築基準法の改正( 平成10年 6月) 、

住宅の品質確保の促進等に関する法律( 平成11年 6 月) の制定など、

良質な住宅を安心して取得できる住宅市場の条件整備が進められ

( くりおか

FAX 078- 291- 1118  

l 執務概要( 指定機関業務)

た。

神戸市では、これらの動向を踏まえて、平成11年11月、 「神戸市

すまい審議会住生活部会報告」で、今後の市民支援のあり方として、

住宅の安全と市民の安心を実現するため、分かりやすくアクセスし

やすいワンストップの総合拠点が必要であるとの指摘を受け、セン

ターの枠組みを検討してきたが、平成12年1M I 1 日、 「神戸市すま

いの安心支援センターJ ( 以下 「センター j という ) として、 三宮

中心部のサンパル 4階に、オープンした。

l センターの業務内容

とのセンターは、すまいに関する多様な機能を l カ所に集め、市

民が安全で安心なすまいを得るためのサポートを行う、ワンスト ッ

プの総合拠点を目指す。

業務の柱は、( 1 ) 良質なすまいの選択・供給を支援する機能 -

「指定機関業務」 と、 (2 ) すまいに関する多様な情報の受発信 ・す

まいにかかわる各種団体の活動やネ ッ トワークの核となる機能 '

「住情報関連業務J の 2本である 。

なお、 「指定機関業務」は 「側?神戸市防災安全公社」が担い、 ff主

情報関連業務」は 「神戸市住宅供給公社」が担い、 二つの法人が同

一場所で相互に連携しながら業務を一体的に行う 。

(1) 指定機関業務

①確認検査業務

建築基滋法に基づく指定限認検査機関として、神戸市内を対象に

すべての建築物等の建築確認、中間検査及び完了検査を行う 。

②住宅金融公庫業務

住宅金融公庫法に基づく資金の貸付にかかる住宅について、設計

審査、工事審査を行う 。

③住宅性能評価業務

住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく指定住宅性能評価

機関として、神戸市内の新築住宅の設計住宅性能評価li及び建設住宅

性能評価を行う 。

④住宅性能保証業務

住宅の構造上重要な部分の1関白に関する保剖ーや工事完成前の業者

倒産に備えた保証に関する事務を行う 。

(2) 住情報関連業務

①相談業務

・法手ｾ ・ 建築 ・ 資金計画等様々な相談
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月日新空港国内線旅客ターミナルビル( 写真， ) は、 [EI ターミナル

ビルの南1J!1J、約 11ml のところに位置する 。空港機能の拡張性に配

慮、したリニアタイプの平而配置を計画の基本理念とし、メインター

ミナルビルと 北、南の両フィンガ一棟とで建物j全体を桝成している 。

また、ダフマルテ、ッキによって各|街の明快な機能分離を図り、 3層

からなるコンセッションを吹抜けと回避動線により結ぶ、多目的ホ

ールを有しているのが特徴である 。

構

造

の

頁

写真 1 ターミナルビル外観

l 建物概要

規桜は、メイン 表 1 建物概要

ターミナルビルが| 珪砂q名林郎防空港国内品剣j長答: ターミナルピル

ｼ所在地 ｹ ｬ｛ Ｇ縦 ｾｍｽｉｉ 覇市鋭水 ＱＵｍ 在地
地下 l 階、地上 5 I  

| 住 築 主 H附l空浴ビルデ ィング附

階建、粁高24加 5111、1m 途空港旅客ターミナルビル

最高高さ 33.9111で、 | 設計脱出 安 Ｇｾ ｉ Ｇ . 宮平設計共同企業体

| 施 工 背 ( 建築北工区) Ｑ 重Ａ場経 ｬ ・ 大成主ｾ設 ・
一方のフィンガー |

|  大米主ｾ設 Ｎ f中本工業 ・善太郎従小f

事ｾは地上 Ｒ 階建でＨ主ｾ築商工区Ｉ大城組 ・ 三 ＩｉＧｾ 設 ・

船

舶

数

さ

面

而

布

設

床

物

建

延

階

佳

一

向

、
川

夕

方

伽

ン

立

ロ

イ

レ

ン

j

T

 

メ

ビ

υ

。

ル
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ミ

は

日航建設・大普建設・J l r開発JV

30，369.19111'  

77，713.80 111'  

地上 51'皆、地下 l 階、 J:ftJ:語 l 附

24.805m 

の長さが348.0111、Y

方向( 基本スパン 14.4111) の長さが57.6111の平面規模をもっ。一方フ

ィンガ一枚はX方向の長さが33. 6m、Y方向は約144mとな っている 。

基本グリッドは12.0X 12. 0m、10. 8111で、計画した。表 1 に建物概要を

示す。

l 構造計画

. 塩害対策

① 

⑥ 

A 場町1ちR C柱

PCaPC大梁

那 覇 空 港 国 内 線 旅 客 タ ー ミ ナ ル ビ ル ー構造上の工夫一

山浦晋弘

側安井建築設計事務所構造部統括主任、工学修士

和l' 純県は高hTi 多湿の亜熱干11; 地域に属し、四方を海で固まれている

ため、世界的にも有数の塩害地域である 。

開放的でフレキシビリテ ィに富む快適な内部空間を実現し、かつ

泊 客に強 ｌ 、 ｾＧ￭ ｬＧｩ造体として耐久性を縦保するために、 プレキャストプ

レストレス卜コンクリート( 以下、 PCaPC) 工 ・構法を採用してい

る。また、高強度コンクリートを使用し、柱のかぶりコンクリート

を通常より大きく確保するなどの配慮、を行った。一方、外部に面す

るコンクリー卜にはアクリル系防水劉院を施したほか、金属部を外

部に露出させないディテールを採用した。

. ノー・エキス" ンションジョイン卜

メインターミナルビルの上部構造はy( 短辺) 方向をプレストレス

トコンクリー卜 (PC) 造とし、 X方向を鉄筋コン クリート造としてい

る。これらの梁および、床版をPCaI:t 11材とすることによって、乾燥収

縮やクリープによる収縮ひずみを低減させ、 348. 0mX57. 6mの長大

な平面規模の建物をエキスパンションジ ョイントなしで計画した。

図 1 にキープランを示す。

一方、地下部分はRC造であり、床版に一昔[1オムニア版を用いた

ほかは現場打 ちとなるため、ターミナルビル本館の中央部に l隔

600mm - 1，400mmの収縮帯を設けて、躯体の乾燥収縮による応力を低

減させた。l附:市千ff の放置WI聞は、工程の11，リ約により 1[渚コンクリー

卜打設後約 3カJ =J としている 。 また、収縮帯部分の l 階梁の主筋重

ね継手音[1にマーキングをすることで姻体の収縮量を計測した結果、

この期間の収縮量は全体で約 7mmとなった。

. PCaPC工・ 構法

1  - 5 [糖までの地上躯休部分は、

① l 問分のRC造柱を、梁下まで場所打ちコンクリー卜工法で構築

する 。

②型枠撤去後、その柱頭部にPCa梁を架設する 。

③ さらに小梁 ・! 禾版など‘ のPCaf41i材を架設する 。

④上端筋および 2次PCケーブルを配置後、 IおTfr打ちトッピングコ

ンクリー卜をn設する 。

⑤所定のコンクリー卜強度が発現した後、ポストテンション方式に

よりプレストレスを導入し、 一体化を行う 。

の手)1闘を各層繰り返していく積層工法を採用した。

・大屋根アーチ梁 (写真 2 、 3)  

航空機の翼をイメージした大屋根の梁( 図 2 ) は、複数の曲線を

組み合わせ、経iZ化を図るために梁せい約1，500- 2，800mm、梁ウェ

フ、|陥250mmのスレンダーな断面とした 。そして、 PC圧着接合工法に

より 一体化した梁を 2本 l 組の組み梁( ダブルガーダー) 形式とし、

その聞をトップライトの組み込みスペースに利用している 。この屋

一 根梁は 2本 l 組の組み柱( ダ

ＮＴ ｐｦ｡ｾ ｩ ｾ 大 Ｑ 梁 ，Ｔ ， ｐｃｦｐｃ ｻｊ 、 染ｉｩｦ ＺＧｃ 合成スフマ ブルコラム) で支持させた 。

聾;lj HfιI 瞳
I  I  I  I  I  VI 1  L 人 i J ; 人__，__/ 川 ' ' lf¥11.1 

11111;.-iH11H11 詞 J ill :J
品目:二 11  ‘  }  ，" - .'11  !  !  E  

構造骨組パースを 図 3 に示

す。とれらの柱には高強度せ

ん断補強筋を採用し、靭性の。

@EL - j  ;ー;.....;. .J!:3 円Tf1 !  !! :  :  !  !1  1  1  :  j  j| j  i  ， :  ・ 確保を図っている 。 また、ア

12000 

1Pι 』 ι ι 1"  :  山口 l  ーチ梁は長さが40m(28.8叶

⑧⑨③③⑧③⑧③⑧⑧⑩⑪⑫⑬⑪｀｀｀⑬｀Ｉ｀ｉ⑪ ｀￸ｾ￸￸｀ ⑧｀＠ 片持ち1 O.8m) で約140tの重量

図 1 キープラン
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写真 2 3階チケ ッ トロビー (施工中)

。

図 2 大屋根ア ーチ梁

(架設場所へ場内運搬)

写真 3 3階チケ ッ トロビー (竣工後)

構造骨組パース

図 5

大屋根ア ーチ梁の

架 設 @ ⑤ 。⑨ ⑤ ① ⑥ ⑪ ① 

図 4

の 4 セグメントに分割してサイト工場で製作し、現場へ搬入した。

との セグメン 卜どおしを現場で緊張緩合( フラ ッシュジ ョイント)

して一体化 (図 4) し、 2 ブロ ックにして錫重 ・架設した後、最終

緊張により柱と 一体化 した。なお、屋根スラブには、軽量化を図る

ため板厚300mm、板幅2，400mm、長さ約10mのフ。レテンション方式の

DT版を{史周している 。

. P C定着工法

今回PC建築用に、新たに改良したディビダーグ ・ストランド工

法シ ステムを採用し た。コンパク トで高性能な鉱物製で、独自のジ

ャッ キによる緊張 ・定着 ・自j ] JJJ f9l (o撲の一指施工により、 施工効率が

向上する 。

施工にあた っては、定者体総桁試験により定着具の健全性を確認

している 。

l 現地の特殊事情

こうした大規模なPCa化T' lT - に対し、県内のプレコン工JJ;j では20t

を超える部材の製作ができないため、四 ｾ ｉ 奇にサイト製作工場を造 っ

て対応したほか、プレテン ショ ン部材である床版についても、福岡

県内など 4 工場で製作し、海 t愉送した。

また 、!j[面体工事中にメインターミナルのがl而に I句集道路が施工さ

れる乙とが設計当初から予定されており、道路外部からのPC部材

の架設が不可能であ った。そのため、クレーン走行路を辿物内部の

ａ Ｍ ｃ 通 り 聞 に設け、この ｼ川 の Ｒ 、 Ｓ Ｑ ｾ ｾ の躯 体 を大 ｊ ｅ 仮 処設後に ｉ Ｏ ｴＡｩ

工する言|画( 図 5 ) で設計を行 った。あと 施工で、は、 2次ケーブル

により柱梁を圧者接合することで対応して L唱 。

( やま うら のぶひろ)
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バイオによる燃料電池発電

301 設備の頁ｾ ｛＠ 東郷芳孝

鹿島建訟株エンジニアリング本部メタクレス控進室担当部長

l システムの概要

したが、生ごみ2∞kgl 日ではバイオガスが不足し、 燃料電池を述続

発泡することができないため、ガスホルダーにいったんガスを!仲間

し、 間欠的に発電実験を行った。実証拠験では、生ごみから発生す

るバイオガス量およびバイオガス rll のメタンi限度の測定、燃料電池

の削! 媒を劣化する不純物質( l 硫化水索、アンモニア、塩化物) の濃

度分析およびそれらの物質の除去実験、メタン濃度と発電効率の関

係等を求めた。

. 実験結果

・バイオガス濃! ぎ/ バイオガスの発生12を表 1に示す。生ごみ 1 ト

ンあたり約24 0 Nm
3

のバイオガスが発生し、メタン泌度は6 3 - 6 7 %

て子安定していた。

バイオガス発生iit

[Nm'/ rl l  [N m' /t . 生ごみ]

35.0 226 

29.9 240 

32.5  233 

バイオガス発生状況

生ごみ処思! 虫

[kg!rl l  

155 

125 

140 

10月平均

l l r1 平均

平均

表 1

ノ|ミごみをメタン発酵し、発生したバイオガスを原料として燃料沼

地で発泡する新しい資源循環型の非燃焼式生こ会み処理、ンステムを開

発した。このIJ H発はNEDO ( 新エネルギー ・産業技術総合開発機J情)

が公# した平成10年度の即効型提案公必事業に提案されたもので、

実証実験を平成11年度に鹿島建設技術研究所で行 った。

生こ守みなど、の有機性廃紫物を，QI i: a'l メタン発静で処理するシステム

( 商品名 : メタクレス) を平成 7年に尚品化し、平成 9年には処理

能力が 1 トン/ 日の生ごみ処理施設を大手スーパーに納入した。メ

タクレス li
l出毘メタン生成菌を主体とした微生物で有機性廃棄物を

ガス化するシステムである。発生するバイオガスはメタンと 二酸化

炭素の混合ガスで、 5，000- 6，000kcaI/ NIがの熱量を保有しており 、

燃料屯池の原料とすることができる 。燃料屯池は水素と酸素を化学

反応させて発電するため、効率が良く、窒素酸化物の発生量も少な

いため、メタクレスと組み合わせると、環境町から見ても理想的な

コー ジェ ネレーシ ョンシステムとなる。

- バイオガスの精製/ バイオガス rl:1の不純物質を表 2 に示す。比較

的 高い濃度の 硫 化 水 素および 低［ ｾ［ＺＡｊＮ ｑ のアンモニア、塩 化水 索が含ま

れていたが、酸化欽ぺレットや活性炭で十分に除去できることがわ

かった。

不純ガス成分濃度表 2

. 実証実験

実il iE実験システムの外観を写真 1、2に示す。

生ごみは分別機で興物を除去しあ} 昨機て、微粉li 午後、バイオリアク

タに送り、ガス化する。生こ'みの処fl_] 能力は2∞kgl 日で、燃料電池

はdi販されている最小型の50 k Wのリン酸型( 富士電機製) を使用

l 実証実験と結果

設

備

の

頁

車i!i 製問答人口 [ω ml 精製塔出口 [仰ml

最大濃度最小沼i度平均泌皮 i詰大濃度最小濃度平均泌度

硫化水菜 970.0 367.0  筋 4.7 く0α lO5 ー < 0α lO5  

胤化水素 9.5 3.4 5.5 <  0.4 <  0.4 

アンモニア 31. 7  23.5 27.6  < 0.1  ー < 0.1 

- 益五塾歪/ 発電結果を表 3 に示す。発電実験は、メタン泌度を変

え7 回行ったが、メタン泌度と発電効率の聞には明確な関係はなか

った。平均発電効率は33.6% であり、都市ガスを原料としたときの

効率より 2 %ほど低下した。最新の燃料電池は都市ガス使用|時の効

率が4 0 %であることから、生こ、みのバイオガスを原料としたときの

効率は38%程度だと推定できる。今回のデータでは生ごみ 1 トンか

ら521 k Wの電力( 一般家庭50戸分) が得られるととがわかった。

表 3 燃料電池発電効率

燃料電池

出l胸 l 発電電力発電効確

設定泌度

[ %l  

90 

90 

80 

80 

80 

70 

70 

控 i

34.3 

31. 6  

34.7 

34.2 

32.8 

34.6  

33.2  

33.6)  

36.1 

住主1

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

( 平均効率

30 

i詰大 . ｨ ｾ 小

メタン泌!真

一」笠_l _

92.0 ∞93.5 

84.8 骨 86.6

79.9 骨 80.4

80.2 骨 80.5

84.2 骨 86.3

69.7骨 74.2

66. 1骨 67.9

平均

メタン

泌度

堕J

92.50 

86.11  

80.15  

80お

84.80 

71. 64 

66.60 
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l システムの適用

本システムは、大型商業施設、レジャー施設、食品工場、地方自

治体のごみ処理場等、幅広い分野の生ごみに適用可能である。また

脊産廃棄物にも応用可能である。 (とうごう ょしたか)
燃料電池図 2
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写 1

1) 新入社員E刑彦会でのお礼の手紙

写 1に示した研修生 (20歳の女性) の手紙は， 27年間 ( 大阪府建

築士会で、の研修に携わって) のうち始めていただいたものだ. 感激

した. よもや手紙がくるとは予想もしていなか ったからである し

かも， 0 15日の日付だから ，研修を終えて帰宅したその夜に本人

は:;l ti 、ている .

これは ，すばらしい行動力だ この行動力のおかげで ，当手紙は

120%の効果を発揮した 普は急げ，である

2 ) 阪神・淡路大震災の見舞い文

写 2 は，阪神大震災( マスコミでも阪神・ 淡路とは記さないのに，

この人は正しく苦いていた) に対する教え子からの見鉾い文である

日校の同級生同士が恋愛結婚し，その奥さん( 年齢は24歳) から，

いただいた 回心あたたまる手紙をみて ，わたしは胸のなかが ジーン

と熱くなった .

最近は屯話 ファックスの時代で，手紙を Zfく機会が少なくな っ

た. それだけ文章を作ることもなくなってきた，ということである .

文章は，読むことは簡単であるが，作ることは大変な手間がかか

る. 省力化第一の世にあって“ 手間をかける" という習慣が失われ

たことは ，悲しいととだ . 心の12かさ ・手作りのぬくもりを持つ

「文芸t作り j が軽んじられ， [ " すべて機械がしてくれる 」とな れば

「手紙のやりとり J もなくなりそうな気がする . それだけに， 心あ

たたまる手紙をもらったときは，とても似しい ， ｛Ｂ手 は外に出たＩｊ ￬ｾ

1J;j(的であるJ というから，手を使ってモノを書けば頭をきたえ，物

忘れと老化| 抑止にもつながる. 老いも若きも大いに手紙を古こう.

( ゃまだおさむ)

〔解説〕

①文章がうまい( ) 杉式的な21躍がな l 、)

写 2

〔解説〕

l  口頭の 「今 日はお疲れ綴でしたj が決ま ってい

る， rもう グッタリです」は，その ものズパリで

実感がこもっていた

②わたしに対する疲れを IIHl 、た |ニで 3  nr: nの楽

しかったことをのべたところは。現代的でよい

文市全体にテンポがあり. 気持ちよいリズムを感

じた.

急会社のP R もおこたりな く rU:' li の発注よろし

くお願いしますリは Hに飛び込んでくる 結

話の rlll l I l 修先生と建築界にパンザーイリは .

この人独自のぷ現でユーモアがある .

4 宇は r可tで 誤 字 ーJI足字がなく ほどよい大き

さのため. 年をとったわたしには読みやすかった.  

. f 1l J - を意殺した，心にくい演出である . 簡 潔 新

鮮 h可) ) 1こi尚ちていた

や

さ

し

い

ケ

ン

チ

ク

文

章

術
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本盈ＮＮＮｌ｢｟ ｾｵ 刊こか誌のとｊｩ ､｟ ←ゑあ主主よ｝｟

Z 山 、 点 目 企J J. 'c ｾＮ｟ｾ｟Ｎｴ 互 一一
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ネぶ乞 ω 旬もロまも〆ーも岨，ｾＧＮＮ k l ! . 上手止ムーー

ム1乏ても 泡F 詰L品 千 心1 ・ー 一一一一一一 一
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五主上ｼ予 ｉｾ T1' )  ｪＨｾ主には普ＲＮｾＮＺ苛 ｪｪ Ｍ＾ｬＺＰ｟

主五工ｊｦｾ 企 ｾｒ 乙弘二主主 ｟，，ＭＭＭｾ _ _  l u包 虫J w一一

ふ血 Ｑ 犬宜主乙 Ｈｌｊｾ ，Ｍ，

よＢ， ｟ｨｊｉｊｾｌ ｟ＺｩしＢＨ ，'..， ｾ＠ ぃ1"._"' ...:' ' :弓F 仇 砧 以 斗 斗 主 三

品 L 手亘. $ [ " 主み1・

主主J ゐふ三・自主_ _ E l ， _ ! 此品会 L J..t. 1で
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皇11ま

i 互江迫:1. ..1ムL 丸苦第=孟ど. 一一一一一一一一一一

( 1" : f ，仁川Z 町 以 晴 れ 臥 〉

②学がきれいである( 泌字は大 ひらがなは小に記しリズム感をもっ)

③心がこも っている u白波のあとの処世など) からだ 誤字 ・脱字 ・当て字はな

い 「お見舞まで」は 「お見舞いまで」だが気にならなかった 倣請もパ ッチリ

ほどよく改行しているから読みやすい 説み下を: i J : 識し，その人にしか川けない

手紙だった なかほどの柄，Eは主人の名前で. 若夫婦の日頃の話し具合が伝わっ

てきそうな雰囲気を感じ思わずIJnがゆるむ 向宅のが ｬ で甜 ｂ［ｾ した親子 三 人のちＺ兵

が白下紙に彩りを添えていた.

撞築と社会 ・2000，10 47 



意

匠

設

計

者

の

た

め

の

防

災

設

備

の

要

点

防災編

意匠設計者のための防災設備の要点圏

ガス漏れ火災警報設備
西 尾 勇

i ガス漏れ火災警報設備とは

私たちが 日常便利に使っている燃料用ガスは、 j劫合によっては、

大きなガス爆発やガス火災などのガス災害事故を発生させる恐れが

あります。建物内でガスが漏れたりした場合に、これらのガスが危

険泌度になる前にガス漏れを検知 して、 |坊火対象物の関係者や利用

者に曾報を発することによって、未然にガス災害事故を防ごうとす

るための設備を、ガス漏れ火災経報設備といいます。

l システムの構成

ガス漏れ火災磐報設備は、受信機、検知If信、 中継器、笹報装置、

ＣｾＯｾ 池設 備 などから構成されており、本誌 Ｗ 月号でご紹介した自 動

火災轡報設備とよく似た設備とな っています。

系統図を図 1 に、シンボルを表 1 に示します。

受信織

l 蓄 電 制

l  設鱗|

i- ーーーーーーー-4----ι-4--J-- ーーーよーー-i-- ー--j

m源線DC28V

図 1 系統図

表 1 ガス漏れ火災警報設備用 シンボル (j IS  C  0303より J主1半)

名 -M; シンボル J南安

検 知l 裕 固 壁掛け型のものにあっては、E とする。

受 信 機
区ヨ

rll 部主 総
白

( 1) 複数個で・体のものは、偶数を傍記する。例 白口x 3  

( 2  ) ガス漏れ衣示灯の中継器にあっては、固とする。

寄成区域境界線 一日一

管戒IRjj j (番号

ム
ムの中に答戒区域番号を入れる。

ガス漏れが発生した場合、まず検知探がガス漏れを検知 して受信

機や中継器に信号を出します。ガス漏れ信号を受けた受信機はG型

受信機と 呼ばれ、ガス漏れの発生場所( 答戒区域) を表示するとと

もに瞥報を I! 日らします。

受信機 ガス漏れ信号の受信H寺、ガス漏れ発

生場所を表示し、監視する人に知らせたり、

建物内の人々に知らせるためのiI1lJ 御信号を出

す装置で、防災センターなど常時人のいる場

所に設置します。通常、新築工事では、自火

報の火災受信機と併合した GP型としたり、

GR型にまとめます。

図 2 受信機

検知器 空気より軽いjl径ガス 問と、空気より

ト____)_gQ_→ 重L、重ガス !日があります。定絡電圧 もA C

4  

100Vのものと DC24Vのものが存在し、 一般

の|ザj 火対象物では、停電11寺にも屯板、供給が

グ

図 3 軽ガス用

(天井取り付

けタイプ)

行われる DC24Vのシステムが採用され、主5

ｾ報装置も内蔵されています 。 また、検知器

からの出力として無電圧接点出力の場合と

48 建築と社会 ・2000.10

有m圧出力の場合がありますが、配線の断線や検知器取り 外 しが検

出できる有電圧出力 タイプが一般的に採用されています。

中継器 複数のガス漏オサ会知1協を一つの笹戒区域にまとめるときに

使用するもので、 検知器からのガス漏れ信号を受信機ヘ移信する役

者IJ をもっています。通常、大部屋を警戒するときに使いますが、閉

鎖された室内て、のガス漏れ事故を室外に表示して、関係者に早く特

定させることができる表示灯付 (図 5) もあります。

'11-
図4 中継器 図 5 表示灯付き中継器

著報装置 ガス漏れの発生を1( 77火対象物の関係者、 利用者に答報す

るための装置で、非常放送設備が設けられていたり、 検知器自体に

野報装置をもっている場合は設けない

ことができるので、 一般的には設けて

L、ません。

蓄電池設備 定格DC24Vの検知器に電

源を供給し、停電時でも正常な動作を

させるもので、受信機内に内蔵させる

場合もあります。

l 警戒区域の決め方

450 

T

J

円

l -
図 6 蓄電池設備

( 1) 大部屋( ホテルの厨房等) の場合、後数の検知器 ( 5個 まで)

をまとめ l 警戒区域( 床面積ω∞111'以内) とします。

(2) 主主戒場所が他の区域と離れている場合は、検知器が 11困でも l

“ ｾｪ 成区域とします 。

(3) 笹戒場所( 部屋) が通路または地下道に連続しである( 食堂街

等) 場合、ガス漏れ表示灯中継器を使用することにより最大10室を

l 警戒区域( ただし一辺の長さ 50m以内で、床面積600111'以内、通

路中央自1Iより表示灯がすべて見通せる場合においては10∞111'以内 と

できる) とします。

l 留意事項

(1) 使用されるガスの積灯i ( 空気より軽いのか重いのか) を 明確に

した上で、 検知器の磁類( 天井付ー近か床付近取り 付けか) を決定し

ます。

(2) 空気より重いガスの場合、厨房での検知器設置( 床上30cm以内)

に苦労する( 電源線が配線し難い、防水型でないため水に弱Lミ) の

で，建築プラン上配慮を要します。

(3) ガス漏れ警報設備は、消防法のみならず、L Pガス法、建築基準

法による設置義務があるので注意を要します。

(4  ) 取り 付けできない場所

-出入り 口付近等外部の気流が頗繁に流通する場所

. 換気口等の空気l吹出し口から l .5m以内の場所

ガス燃焼器の廃ガスに触れやすい場所

- ガス漏れの発生を有効に検知する ことができない場所

(に し お い さ む)
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松浦昭次著
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四六判 232頁
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世界の野外博物館
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コンクリー卜造や鉄骨造の建物の

中で暮らす現代人の 自が、最近、

少 し ず つ 木 造 建 築 に 向 か っ てい

る。 とはいえ、木造建物の良さを

じっ くりと肌で感じ 、技術の素晴

ら し さ を 知 る こ と が で き る 機 会

は、残念ながら、なかなかない 。

本書は、木造建築に少しでも興味

の あ る 人 な ら 誰 で も 気 軽 に 読 め

て、その技術を知るには絶好の本

である 。技術というより 、木 とい

う素材を通した日本人の知恵と言

ったほうが近いかもしれない 。湿

気、地震、雪 … 日本特有の気候に

応じて、名所に施された様々な工

夫 、そして軒に至 っては、華麗な

軒反りを創り出す探求心に、改め

て日本人の美意識と創意を知らさ

れる思いである 。 こんなに何百年

の風雪にも耐える建物をつくる技

術がありながら、何故いまどきの

建物は 1 0年ももたないものか、ある

のだろう 。

行楽の秋に向い、著者が数多くの

修復を手がけてきた中世建築を訪

ね、木造建築に込められた日本人

の英知と美に触れる一日を過ごし

てみてはいかがだろう 。 (Y. O)

存在は知 っていて前から気にな っ

てるんだけど聴いたことがない、

そんなミュージシャンの過去の名

盤がCDで復刻されたときの感覚に

近い。 テラ一 二、タイガーときて

フリンクマン+ ファン ・デル・フ

ルーフ卜、皆ある程度の知名度が

あって好きな人はとても好きなん

だけれど 、近代建築史の本流から

は外れるために、気軽に手に入る

資料が数える程しかなし、 。 そんな

建築家達を取上げてコツコツと出

版していくそのスタンスは、まさ

に良心的なレ コードレーベルのそ

れ を 思 い 起 こ さ せ る 。 最 近 は

MV R DV をはじめとするオランタ

新世代の建築家が注目され、その

流れでオランタ近代建築に対する

関心も高ま っているようだから、

この本にとびついた人は結構多い

のではないだろうか 。内容は ファ

ン・ネレ工場を中心に彼らの代表

イ乍がとても コ ン ｉｾ ク卜にまとめら

れているが、写真が表紙を除いて

全てモノク ロなのが残念。次回か

らは是非カラーで。 (S T)

巻末の「世界の野外博物館マ ップj

はまさに私たちが待ち望んでいた

資料のわかりやすい一覧になって

いる 。 ヨ一口 :; I  ｾ ・ 北アメリカ ・

日本の膨大な野外博物館の位置が

網羅されており、本文中の解説文

の有無も明確にな っている 。

野外博物館のパイオニアであるス

ウェーデンの「スカンセン」の紹

介では、具体的な記述と写真から

その人気の秘密を知ることができ

る。 スカンセンは伝統的な建物や

生活用異の収集保存を目的につく

られたスト ックホルムからパスで

1 5分の距離にある博物館である 。

その魅力は、人聞を配しで生きて

いる姿を見せていること 、民家以

外の教会等も再現し一つの村とし

ていること 、 また動物園や子供遊

園地、野外劇場などの娯楽性をも

たせていることである 。

私はこの本で 一昨年訪れたコペン

ハ ー ゲ ン の 北 部 に 「 フ リ ー ラ ン

ド ・ムセ - J の存在を知り、是非

次回の旅行では訪れてみたいと思

っている 。 (A .T )

本書は、マンションの間取りや購

入手法 ・管理について 、著者が丹

念に調べた結果も含めてまとめた

本である 。第 1 部は、「基本性能

別マンションの選び方」 。 建築家

ならではの厳しい視点で、現状マ

ンションの欠点、をずばりと指摘 。

コンクリー卜の箱がいかに良好な

環境を維持しているか、箱までの

アプローチが魅力的か 、管理上の

仕組みが追求されているか 、の 3

つのポイン卜で マ ンション生活の

快適さが語られるべきだと説く 。

第 2 部は 、「管理能 力別マンショ

ンの選び方」で、管理上のチェ ッ

クポイン卜が語られている 。購入

者は 、間取りや価格に 自がい って

しまい、一番重要な「管理」には

買 っ て か ら 気 づ く 場 合 が 多 い と

か。

第 3 部が、「不動産会社系列別マ

ンションの選び方j 。題目の通り、

プランや仕様の特徴とともに 、各

社のこだわりが丹念に調査されて

いる 。

一般の方が、プ口であるこちら側

の手の内を見る前に、知 っておか

ねばならない事項が本書の内容で

あろう 。 (Y. I)
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[ お知らせ]

n f o r ma t i o n  

日本建築総合試験所、 18090005の認定へ

例 日本建築総合試験所は、 例 日本適合性認定協会 問い合わせは下記へ。

(J AB) により本年 8 月に品質システム審査登録機関 側 日本建築総合試験所システ

としての認定を取得し 、システム認証センヲー を大阪 ム認証センター業務登録課

市内に発足させた。 ( 干540・0024 大阪市中央区

当センターは、大阪に本部を置く建設専門の審査登録 南新町1・2・10 TEL  06・6966・

機関として 1809000sの認証取得を支援する 。 7566)

小石原焼伝統産業会館、建築士事務所全国大会で作晶表彰

第25回建築士事務所全国大会は、全国の建築士事務所 ートし 、建築作品の表彰に移る。

協会会員を長崎に集め、10月12日に開催される。 今回は、建設大臣賞を受賞した小石原焼伝統産業会館

大会は 、13時か ら長崎フリ ックホ ルで「新世紀の建 (設計: 徳岡昌克建築設計事務所) 、優秀賞 6点、奨励

北欧の巨匠家具と素敵なラグ展

フィン ・ユール、イブ ・コホド= ラーセン、ヤコブ・

ケア 、ハンス ・J ・ウェクナ一 、オーレ ・ヴァンシ ャ

ーら北欧家具の巨匠が、かつての名工とともにっくり

あげた希少価値あふれる 100 点以上の家具を 、神戸酒

心館ホールに集め、展示 ・販売される。

会期中 、中近東の手織テキスタイル“ キリム" “ ギ ャ

ベ" と 、中央アジアの“ チベタンラク" も閉じく展示

即売される 。主催は(布ココ口 y コ(神戸市灘区六甲台

町5-31 TEL 078-803-2お0)。

会期 20∞年10月7 日(土)- 10月14日(土)

11 :  00- 18 :  00 

築と環境j をテーマにシンポジウム ( コーデ ィネータ 賞32点が表彰される 。これら 39表彰作品は 、全国47 会場神戸酒心館ホール

: 林一馬、パネリスト. 近江栄/ 内井昭蔵/ 内藤 都道府県の建築士事務所協会会員の応募作品の中から 神戸市東灘区御影塚

廃/ フインドレイ・キ ャサリン 工リザベス) でスタ 選定されたもの。 町 1- 8- 17 

2000年 E ・家・暮うし 住まいの設計コンテスト

. 建築家のための 「住ま いのE宣言十部門」

対 象 1998年 7 月 1 日- 2000年 8 月31 日まで に

竣工 した家で「電気による快適性を追求し

た{ 主まいj に該当するもの。

資 格応募作品の所在地域は関西電力供給エリア

(近畿 2府 4県) に限る。

戸建て・集合住宅の別は問わす。

所定の登録方法で本コンテストへの応募登

録をす ませた方。

応募者は設計者とし 、個人、組織は不問。

提出書類 図 面 はA 2 パネルで 、戸建ては 1枚、集合

住宅は 2枚。建築物の外観写真、およ び平

面図、その他必要と思われる資料 を、A 2

パネルにまとめる。

HASS 01 0- 2000改定説明会

空気調和 ・衛生工学会HA88010 標準仕様替が7 年ぶ

りに改定された。この改定点の説明と当規格の今後の

あり方を検討する説明会が、大阪で晶引崖される。

と き 2∞0年10月20日(金) 13 ・00- 17 : 00 

と こ ろ 大 阪 管 工事会館 2 踏

大阪市北区豊崎 3- 8  -11 TEL 06-6373-0675 

定 員 50名

参 加 費 ω∞円 (当日:払い、消費税込み)

テキス卜 テキス卜の IHA88010- 2000空気調和 ・街

生設備工事標準仕様書J ( 非会員価格3147

円+ 送料520 円) は別途購入のこと。

申 込必要事項を明記し 、FAX または郵送で空気

調和・衛生工学会 (干169・0074 新宿区北

登銑締切 2000年10月20日ま で

応募締切 2000年10月31 日 (当日消印有効)

賞 劇 憂秀賞 1点 5∞，∞o円

優秀賞 1点 300，000 円

佳作 3点 100，000 円

審査委員鈴木幹氏(摂南大学教授・大阪大学名誉教

綬・住宅電気利用技術懇話会会長) 、東孝光

氏(建築家・千葉工業大学教綬・大阪大学名

誉教慢 Ｉ、 北浦かＡｾる氏 Ｈ 大阪市立大学教綬 Ｉ 、

吉村篤一氏(建築家 田奈良女子大学教綬) 、木

村博昭氏(建築家・神戸芸術工科大学教短)

登 録 先 〒550-∞05 大阪市西区西本町 1・10-10

西本町全日空ビル10F 側 ファースト内

関西電力行主まいの言宣言十コンテストJ事務局

ク‘ッドベインティングカラー2000

塗料 ・塗装を用いた建築物 ・備造物の色彩設計コンペ

が開催される。

景観や環境に調和した 、塗料・塗装を中心とした建築

物 ・情造物等のカラープランニングを審査対象とし 、

新設 ・塗り替えは問わず。ただし他のコンペで表彰さ

れていない作品に限る。

応募資格不問 ( ただし被表彰者は応募作品のカラー

プランナーとする)

審 査 員 泉質也氏(環焼プロデュ ーサー) 一委員長一、

伊東敏雄氏(山下設計) 、西川潔氏(筑波大学) 、

日原もとこ氏(東北芸術工科大学)

賞 最優秀賞 1点20万円 、優秀賞 3点各10万円、

特別賞数点 5万円

新宿1・8司 1 TEL  03・3363・8261 F AX 03・ 問合せ先 ク、ッ ドペインティングカラー事務局

3363- 8266) へ。 同日本塗料工業会内

講 師共通工事 / 山口明正氏(大林組) TEL 03-3443-2011 、FAX 03-3443-3599 

空調工事/ 三輪周吉氏(日建設計) 主 催 (紛日本塗料工業会、日本塗料商業組合、

衛生工事/ 岡村大作氏(総合設備コ ンサル空ン 卜) (凶日本塗装工業会、(紛日本塗料協会

50 遮第と社会・20∞10

最寄駅・阪神電車/

石屋川駅下車、南へ

Bear Chai r 

Hans. J . Wegner  

住まいのなるほどセミナー

①自立して暮らせる住まい (定員50名・先着順)

講師朝尾浩康 ・鈴森素子 ・河越長介 (関西優良工務

庖の会会員) の各氏

日時 2000年10月21 日(土) 14: 00- 16 :  00 

場所大阪市立住まい情報センター 5階』刑彦室

②シックハウスとは何か (定員200 名・先着順)

講師上原裕之氏 ( シックハウスを考える会理事長)、

笹川征雄氏 (大阪皮膚科医会副会長) ほか

日時 2∞0年10月22日( 日) 13: 30- 15:  30 

場所大阪市立住まい情報センター 3階ホール

申し込みは 、住まい情報センタ 4 階住情報プラザ

(FAX 06-6354-8601 、TEL 06・6242・1160、〒530-0041

大阪市北区天神橋6-4-20) へ、所要事項を記入してFAX

か郵送で10月14日までに。いずれも参加賀無料。

rl NAXリニューアル事典j希望者へ

I NAXとINAXエンジニアリンクは、建築物の「リニ ュー

アルドクターj として建物のロングライフ化 ・資産価

値を高める事業を開始 し、 これまでに約日0 件を超え

る物件を手がけてきた。

その実績とノウハウを rt NAX リニューアル事典j とし

てA 4判63頁にまとめ上げたので 、ビルやマンシ ョン

のオーナー、維持管理者などに無料で配布することを

考え 、希望者に呼

びかけている。

問 い 合 わ せ は 、

I NAXエンジニア

リングリ ニューア

ル事業部 (TEL 03-

5541- 7060) へ。



東西アス協組建築講演会

東西アスフアルト事業協同組合では、昭和61年(1986年)

創立30周年を迎え、記念事業のひとつとして建築講演会

を開催し、毎年好評のうちに14年目を迎えた。本年は 、

下記により開催される。

(大阪)

諮 問 内 務 康 氏 (建築家)

テーマ 「“ 牧野富太郎記念館" をめぐ ってJ

日 時 2∞0年10月18日(水)18: 30- 20 :  30 

会 場 朝 日 生 命 ホ ー ル

大阪市中央区高麗橋 4-2-16 朝日生命館 8階

申込先 田島ルーフィング悌j大阪営業所

大阪市西区京町堀ト10・5 TELω 毛判3-0431

(名古屋)

講 師 横 河 健 氏 (建築家)

テーマ 「建築とテリトリーj

日 時 2∞0年10月26日(木) 18 ・30- 20: 30 

会 場 今 池 ガ ス ホ ー ル

名古屋市千種区今池 1- 8・8 今池ガスビル 6階

申込先田島ル フイング世路古屋営業所

名古屋市東区東片端町23 TEL052・961-4571

(福岡)

議師藤森照{ 言氏 (東京大学教授)

テーマ 「自然素材を現代建築にどう取り組むか一九州で

の経験を通して- J

日 時 2000年11 月2 日(木) 18: 30- 20:  30 

会 場 大 博 多 ホール

福岡市博多区博多釈前 2-20- 1 大博多ビル10踏

申込先田島ルーフィング糊嗣営業所

福岡市中央区大名 2-4 ・35 TEL092・724-8111

(東京)

講 師 隈 研 吾 氏 (建築家)

テーマ 「物質牲とサイバースペースJ

日 時 m∞年11 月8 日(水) 18 : 30- 20 ・30

会 場 有 楽 町 朝 日 ホール

東京都千代田区有楽町 2-5-1 有楽町マリオン11階

申込先 田島ルーフィング側東京営業所

東京都千代田区岩本町 3-11-13 TEL03・5821・7712

内田繁一21世紀のデザインの工スキース

名古屋市と側国際デザインセンター (FAX 052・265

2107) の主催で、デザイント ークが開催される。国際

デザインセンタ ーにおける展覧会「内田繁一フラグメ

ントJの開催にあわせ、日本を代表するインテリアデ

ザイナーの内田氏がr21世紀のデザインの工スキース j

というテーマでデザインの未来論を語る。

日 時 2∞0年10月26日(木) 14 ・∞ - 17: 00 

会 場 中 区 役 所 ホ ール (名古屋市中区栄 4-1 -8 栄

サンシティービルB 1  F )  

参 加 料 無 料 (事前申込みは国際デザインセンターへ)

定 員 5∞ 名

構造力学コロキューム

日本の都市の景観が世界の人々にと って魅力に乏しい

のは、地震や台風にさらされるため美を犠牲にしてい

るせいか? 実情は 、日本の精進技術者が安全性確保に

精 杯 で、美しさにまで目が届かないといったところ

であろう 。

日本建築学会近畿支部主催の今回のコロキュ ームで

は、情造力学の最前線と美との新たな接点を模索する。

日時 2∞0年10月28日(土) 10: 00- 17:  00 

会場大阪大学荒田記念館

大阪モノレール阪大病院前下車徒歩10分

阪急北千里駅から徒歩15分

会費 20∞円 ( プロシーテーイングス代)

. プログラム

動的FEM解析の設計現場における活用/ 佐々木仁氏

(印eArup  &  Partners Japan )  

陽解法衝撃解析ソフトによる構造設計/ 戸倉 直氏

( 日本総合研究所)

滑らかさの指標を考慮した建築構造物の形状最適化/

大 崎 純 氏 (京大)

特別講i寅: 美と構造モデル/ 池 上 倒 阪 (京都芸大)

格造にと っての「美J とは何か/ 大氏正嗣氏 ( デザイ

ン ・惰造研究所)

神々のプロポーション/ 川 北 英 氏 (竹中工務庖)

力感論 (仮題) /機尾義貴氏 (京都大学名誉教綬)

プログラム詳細は 、http: //www. arch. eng. osaka-u.

ac.jplacV∞lI oq30を参照。

春秋建築塾2000年秋期

連続講演会が予定されている。いずれも、

会 場 INAX大阪 8階

大阪市西区新町 1-7 -1 (地下鉄四ツ橋駅)

定 員 80名

参加費 1∞0円

申込先新田正樹建築空間アトリ工

TEL 06-6206-0025 FAX 06-6206-0035  

・ 「窓の現象学 ルイス ・カーンの後期の思索をめぐ

ってJ / 前田忠直氏 (京都大学講師)

一一建築家とは何を箔く人なのか。光 (存在) と沈黙

(人間存在) との交錯の場所。カーンの作品におけるフ

ォーム構成、ルーム構成の方法。近代の窓、「償長窓

(ル ・コ ルピュジエ)H ガラスボ ックス ( ミース)J など

との比較とその存在論的意昧。「ルイス ・カーンの建

築論的研究j によ って日本建築学会賞を受賞した、京

都大学工学部専任講師による講演会。

とき 20∞年10月21 日(土) 16: 00- 18 :  00 

・ 「ロビンソン ・クルーゾーの建築論J /福田精度氏

(九州大学教授)

とき 2000年11月18日(土) 16 ・00- 18: 00 

• r大阪の普遍J/ 中谷礼仁氏 (大阪市立大学講師)

とき 2000年12月 9 日(土) 16 ・00- 18: 00 

i nf or ma ti on 

ベルリンの変遷とパウハウス

ベルリンの援が崩壊して10年。ベルリンではハウハウ

スの建築家たちの子孫が、| 日壁跡に象徴される歴史と

都市の未来への聞いかけを繰り広げている。

バウハウス関係のミュ ジアムとして知られるバウハ

ウス・アーカイヴの副館長 Dr.Christian Wolscorff 氏が、

広島県立美術館のハウハウス展 ( 917 - 1 0/22) のため

来日するのを機会に、ハウハウスの建築の子孫がこの

10年にもたらしてきた時間と場の縫合と未来への可能

性について聞く 。聞き手は建築家 ・狩野忠正氏。

と き 2∞0年10月18日(水) 18 ・∞- 20 ・30

ところ 大阪市立住まい情報センター 3階ホール

大阪市北区天神橋 6・4・20

参 加 費 一 般2∞o円

主催者 ・大阪府建築士会会員と学生1∞0円

申 込 氏 名 ・勤務先 ・住所・ TEL ・FAX 番号を明記

の上、FAX または郵便で下記へ。

(倣阪府建築士会 FAX06-6例3-7103

干540・0011 大阪市中央区農人橋 2・1-10 

海岸通ギャラリーがオープン

2000年 9 月、住友倉庫は大阪港湾岸に民間最大規模の

現代美術のためのレンタルスペース「海岸通ギャラリ

ーJ (略してCASO) をオープンさせた。

既存の鉄骨造倉庫を改修し、自然光を取り入れ、倉庫

のイメージを残した空間では、オープニンク企函展の

rTowards UtopiaJ 展を開催中。

会 期 2∞0年 9 月30日(土) - 10月29日( 日)

11 : ∞- 19 ・∞

月曜日休館、ただし 10月9 日は開館

会 場 海 岸 通 ギ ャ ラ リ ー ・CASO

大阪市港区海岸通 2- 7・23 TEL 6576-3日3

地下鉄中央線大阪港駅 6番出口より徒歩 5分

入場料 3∞ 円 (高校生以下無料)

内 容 現 在 の ユ ー トピアがいかなるものであるの

か、作品を透過しアートの世界でアーテイス

卜の 目指すものが何なのかを「観るJ展覧会。

. 桑山忠明ーProject for CASO 

1958年以来ニューヨ ク在住で制作活動を続

ける画家・桑山忠明氏の15作自の展覧会。

- 五感の芸術ーその身体性の拡張

サウンド ・アー トを生み出す藤本由紀夫氏、

写真を素材として表現する石原友明氏、日本

人の自然観を芸術を通して人々に喚起する大

久保英治氏による展示。

• New Generation'oo 

20代のア テイス卜一安藤由佳子、井谷菜々 、

丸尾直子、三浦洋子ーは、何を見せるのか 7

. サイモン・フイ ツツジ工ラルドーtraa

新作 『甘a a (跡、なごり 、痕跡、わずかな晶、

きざし 、描かれたもの、… )Jシリーズを展示。
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in f or mat i on- 一一一

「壁J 一神戸大学建築学部一

神戸大学の建築学生が、自分たちなりの壁をいろいろ

な形で表現する展示会が開催される。

「神と人間の壁J r世代の壁J r心の壁J r ムダと無駄j 、4

グループが壁から発想したテーマを建築にこだわるこ

となく 、さまざまな切り口で表現する。

日時 2000年10月17日(火)- 22日( 日) 11 : ∞- 19: ∞ 

会場アートスペース虹 TEUF AX 075- 761- 9238 

京都市東山区三条通り神宮道東入 3丁目東町247

なお、会期中の10月21 日(土) 3時より、会場近くの良

恩寺において 、パネラーに林響氏、岡田一郎氏、東明

氏を迎えてフォーラムが行われる予定。

T UE S 2 0 0 0彫刻三人展

美ケ原高原美術館では、毎年 3人の彫刻家を顕彰して

行う T UE Sシリ スの 5 回展 r TUES2000一時間の記

憶-J を開催している。

今年は青野正氏 (1955年生)、 鈴木隆氏 (1957年生)、 寺

内曜子氏 (1954年生) の 3 人が出品する。

会期 2000年 7 月 1 日(土)- 10月31 日(火)

9  :  00- 17 :  OO(入場は 16: 30まで期間中無休)

会 場 美ケ原高原美術館 T EL. 0268-86-2331

長野県小県郡武石村上本入る美ケ原高原

入 場 シ ニ ア (65歳以上) 1，1∞ 円 大 人1，ωo円

大学・高校生1，100円 中学・小学生800円

リュック・タイマンス展 Sincerely 

ベルギー出身の画家タイマンス氏は 、現在世界的に最

も注目を集める画家の 人。その作品は 、90年代半ば

閉塞感の漂う現代美術の中にあ って、伝統的な手法で

ある「絵画j を再認識させる上で大きく貢献している。

タイマンス氏の作品は 、これまでヨ ーロ ッパ各国をは

じめ数多くの展覧会で紹介されているが、日本ではこ

の展示会が初の本格的紹介となる。

会期 2∞0年10月22日( 日)- 12月28日(木)

12 ・00- 20: OO(金 ・土は21: 00 月曜休館)

会場東京オペラシティアートギャラリー

入 場 一 般9∞ 円 大 学 ・高校生700 円

中学 ・小学生白O円

その他夜間、65歳以上割引あり

「建築の可能態」

世界の変化を見据えたアイデア 、概念の提示が求めら

れている建築デザインの世界で 、竹中工務庖の30代 8

人の設計者が採った方法は 、モダニズムの思想を批判

的に再考することでオルタナティフ (選択肢) を開き、

そこから立ち上がる建築の可能性を示峻すること 。

それを 8 人は「建築の可能態J (ありえたかもしれない、

建築のあり方の総体) と名付け 、試行錯誤の上に提示

したアイデア、概念を実作に結実させた。

圃 「建築の可能態一TAKENAKA30代展 (大平滋彦、河

辺晴重、須田修司、永岡久、原田哲夫、t曽田俊哉、本

井和彦、森田昌宏) - J

日 時 2000年11 月10日(金)- 20日(月) 11: ∞- 20 : ∞ 

場 所 ハ ー ビ ス 大 阪 リ ビ ン グ ミ ュ ジアム

4 階、5 階中央広場 (入場無料)

大阪市北区梅田 2・5- 25

展 示 実 作 図 面 、 ビ デ オ 等

. フォーラム「建築の可能態j

日 時 2∞0年11 月10日(金) 19: 00- 21:  00 

会 場 ハ ー ビ ス 大 阪 6階会議室

講演者上記の竹中工務広の30代の設計者 8人

会 費 2∞0円(要予約) 講演後、歓 談 パ テ ィ

予約先竹中工務庖大阪本民主計苦情報部門 (FAX 06-

6538- 5506) へ、参加者の氏名・会社名 ・TEL

• F，似を記載して11 月2 日まで・に。

「大成建設設計部の仕事J

大成建設設計部を舞台に、二人のグループリーダー ・

町井充と久保勝彦がどのように作品に取り組み、実現

させていくかを、図面、写真、模型、映像などで紹介

する。入場無料。

- 町井グループー永田町プロジェク卜 、マイカル小樽、

東洋海事ビル、神奈川県立保健医療福祉大学 (案)

- 久保グループーオンワード名古屋ビル、サッポロビ

ール園ポプラ館、新潟サ ッポロビール圏、東天紅大

阪ツイン21、小町の館 (案) 、C's タワー (案)

- 町井+ 久保グループー高松プロジェクト

会期初∞年10月30日(月)- 11月10日(金)

10: ∞- 17 : ∞土日祝日は休み

会場ギャルリ ・タイセイ 新宿センタービル17階

西山知三と日本のすまい展

この20世紀、日本人はどう住

んできたか。希代の住宅学

者 ・西山知三の60年間の全仕

事をビジュアルに再現する

「西山知三と日本のすまい展j

が、会場内を 4 ソ ンに分け、

大阪そして東京、来年 2 - 3

月中旬には京都で関かれる。

ソーン 1/ 西山知三とすま

い ・まちづくり文庫

西山知三 (1911- 1捌 )

大阪西九条生まれ。京都大学

建築学科に入学後、「日本の住

宅の革新j をライフワ ー7 と

する

ソーン 2/ 西山知三の人物と仕事

ソーン 3/ ライフワーク「日本のすまいj から

ゾーン 4/ 西山知三のスケ ッチ画集から

・大阪会場

会 期 2000年10月 2 日(月)- 10月22日( 日)

10:  00- 22 :  30 (最終日は17: 00)  

会場梅田スカイビル空中展望台ギャラリー

入 場 料 展 望 台/ 中学生以上700 円、小学生300 円

①セミナー「映像で見る西山知三と日本のすまい」

と き 10月7 日(土) 14 ・00- 16: 00 

ところ 梅田スカイビル ・タワーウエス卜36F

講 師 松 本 滋 氏 (姫路工業大学教綬)

住田昌二氏 (福山市立女子短期大学学長)

② シンポジ、ウム「すまい文化/ すまい学ミュ ジアム

のネ y 卜ワーク」

一 一 第 l f !Br西山記念文庫の取り組みとすまい学カタ

ログJ三村浩史氏 (西山記念文庫副理事長) 、海道清信氏

(名城大学助教綬)

一 一 第 2部「すまい文化 ・すまい学ミュージアムの夢

in関西J三村浩史氏、谷直樹氏 (大阪市立大学教綬)、 庄

谷邦幸氏 (桃山学院大学)、 佐治郁夫氏 (積水ハウス計

画設計部長)、 中島明子氏 (和洋女子大学教授)

・東京会場

会 期 20∞年11 月16日(木)- 12月 5 日(火)

会 場 リビングデザインセンターOZONE 7 階

入 場 料 無 料

① シンポジウム r20世紀のすまい・まちづくりの知的

遺産をいかに継承するか」

友田多恵子展NewLandscape 

一一 第 1部「すまい ・まちづくりのアーカイブス 、

NP O 法人西山文庫の試みj 広原盛明氏 (西山記念文庫

理事長)、 「近過去の歴史資料保存の意義と課題J藤森

照信氏 (東京大学教綬)hand made paper 友田多恵子さんが「角虫覚J をモチーフ 顕在化させた展覧会で、手、指先の偶然からあらわれ

に個展を開く 。 る、その魂のあらわれ方を見せようとするもの。 一 一 第 2部「すまい・まちづくりのアーカイブスの可

能性j 藤森照信氏、黒石いずみ氏 (工学院大学)、 藤井敏紙をステージに、紙との対話を通して、ぶつぶつ、ざ 会 期 2000年10月12日(木)- 11 月 2 日(木)

らざら 、ふわ一 、つる一、すべ一、ごわごわの触党を 12:  00- 18 :  00 目・月休廊 {言氏 (東洋大学) 、安藤元夫氏 (近畿大学)

会 場 G剖lery KURANUKI  ② 「映像で見る西山知三と日本のすまいー10万枚の写

大阪市北区天満橋 1-8・5 0 ・A' Pアートコー卜 真から - J 松本滋氏、吉田あこ氏 (実践女子大学)

TEL 06- 6354- 5444 ①幻燈会とワークショ ップ「わずらわしさと楽しさの

問い合わせは 、友田さん (大阪市中央区大手通2-1-3 、 ハザマー西山知三の集住論から現代コーポラティフ住

都住創大手通801 、TEL 06- 6941・3272) へ。 宅へJ 延藤安弘氏 (千葉大学)
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評議員会

第 1 回臨時評議員会

27日 5 時- 6 時 ・於本会会議室

出席者鶴田議長ほか54名 (委任状共)

議 題 定 款 及 び 細 則 の 改 正 (案) について

協会21 世紀を考える委員会

第 1 回協会21世紀を考える委員会

25日 3 時30分- 5 時 ・於本会会議室

出席者金多委員長ほか 7名

議事委員会の運営方針について意見の交換

編集委員会

第 4 回編集委員会

5 日 6 時- 8 時 ・於本会会議室

出席者宮田委員長ほか 4 名

議 事 ( 1) 8 月号 r100年後へのメ ッセージJ

「日建設計創業100周年」特集経過報告

(2)  9 月号「来世紀に引き継ぐものJ 特集 ・

「安田生命大阪ビル」経過報告

( 3)  10月号楠造特集経過報告

(4)  11 月号会員作品特集 ・「高齢者福祉施設j 特

集経過報告

(5) 作品作風 ・会員企画小委員会関係報告

(6) 第 1 回読者と選ぶ「建築と社会賞j

第 4 回広告企画小委員会

5 日 5 時- 6 時 ・於本会会議室

出 席 者 宮田委員長ほか 7 名

議 事 ( 1) 8 月号「 日建設計創業 100周年j 特集広告経

過報告

(2)  9月号[ 来世紀に引き継ぐもの j 特集・

「安田生命大阪ビルj 広告経過報告

( 3)  10月号「日本建築総合試験所 J 広告経過報

と乞

Zコ

(4)  11 月号[ 高齢者福祉施設j 特集広告経過報

盆こ

口

(5) 作品作風関係報告

(6) 独自企画検討

第 4 回繕造分科会

7 日 6 時- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者大氏幹事ほか 5 名

殺 事 ( 1) 10月号「時間」特集の検討

(2)  r構造の頁」の企画

第 1回「建築教育J ( 仮称) 特集合同分科会

10日 6 時30分- 9 時 ・於本会会議室

出席者鈴木幹事ほか 2 名

議 事 1 月号「建築教育 j 特集の企画

第 3 回法令分科会

1 1 日 2 時- 4 時 ・於本会会議室

出席者椎名幹事ほか 3 名

議 事 ( 1) r改正建築基準法j 特集の反省

(2)  r法令コーナj の企画

(3) 来年の法令特集

第 4 回設備分科会

11 日 6 時30分- 8 時45分 ・於本会会議室

月間の動き
{平成12年 7 月分}

出席者近膝幹事ほか 5名 (2) 今後のテーマと執筆者選定

議 事 ( 1) 8 月号 r100年後へのメ y セージ」特集の報 第 2 回建築工事と式典小委員会

告 6 日 6 時- 7 時30分 ・於本会会議室

(2) 基礎講座シリース'の企画 出席者仲本小委員長ほか 6名

(3)  r設備の頁」の企画 議 事 建 築 工 事 と 式 典 に つ い て

(4) 来年の設備特集

第 3 回「高齢者福祉施設J ( 仮称) 特集会議 |  建築クラフ

12日 7 時- 9時 ・於本会会議室 第339回朝食会

出席者 田中委員ほか 2名 11日 8時- 9 時30分 ・於大阪全 日空ホテル

議 事 「高齢者福祉施設J (仮称) 特集の検討 演題「不況を打破する為のコミュニケーション進化

「来世紀に引き継ぐーわざ、もの、こころ - J 特集 論j

座談会 講 師 衛 怒 信 之 氏 ( 日本メン合ルヘルス協会代表)

17日 7 時- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者本多友常氏ほか 3 名

「高齢者福祉施設J ( 仮称)

24日 7 時- 9 時 ・於本会会議室

出席者 田中直人氏ほか 3 名

第 4 回作品作風小委員会

27日 7 時- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者赤木副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1) 作品の選定

(2) 作品の掲載状況並ひ.に掲載予定の報告

(3)  r  gal l ery  J掲載報告・予定

(4)  r  Sket ch BookJ の掲載予定

( 5) 会員作品特集号“ 私の空間作法" について

第 3 回「素材と技術が生み出すデザインJ 総事会

31日 7 時- 9 時30分 ・於本会会議室

出席者大氏幹事ほか 6 名

議事「素材と技術が生み出すdesi gnJ の頁、再開につ

いて検討

事業委員会

第 3 回事業委員会

19 日 5 時- 6 時15分 ・於本会会議室

出席者 多井委員長ほか 9 名

議事各小委員会からの報告と検討

第 3回若い会員の集い小委員会

5日 7 時- 9 時 ・於本会会議室

出席者杉本副委員長ほか 2名

議 事 今 後 の 企 画 に つ い て 検 討

第 3 回情幸日小委員会

12日 6 時- 7 時45分 ・於本会会議室

出席者 川村副委員長ほか 10名

議事実施報告と今後の予定について

第 3 回見学会小委員会

13日 6 時- 7 時35分 ・於本会会議室

出席者福島副委員長ほか 6 名

議事実施報告と今後の予定について

出版委員会

第 4 回出版委員会

13 日 5 時- 7 時 ・於環境事業局舞洲工場建設現場

一見学会一

7 時30分- 8 時 ・於弁天町 ・モルト家会議室

出席者 山田委員長ほか 9 名

議 事 ( 1) ( プロのノウハウ 〉と特装本の経過報告

参加者 49名

[ 団体会員 1社]

l林建設

[ 個人会員32名]

新居 努

{大林組)

市(原鹿島替組比E 古

世)

山(辻大成出直世)樹

坂(部戸田園洋世)太

伊藤(111替相創) -

角谷(闘 正樹

昔組}

駒井(間 照 視

昔姐)

高木(簡昔組宏) 治

新田 組i告) ;台

{熊笹

森

(鯛苦組幸) 二

山本{闘昔組幸} 司

入 会 者(敬称略)

井守{大林紀昭

紹)

黒川 組宗} 範

t大悼

小 高 茂 央
池(阪大成 哲哉

(鹿島理世) 園陸)

林 誠

東(条大掴世善計)彦
(高睦遁世)

勝(山日撞世太計)郎 山(本日iI位健計}二

石野 哉

鬼縁(開昔組和} 維
(隅吾組)

亀田 仁喧} 宏
川内 E事

(隔告組 {附昔岨)

還 啓三 白 岩 和 浩

{筒苦岨) (僻昔岨)

瀧本 賢治
西薗(開吾組栄) 治

{間吾組)

深瀬 一哉
外薗 組政) 人

(阻吾組) (附昔

栗原 章 安田 正

(閉昔組) (嗣吾組)

{元元贋誼康語障酎清事志器所)
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デンカC S Aファミリー製品

-安二.，n C S A ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ ニＮ， ｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二Ｎ， ｮ 守 Ｒ ー子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ建造 ｦ 切Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

- Tニ.I n E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

T E L 本社 ・京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄業 株 式産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

社

A

Q

玄業 株 式浦 産

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L  滋賀・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

A

Q

冨
光 洋 物 産 株 式

OH Y O OS HIM A  

r J I S表示許可工場J ( 金属製折板屋根構成材)

耐酸被覆鋼板のパイオニアとして半世紀の経験で培わ

れた製品群は J I S表示許可工場( 愛媛工場) で厳正な

品質管理を行って皆様の二一ズにお答えします。

- フッ素樹脂積層被覆鋼板

T OF  (タフフロール) 不燃( 個) 第 1 1 5 8 6号

・耐酸被覆鋼板

C OM (ケミ力ラーオーシマメタル) 不燃( 個) 第 13 2 6号

円MB (ルーフメタルB) 不燃屋根用( 個) 第 1 0 0 6号

・長尺屋根外装材、換気装置

金属製折板屋根構成材 (J IS A6514)  

ベンチレーター

工アムーパ一、モニター

電源開発( 株) 橘湾火力発電所 1. 2号本館

T EL. 03(3580)6061 

T E L. 052(241 )8588 

T E L.0897(4 6)2300 

岡山，広島，宇部，福岡

京

屋

浜

市

古

居

日

東

名

新

四

/

/

 

届

所

業
円
呂

支
大 息 陀 用 化 掌 工 業 株 式 釜 社

本社 干535- 0001 大阪市旭区太子橋 1- 1 5 - 2 2  

T E L. 06(6954) 6521 F AX. 06( 6954) 6480 

ht t p: / /www. oshi ma- ohyo. co. j p 
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空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本 l，!i

大 阪 支 社

支 1;5

東京都港区浜松田T l - 25- 7 ，計百03 (3432)  5711 

大阪市淀川区加向1-58- 59 ';r，:話06( 6302) 2270

北海道/ 東北/ 北関東/ 縦浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

e > ヲイヲシ練武会社

ヨド庖・大臣本祉 干 550-0002 大阪市西区江戸掘 1丁目 9 罫25号 電話( 06)644卜8231

東京本社 〒102-0071東京都千代国区富士見 2丁目 15番10号 f世話 (03)3261-8231

支 社 名古霞 ・価問

主 底 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸・天理岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 喋 所 平i1広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 . ｾｉｴ ・ ｬｩｉＧ山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 畑川 ・領島 ・川崎 ・訟江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 底 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地電話 (0492)58-1511

空気調和設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

/ J l ' ¥ 産 業 設 備

1 /言、 l 水 処 理 施 設

マーーヲ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役l則前文応長 本 木 満

関 西 支 庖

本 社

支 j吉

大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21  ;1]:話 06 (6202)  7554 

点点告|汗代田区有楽町 1 - 4 - 1 ，lt. i; 03(3502) 6103 

北海道 ・東北 ・|関東 ・千葉 ・績浜 ・北陸・名古屋 ・京都・神戸 ・四国・中国・九州

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ  
三建設備工業株ま奮社

大阪支庖

本 社

支 社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 1ft 5 号 電 話 (6352) 1  1  3  1  ( 代)

東京都中央区日本橋蝋殻町 2 - 2 2  電 話 (3667) 3431 ( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 品 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三発空調

本 社

JIミ京本 j苫

大阪本府

支 出

大阪市北区西天満3 T f1 13番20号 電話06-6363- 1671

) J : ( f ，( / i j I 新宿区西新宿新宿i L ll ピ ル 包 括03-3344- 7911

大阪市北区西天満3丁目 13i 存20号 屯話06・6363・1371

fill 台 ・横浜 ・名 古 屋 京 初 神 戸 ・jよ 品 福 岡

開 よりよき蹴へ繍で挑む一 一 一

容 株 式 会 社 精 研

社

メンテナンス

東 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11116号( オートセンターピlレl ・2階)

〒542- 0066 ¥'11話 大 阪 (06) 6768 - 5  0  3  1代 表

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 ー 1 6  5  1代 表

東京都文京区小石)111 丁目 12番14号( 日本生命小石)11ピル 7階)

〒112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商毘は空気です。 、，Eい

黙と空気の工ンジ二戸円』ーーー

樟 式 書 祉

制

ｾ＠ ¥_ _ _ / 大気扇土
・営車種目

宮担圃和 股0・蛤帥水衛生世0・il 緩 股

0・ 公布防止開通股0・町位計・創作施工

本社東京本庖 東京都新宿区西新宿2-6-1 宮 03-33"-1851 (大代) 大阪本社fi 06- 6"8-3603(代}

大阪支社 fi 06-6"8-5851 (t り 名古車宜居 古052-211-1535( 代) 中国主庖 n082-247-554I

九州支庖 n092-431-2147(代} 世襲所北関東横浜神戸京都 ー岡山 ・四国

空 気 調 和 i 竺竺L 搬送機設備

給排水衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づく り

第一工業横式怠祖

大 阪 支 庖 干530. 0047 大 阪 市 北 区 間 天 満 3丁目 6番 14 J'J-

本

お

電話 0 6 - 6 3 6 4 - 6 6 6 1 (代 表)

社 〒 100-0∞5 東京都千代田区丸の内3丁 目3帯l 号

電話 0 3 - 3 3 1 1- 8 5 1 1 (代表)

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

22 西原衛生工業所大阪本庖

大阪市北区中津 6 丁目 8 祷 4 号 電 話 大 阪 ( 6458) 3628番

支庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川西 ・神戸

O Ku J U  

陸 軍 語 釜 躍 も 危 勘 定 長 職 箆 謁

「大規模天井無足場工法J

内外装画l作パネル システム天井・ 間仕切

闘会社 オクジ‘ ユー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530 凹 47

TEL(06)6312- 4131 FAX(06)6312-799B 

東京 ・九州 ー繊浜名古屋南丸州京都

あ 三

品て泊

るーー さ さ

l長 円 宗門 ら

恨二__i昌一 ク

工 且 害 ス

Z採量22

fl.1 式 子ここ

"主 てA プ自 ¥¥ 

は 主主 二 七七

荘 歪四四
，k ニ - 3i
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ｾｸ 会長 ､ 。罪捜 ｆ で

:一二A 竹!
‘ 良逮轟盈圭桑詣雲叡霊 柑柑附町…干刊叩 瑚5臼ω削3却州叩0附∞

電 気 設 備 設 計 施 工

。 -・圃-
・・・園田

・圃・・・

E・3
r 司E

面I総書金属t

代表取締役社長 上 田 正 雄

本 社 大阪市中央区北 浜3 - 6 - 13 ( 臼土 地淀屋橋 ピル)

1IL 昔話 o  6  (  6  2  0  5  )  3 6 7  1  ( イ'-t )  

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

11t 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8 ( 代 )

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

電気役備 ・計義市l御設備 ・空調政備 ・クリー ンルーム役備 ・プラント設備

給排水衛生t宜備・エネ ルギー集中監視 システム 位置十掩工

23 三宝電機微式会社

S AN P O  

取 締 役社 長 必 納 秀 一

革 在 〒53) 似71<.肺11:18西天2盟問霊ピ1") T E L版 印 刷)1471 'FAXOOC図6<1) 日お

東京受柱 引田- o: : a懸霞M. 1t t おンデ司戸川晶部 T E L閃(5472) お11' FAXω( 5472) 日) 85

82i塵i>I!l 〒4o1-a47名古屋市北区宣蛾3-12-14 TEL062C鈎1) 5131' FAX062C914) 万35

岡戸支后 〒伍7- i J J f J 緋苛漬巨認孤D-6-11K' Tピル TEL078C加の6<l 11 'FAX078( 842) 6<l 16

珊由究所 〒船 価 太 援 府 燐 市 三 宝 町 七T3ω TELOm( 27) 8400'FAxomC27) 1424 

. F守

学校建築のトータルアドバイザー

黒 板 ・ 掲 示 額 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒5 4 7- 0001 大 阪 市平 野 区加 美北 3- 4 - 5

T EL 0 6  ( 67 92 )  5858  F A X 0 6  ( 6792)  2 810  

凪ｾ両副凪 ｅωｊｉ 恥

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目10番11号

問 ね 憎.0 6 - 63 5 1 - 5 4 2 8 Fax.Oら6 3 5 1 - 5 2 9 9

56  

人と都市の快適な環境をつくります

官鎗橿目 位計 ・施工・ 監理

・電気投備

豊宜竃・ 瞬蝿

勘カ ・嗣 圃 . 置

電話、躍進、インターホ ノ

防 犯、間出

中失監 視制 割

y ステム肘甚

- 空鯛 ・給排水 ・衛生段備

空 貴闘和

I I・配膏

水 担理

コー ジェ ネレーシ ヨノ

クリーンルーム

・プラン ト

プラ ン ト計量

システムエ J ンニア リング

- 情報通情段備

情岨温情ネ γ トワ ーク

情銅盤理

i且惜システム

融通システム

・電力流通段備

畳宜電

架空過配電

地中道配電

_. ‘ ¥<!r nf> ? 'J H i "' J l  ... ，C・
日去 り 〉ー一一一一ｾ Ｑ［

令 住 友 電 設 株 式 会 社 2522; :; :;;; ;; 鶏宮野;: Jf 2it;::;;::;t

ｃｈｏｾ 。
人がいる多彩なフィ - / レドで、

新しい凝界に挑戦しています。

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 〒 5 30 ー0 0 05 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝日ビル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5)  1  3 6 1  (代) F AX  0 6 ( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

取締役支社長 伊 藤 義 信

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) ＰＳＲＵｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道 ・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

-・11聞

稼式会主t 工ヌ工ムピ. 一

線 式 会 主 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 

大阪支 庖 . 大阪市中央区北浜3-2-231信愛ピル)

T E L06- 6202- 3294 

初

山

崎

4

m

山

川

口

町

l

ι

U

新

明

↓

↓

市

町

問

問

波

抱

↓

↓

丹

問

M

W

侃

市

野

乱

M

U

理

大

T

R
M

天

社

所

業営理

本

天政

官

也

商業窯摩--a

・

‘
，
F

 

武

社

且

冊

余

⑪

 
圃圃圃圃 ｟Ｑ 昆 Ｇ ｬ 制民主問 団 ｬｉｩ 剥 “孟 蹄 ｾ Ａｻ ｝ｬｬｩｊｦ 同 岨主主 ｝ｾｕ 刷 塵 趨 層圏圃圃圃圃

人と技術をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本データネット株式会社

本 社 干530- 0043 大阪市北区天満 1- 1- 10 TEL. 06- 6352- 7502 FAX.06- 6355- 2714 

制 作 部 〒530- 0043 大阪市北区天満ト9- 19 TEL. 06- 6352- 0943 F AX.06- 白355- 5533

印 刷 工 場 干530- 0043 大阪市北区天満2- 5- 15 TEL. I  FAX.06- 6352- 1 551 



建物を美しく保つにはそ

れ

な

り

の

コ

ツ

が

あ

る

建物の汚れ

トラブル事例と解決策

「建物の汚れ」編集委員会・編著

く建築技術選書 ・特装版〉

ゆ

e  雨水

汚れ

ISBN4-7615-3086-3 

B5判・ 二色刷 . 168頁

定 価 本 体3500円+ 税

企画・( 社) 日本建築協会

本書59頁より

6  

学芸出版社

汚れにくい設計、効果的なメンテナンスのために

トラブ) レにつながる要因を事例別に整理一一

ゼネコン技術者による再発防止策のノウハウを伝授する

京都市下京区

木津屋橋通

西洞院東入

干600-8216

te I  075-343-0811 

fax  075-343-0810 

一一一一一歩，、叫

Ｍｾｽ｝ＱＺｆ霊彊・

徹底解説

| 大改正

建築基準法

(初年度版〉

ISBN4-7615-2196-1 

企画/ 日本建築協会

高木任之著

A5 ・208頁・ 2000円+ 税

G  

学芸出版社

京都市下京区木津屋橋透

西洞院東入 〒600- 8216

te I  075-343-0811 

fax 075-343- 0810 
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新保守システム『スーパーTERM( 東芝遠隔監視メンテナン' A ) Jで

万全の保守点検サービスを提供

東芝エレベータが開発した新しい遠隔監視メンテナンスシステム

「スーパーT E RIv!J lJ iエレベーターを止めずに遠隔診断、

樹告の状態変化をリ71レタイムに察知し故隊の未然防止につとめます。

また万一の紋障の際にも、より迅速な対応が可能となります。

大

好

評

、
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ル
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l

セ
ル
。

いまお使いのエレベーターをハイグレードにリニューアル

ピルのリニューアルをお考えになる時、東芝エレベータでは、

段新モデJ レのスペーセルへのグレードアップをおすすめします。

事前の調査にもとづき効率のよいリニューアルをご提案します。

三 位 東 芝 昇閥 シ ステム社 干105・8001点脚港区芝浦 l ーI-I (東芝 ビルディング) TEL ( 03) 3457-4620 F A X  (03) 54判 9275 ホームページアドレス hll p: l l www2. loshiba.co.j plelvl

豆 蹴 東 芝 関西昇降担問 〒531-6126大阪市北区大淀中 1- 1-30<梅田スカイピルタワーウエスト) TEL  (06)  6440・2283 F A X  (06)  6440- 1935 

マy ンルームレスエレベーター {スベーセル}はフィンランドKONE社からのライセンスに基づき、同社製の巷上機(EcoDlsc"") を使用します. EcoDISC Tt，t IまKα リE社の登録商標です.

03379- 10 
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デザインフリー

スベーセルは、機織室の設鐙は不要。ですから、

屋根のデザインの自由度が拡大。建物商さの

面でも制約が少なくなり、建築布院主としての

美観を自由に追求することを可能にしました。

レイアウトフリー

スペーセルなら昇降路の位置を自由にレイアウト。

高さ制限上も有利。既存の建築物の

エレベーター増設にも柔軟に対応します二

スペースを有効利用

エレベーター設備のベ而績を大幅に綿小。

いままでエレベーター設備に要していた

共有部分を有効スペースとして活用できます二

省エネ& 建築・設備工事を削減

スペーセルは、モータ容量が従来のロープ式や

i 11J 圧式よりも低く抑えられるので、沼郡i設備容量や

消'Ilrisカ量を低減します二また機械室そのものが

無くなるため、従来必要だった機織室の

建築・設備工事はすべて不要になりま1九

スペーセルは

ζ ζ 麟糧事t

超薄形の新開発鯵御義盆.

極葺忌槌初インバータ韮置や最新の鰐御用プロセッサを掲鼠

し乱高哩E 高性能町舗・轟轟を篠原. 庫さわずか100mmの

甥智聾置を量上F置のりぱに配置することができました与

東芝マシWレームレスエレベーター

雑誌


